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動 物 分 布 調 査 報 告 書(両 生 類 ・爬 虫 類)

分 布 図 の 修 正 に つ い て

報 告 書 発 行 後 、 下 記 の 種 地 域 に つ い て は 分 布 図 の 修 正 を 行 う必 要 が あ る こ と が

判 明 した の で ご 連 絡 い た し ま す 。

(D分 布 の 確 証 が 得 ら れ な い た め 、 削 除 し ま し た 。

0450リ ュ ウ キ ュ ウ カ ジ カ ガ エ ル 宮 古 島

(2)記 入 の 誤 り 、種 の 誤 認 等 が 確 認 さ れ た た め 、 そ れ ぞ れ 正 し い 種 に 変 更 し ま し た 。

デ ー タ の 削 除 デ ー タ の 追 加

1830キ ノ ボ リ ヤ モ リ(沖 縄 本 島)

1231キ ノ ボ リ ト カ ゲ(宮 古 島)

→1231

一一>1232

1380ア オ カ ナ ヘ ビ(石 垣 島)→1370

1500リ ュ ウ キ ュ ウ ア オ ヘ ビ(石 垣 島)→1510

キ ノ ボ リ トカ ゲ

サ キ シ マ キ ノ ボ リ トカ ゲ

(分 布 図 の 変 更 無 し)

サ キ シ マ カ ナ ヘ ビ

サ キ シ マ ア オ ヘ ビ

こ れ ら の 修 正 に 伴 い 、 該 当 す る 分 布 図 に つ い て は 、 差 し替 え て ご 利 用 い た だ き ま

す よ う 、 お 願 い い た し ま す 。

環 境 省 自 然 環 境 局 生 物 多 様 性 セ ン タ ー 調 査 科

〒403-0005山 梨 県 富 士 吉 田 市 上 吉 田 剣 丸 尾5597-1

TEL:0555-72-fiO33FAX:0555-72-6035

Sogabe@biodic.go.jp

◆ デ ー タ に つ い て の 問 い 合 わ せ 先 ◆

財 団 法 人 自 然 環 境 研 究 セ ン タ ー

担 当:古 畑

〒110-8676東 京 都 台 東 区 下 谷3-10-10

TEL:03-5824-0958FAX:03-5824-0959

yfuruhata@jwrc.or.jp
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両生類 ・爬虫類分布図(修 正版)
種の多様性調査(動 物分布調査)2001
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両生類 ・爬虫類分布 図(修 正版)
種の多様性調査(動 物分布調査)2001
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両生類 ・爬虫類分布図(修 正版)
種の多様性調査(動 物分布調査)2001
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両生類 ・爬 虫類分布図(修 正版)
種の多様性調査(動 物分布調査)2001
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両生類 ・爬 虫類分布図(修 正版)
種の多様性調査(動 物分布調査)2001
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両生類 ・爬虫類分布図(修 正版)
種の多様 性調査(動 物分布調査)2001
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両生類 ・爬 虫類分布図(修 正版)
種の多様性調査(動 物分布調査)2001
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序

「自然環境保全基礎調査 」とは、わが国における 自然環境の現況及び改変状況を把握 し、

自然環境保全の施策を推進する基礎資料を整備するため、環境庁(当 時)が 昭和48(1973)年 よ

り 自然環境保全法に基づき行って いるものであり、今 回で5回 を数える。一方 、近年の生

物多様性の重要性に対する 認識 の高まりにあわせ、平成6(1994)年 度より 「生物多様性調査」

が新たな枠組みとして開始され た。本調査は第3回 ・第4回 自然環境保全基礎調査で実施

された動植物分布調査(全 種調査)を 踏襲するものであるが、今回、 「生物多様性調査 」の一

環で ある 「種の多様性調査」 という位置づ けで実施された。本報 告書 は、平成9(1997)～

10(1998)年 度に行われた 「種 の多様性調査(動 物分布調査)」 のう ち両 生類 ・爬虫類 にっ い

ての調査結果をとりまとめ、最新の知見を盛 り込んだものである。

わが国に産する全て の動植物 につ いて、分布の現状とその時系列的変化を把握す るため

には、一つ一つの確実なデ ータ を丹念 に収集 し、蓄積することが必要である。しかし、全

国にわたるこの種の調査を実施す るためには、種 の分類、同定 に関する確かな知識と能力

を有する専門研究者の長期 間にわたる協力が不可欠で ある。

今 回の調査は、より詳細 な分布情報を得るため、過去2回 の調査とあわせて結果の集計

を行った。この結果、約108万 件(う ち今回調査分45万 件)の 分布情報となり、およそ2800

枚の分布 図が作成された。また、多くの種において、前回調査 に比して大幅 に情報量 が増

加し、また、分布に関する新知見 、新情報もよせられた。しかし一方で、専 門家の少 なさ

や地域 的偏在 、あるいは調査期間の制約などの事情により、分布状況を的確 に表現する に

至らなかったものも相当数 にの ぼっている。このため 自然環境保全基礎調査検討会(分 科会)

にお いて、それぞれの分布 図ごと に得られた情報量を評価し、短 いコメン トをして いる。

このコメントは、今後調査 を継続する際に、ある いは、本資料を活用す る際に十分留意さ

れるべきものである。

なお、本報告書の作成にあたり、分布 図及び集計表 の作成等 、情報の集計業務 につ いて

は、環境庁 自然保護局(当 時。現環境省 自然環境局)か らの請負業務 として(財)自 然環境研 究

センターが実施した。

最後に、本調査の企画立案からまとめに至るまで御指導頂いた自然環境保全基礎調査検

討会 ・同検討会 両生類 ・爬虫類分科会の学識経験者の方々、な らびに貴重な時間をさい

て分布情報の提供に御協力頂いた専門家の皆様に心か ら感謝の意を表する次第である。

環境省自然環境局



発刊によせて

上野 俊一

この報告書 は、平成9(1997)年 度 から平成 ・10(1998)年度にかけて実施された種 の多様性調

査動物分布調査のうち 、両 生類と爬 虫類 に関する調査 結果をまとめたものである。この全

国調査 は、第4回 自然環境 保全基礎調査の結果を踏まえ、地域による格差を埋めて、偏 り

の少ない情報をうること を主 目的にした。そ の結果 、これまでの調査 に比べて多くの情 報

が集 まり、全体として満足するに足る成果が あがった。これ は、調査 にあたった多く の人

たちの努 力の結晶であるとと もに、データの空 白地域をなくそうと努めた専 門研究者 、特

に考察の執筆にあたっ た2人 の検討員の蓄積に負うところが極めて大き い。ここでまず お

礼を 申し上げたい。

しかし、デ ータ が得 られないままに残された県もまだ散見 される。たとえ ば イモリや

タゴガエルの分布状況 は、第4回 自然環境保全基礎調査の時点に比べて格段に詳しくわか

ってきたが、イモ リにつ いては県 による精粗が 目立つし、タゴガエルの場合には、山 口県

や埼玉県など、デ ータが皆無、ないしは無 いに等しいところもあり、宮崎県北部のよう に、

存在がよく知られて いな がら、デ ータとして は記録されなかったところ もある。カスミ サ

ンショウウオなども、山 口県での生息はよく知られて いるのに、分布図には正確な情報 が

記録されて いない。もっ と驚くべ きことは、マムシやヤマカガシのよう な、いさえす れば

現地 の住人のだれもが知 って いる毒蛇の場合で、今 回の調査によっても 、十分な情報が報

告書 に盛りこまれたとはい い難い。この事実 は、これまで採 られてきた調査の手法が、初

期 の段階にお いてならとにかく、現在でもなお妥当なのかどうかを疑わせるものである。

すでに10年 以上 も前 から、この種の全国調査を府県単位で実施するのが適 当かどうか

にっ いて、さまざ まな討議が重ねられてきた。そ の結果、全 国各地に調査員を依頼し、収

集された情報 を環境省で集 大成して調査者に還元する、という方策がとられるよう になっ

た。しかし、野外で動物 を見 つけだしてそれを観察し、そ の種名を正しく判定す るた めに

は、長い経験と知識め蓄積 が要求 されるので、情報量とそ の信頼性には調査者による ばら

つきが大 きい。 当然のこ とながら、この種のばらつきは、分布域の広い種類ほど 目立ち 、

分布域の狭 い種類では ほとんど問題にならない。その証拠 に、 日本では両生類 ・爬虫類 の

種数が最 も多 い琉球列島の場合には、少数 の専門研究者 による調査だけでも全容がかな り

よくわかるので、今回公表さ れて いる分布 図でも、ほとんどすべての種が 「分布パターン

を表 わして いる」にランクさ れて いる。これに対して 、 日本本土のような広 い地域では、

存在 自体 が一部の人たちの あいだでよく知 られていて も、正確なデータがなけれ ば報告書

には記録できないので 、情 報不足として分布図に空白が残ることになる。

分布調査は、分布状況 の現状とその歴史的な変遷 を把握 し、種の保全に資するための重

要な作業であって、今後 も継続して実施していかなければならない。しかし、第1回 自然

環境保全基礎調査が実施さ れた昭和48(1973)年 から今までのあいだに、少なくとも両生類 ・





爬虫類 に関するかぎりは、ひととお りのことがわかったよう に思われる。大切 な事柄 はま

だ多く残されているが、従来と同じやり方で さら に踏みこんだ調査が進められる かどう か

は疑わし い。次 の段階の調査 は、まずそ の進 め方についての検 討からはじめることを望み

たい。
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第1部 調査方法





1.種 の多様性調査(動 物分布調査)の概要

(1)目 的

本調査は、平成5(1993)年 度よ り第5回 自然環境保全基礎調査の一環の動植物分布

調査 として、動物の主要分 類群の全種 ・亜種(ま たは一部の種)を 対象に専 門研究者 の

参加 ・協力を得て実施 したものである(図1-1)。 なお、平成6(1994)年 度から は、「生

物多様性調査(種 の多様性調査)」 として実施された(以 下、本調査を 「動物分布調査」

という)。

わが国に生息する野生動物に関す る 自然環境 保全施策 として は、当面 、絶滅のお

そ れのある種 の保護や、人間生活との関わりの中で 適切 な保護管理を要す る種に対

す る施策 が優先的 に講じられているところで あるが、動物分布調査 は、これら施策

の対象 となるべき種の洗い 出しや 、今後講ず べき施 策検 討のための、基礎 的かつ客

観 的資料 を提供す る 目的で、全 国的分布 の現状及 び経年変化 の状況を把握 しよ うと

するものである。

(2)調 査の内容及び方法

本調査の最終 的 目標 は、わが国に産する全ての動物種 について、分布の現状 を把

握す るとともに調査の積み重ねにより経年変化状況も把握しようとするものである。

このために必要な最小限の情報 は 「いつ、どこに、何が」いたかということである。

また、必要に応 じ情報源 をたどるために は 「誰が」報告したかということも重琴で

ある。本調査では、調査対 象種が多く、また、多数の調査員(専 門研究者)の 協 力を得

て実施するため、調査項 目は上記に示す できるだけ単純かつ客観的な資料を得るた

めのものに絞りこんだ。

これらの調査項 目に関す る具体 的な調査方法 及び調査 体制ならびに今回調査 にお .

ける調査対象種 については 、前々回 ・前回調査と同様 、環境庁(当時)が設置 した自然

環 境保全基礎調査検討会の下に動物の各分類群ごとに設けた分科会(以 下 「分科 会」

という)に おける検 討作業を経て下記のとおり決定された。

なお、鳥類 につ いて は、本報告書 に記述 されている調 査方法 、とりまとめ方 法と

は異なる方 法で実施さ れた ため、特に断りがない場 合、本報 告書における記述 は鳥

類 を除く全調査分類群を対象としたものである。

①調査対象種

今回の調査では、生態系の主要な位置を占め、分類学的知見の蓄積がある等の

要件を満たし、さらに調査実施体制の構築が可能という観点を加味して次の分類

群に属する全部または一部の種 ・亜種を対象とした。
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保 自
全然
基環
礎境
調
査

保海
全域
基自
礎然
調環
査境

鰍

陸水域

植生調査

特定植物群落調査

一
河川調査

湿地調査

生態系

lli:ii

繊

種

生態系総合
モニタリング調査

鯉
海棲動物調査

重要沿岸域
生物調査

種の多様性調査

生態系

(動物分布調査)

遺伝子

生態系多様性
地域調査

遺伝的多様性調査

lii難liiii'
-.=」 ・首セ ・・省 ・旨:世;』 由翼

鳥類

図1-1自 然環境保全基礎調査骨子

ア.哺 乳 類(全 種)

イ.鳥 類(〃)

ウ.両 生類 ・爬虫 類(〃)

エ.淡 水 魚 類(〃)

オ.昆 虫 類(ト ン ボ 類 ・セミ 類 及 び水 生 半翅 類(一 部)・ チ ョウ 類 ・ガ 類(一

部)・ 甲虫類(一 部))

カ.陸 産 及び 淡水 産 貝類(全 種)

今 回の調査から 、水生昆虫を代表する分類群としてアメンボ等の半翅類 、ゲ.

ンゴ ロウ等の甲虫類のそれぞ れ一部 を新規の調査対象種とした。
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これらの調 査対象種群につ いて、本調査における種名の呼称の統 一を 図ると と

もに既存の知見 を整理するため、新たに本調査用の調査対象種 一覧(巻 末資料3)を

各分科会 において作成した。調査対象種一覧 は、過去の調査でとりまとめられた

調査対象種 一覧を参考 に、種の追加整理 ・名称の修正を行うなどして作 成され 、

種 ・亜種 の学 名及び和名を対応させるととも に電算処理 のためのコ ード番号が付

されて いる。 この際、前回調査 以降分類学上の変更が生じた種 につ いて は、別 途

調査対象種変更点一覧(巻 末資料4)と してとりまとめた。

②分布地

調査対象種 の分布地 を記録する方法として は、地 名呼称 によるあ いま いさを避

け、電算処理を容易とするために、 「標準地域メッシュ ・システム」(昭48.7.12行

政管理庁告示第143号 「統計に用 いる標準地域メ ッシュ及び標準地域メ ッシュコ

ード」)に よる第3次 地域区画(「 基準地域メッシュ」または 「3次メヅシュ」とも

いう。本報告書で は以下 「3次 メッシュ」という。')を基本とした。この3次 メッ

シュの大きさ は、タテ(緯度差)30秒 、ヨコ(経度差)45秒 であり、おおむね1㎞ ×1km

である。

なお、補 助情報として従来どお りの地 名による表記も採用し、メ ッシュコード

のチェックが可能 となるよう にした。なお、今 回調査で は、一部過去 の記録 も収

集したため、3次 メ ッシュの特定が不可能な場合には 「第2次 地域区画」(以 下 「2

次メッシュ」という。約10㎞ ×10㎞ の範囲で 、1/25,000地 形図1枚 分に対応する)

により記録 した。

5



■メ ッシュコードの付け方

「標準地域メ ッシュ ・システム」(昭48.行 政管理庁告示第143号 「統 計に用 い

る標準地域メッシュ及び標 準地域メッシュコード)は 、一定の経線 、緯線で地 域 を

網の 目状に区画する方法を用いて いる(下図のとおり)。

第1次 地域 区画 は、経度差1度 、緯度差40分 で区画された範囲を指す。第2次

地域区画 は、第1次 地域区画 を縦横8等 分したもので、第3次 地域区画は第2次

地域区画 を縦横10等 分 したものである。一般に、この第3次 地域 区画のことを 「基

準地域メ ッシュ」あるいは 『「第3次 メッシュ」と呼ぶ。
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表1-1メ ッシュ コー ドの付 け方

第
可
次地

域
区
画

第 ・
2
次
地域

区画

基

叢

要

多

子
第
3
次
地域

区
画

メ ッシュコー ドの

,桁数

4桁

6桁

8桁

メッシュコー ドの付け方

● 上2桁:南 端 緯 度x1.5

(た だ し、分 の 単 位 も 含 む)

● 下2桁:西 端 経 度 の 下2桁

● 南 端 緯 度36。00'

西 端 緯 度138。 の 場 合

〈上2桁=36x1.5=54>

〈下2桁=38>

→ メ ッ シ ュ コ ー ドは

[5438]

● 上4桁:第1次 地域区画の メ

ツシ ュ:コー ド

●晰 目:第1次 地 域区画の縦

の等 分 区画 に南か ら

O～7の 番号 をつ け、

これ をそれ ぞれの 区

画 を示す数字 とす る

●6桁 目:第1次 地域 区画 の横

の 等分 区画 に西か ら

0～7の 番 号 をつ け、

これ をそれぞれ の 区

画 を示す数字 とする

●右図のO印 の メッシュ'

コー ドは[543823]

●上6桁:第2次 地域 区画の メ

ッシュ:コー ド

●7桁 目:第2次 地域 区画の縦

の等 分 区画 に南 か ら

0～9の 番 号 をつ け、

これ をそ れぞ れ の 区

画 を示 す数字 とす る

●晰 目:第2次 地域 区画の横

の等 分 区 画に 西か ら

0'一9の 番号 をつ け、

これ をそれ ぞれ の 区

画 を示 す数字 とす る

●右図の0印 の メ ッシュ

コー ドは[54382343]
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③調査時期

今回調査は、全 分類群について平成9(1997)年 度～10(1998)年 度 に実施 した(一 部、

とりま とめの段 階で得 られ た平成11年 度以降のデー タも含む)。 また、調査期 間中

のデー タのみ では分布 図を作成するには不十分で あったた め、過去の記録 、標 本

等 であって も採用す ることとし、前回調査(第4回 自然環境保全基礎調査)以 降 のデ

ータ(平成4年 度以降)を 中心に収集 ・記録 した。

調査年 月 日は、実際に記録(観 察 もしくは標本採集)さ れた時点を調査票 に記入 し

た 。

④調査体制

本調査 では、前 回調査に引続き全 国各地の調査員(専 門研究者)が 、 自らのフィー

ル ドで得 た情報 を直接環境庁(当 時)に報告 し、環境庁 はこれ らの報告 を集計 して調

査員 に還 元す るこ とによ り、今後の継続 的情報収集 に資す る調査網づ く りと調査

精度の向上 を 目指す調査体制 を採用 した。

特に動物の分布 調査 にお いては、 目指す動物 との出合の機 会 は偶然性 に左右 さ

れ 、少数 の調査員 が限 られ た期 間に十分 なデ ータを収集す るこ とは困難 であるた

め、継続的 ・反復 的調査の必要性が高い。

また、本 調査 の調査 員は、種 の分類 ・同定 に関す る確かな知識 と能力 を備 えて

い ることが必須 で ある。一方 で、過去 の調査 において は、参加 依頼 対象者が 限定

されていたため、調査協力者の絶対数が十分でない ことが指摘 されていた。

このため、分 科会検討員や学会等か ら推薦 され た専門研究者 に加 え、参加 承諾

頂 いた協力者 か ら、 さらに推薦 を受 けるな ど して、広範な専 門研 究者 に対 し、環

境庁 か ら調査へ の協力 要請 を行い、承諾頂 いた方 々を 中心 とした調査体制 を作 っ

た。
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調査承 諾者は全分類群を通じ、延べ4,894人 であり、うち3,433人 よ り実 際にデ

ータの提供を受けた。

分科会 事務局 調査員

調査対象種
目録作成

調査員推薦

困 掛
(外注)

調査票回収 一

・大学

・学会

・研究所

・鳥獣保護員

等

専門的知見による
データチェック、

考察の執筆

情報処理

←一一

・闘
_茎

図1-3調 査体制

E

⑤実施方法

各調査員には、調査 のてびき(巻 末資料2参 照)の ほか、次 に示す調査票、メッ

シュ地形図を送付し、原則として平成10(1998)年ll月30日 までに調査結果を環境.

庁 あて返送するよう依頼した。

ア.調 査票

調査票は、分類群別に、図1-4に 示すような2種 類の様式のものを使用 し

た。これは、調査員の作業の便 を考慮したもので、 「調査地」ごとの情報整理

には、タテ型の調査票(E票)、 「種」ごとの情報整理には、ヨコ型 の調査票(N

票)と いうように 自由に選択 して使用できることとした。
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1160タ ワヤモリ

1170ヤ クヤモリ

鵬mタ カづヤモリ

1820ニ シヤモリ

1180オ ガサワラヤモリ

闘90ホ オグロヤモリ

1200タ シロヤモリ

12田 ミナミトリシマヤモリ

1830キ ノポリヤモリ

クロイワトカゲモドキ

(裏面 に続 く)

tai

i::z

i::a

1121

1225

η31

1232

1240

1250

η60

1210

1280

1291

1291

曾300

1310

1ゴ20

1J31

1731

クロイワトカゲモ ドキ1340

マダラトカゲモドキ1350

オピトカゲモドキ1360

イヘヤトカゲモドキ1370

ヤマシナトカゲモ ドキ1380

キノポリトカゲ1780

キノポリトカゲ,390

サキシマキノポリトカゲ1400

ミドリアノール 鱒10

トカゲ(ニ ホントカゲ)1420

オカダトカゲ1430

バーバートカゲ 胴40

イシガキトカゲ1770

オキナワトカゲ 回50

オキナワトカゲ1460

オオシマトカゲ1470

アオスジトカゲ

キシノウエトカゲ14邸

ミヤ三】トカゲ1姐2

サキシマスベトカゲ1490

ツシマスペトカゲ1500

ヘリグロヒメトカゲ

オガサワラトカゲ

コモチカナヘピ

サキシマカナヘビ

ァオカナヘピ

ミヤコカナヘピ

カナヘビ

ァムールカナヘビ

メクラヘピ

ィワサキセダカヘビ

タカチホヘピ

アマミタカチホヘピ

ヤエヤマタカチホヘピ

シマヘビ

ジムグリ

サキシマスジ才

シュウダ

シュウダ

ヨナグニシュゥダ

アオダイショウ

リュウキュウア才ヘビ

1810

1520

1530

1541

1517

1560

1550

1510

1580

1681

1592

1BO3

1601

1602

1810

1820

163/

184

サキシマアオヘビ

キクザトサワヘピ

アカマタ

アカマダヲ

アカマダラ

サキシママダラ

シロマダラ

サキシマパイカダ

ミヤラヒメヘヒ

ヒメヘビ

ヒパカリ.

ヒパカリ

ダンジgヒバカリ

ミヤコヒバァ

ガラスヒバァ

ヤエヤマヒバァ

ヤマカガシ

イワサキワモンベニヘビ

ヒヤン

ヒヤン

ハイ

1640ヒ ロ才ウミヘ ビ

1650ア 才マダラウミヘピ

1660エ ラブウミヘビ

1670イ イジマウミヘビ

1660ク ロガシラウミヘビ

1690マ ダラウミヘビ

1700ク ロポシウミヘビ

1710ト ゲウミヘピ

,720セ グロウミヘビ

1730マ ムシ

1790ツ シママムシ

1潤0ヒ メハブ

1750サ キシマハブ

1780ハ ブ

田00ト カヲハブ

9001カ ミッキガメ

9002タ イワンスジオ'

9003タ イワンハブ

環境庁自然保護局自然環境調査室



種の多様性調査(動物分布調査)調査票
分類群コード 分類群名

[コ
調査者名

(姓) (名)

採集者名

調査蚤 コー ド

レ.
カタカナ 種名

種名コー ド

メ ッ シ ュ コー ド 調査地 年 月 日 生息環境

一[コ ー[=]

一[コ ー[コ

ー[=コ ー[=

一〇 一〇

一[=]一[コ

ー[コ ー[=]

一[コ ー[コ

ー[コ ー[=コ

119

1.9

ユ 濃9.

119

1}9〆

1劇9

ユ49・

三Lli9

一[=ト[コ

ー 一[=コ

ー[コ ー[コ

ー[=]一[コ

ー[=レ[コ

ーO…

一[コ ー[=1

一[コ

ー[コ ー[=]

一[コ ー

一〇 一〇

一[]一[コ

Ii9

卜1igl

1}9
庵 戯

二1・

1

9

袋

[il∋1

1 119

1沙'
レ

1i9

119

119

t

標本所蔵場所

図1-4-2第5回 動物分布調査票

環境庁自然保護局自然環壌調査室

N票(表 ・裏)
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イ.メ ッシュ地形 図

調査地(分 布地)の メ ッシュコー ドを読み とるために、5万 分の1地 形図上 に

3次 メ ッシュ区画線等 を加刷 し、地形図の1/4の 範 囲を1ペ ー ジにま とめた も

のを都道府県単位 で冊子 とした 「1/5万メッシュマ ップ」を今回新たに作成 し、

各調査員が必要 とする調査地域分 を配布 した。(図1-5参 照)
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2.取 りまとめの方 法

(1)情 報処理の内容 と方法

情報処理は 図1-6の 手順で進められた。

①入 力

調査員 より返送された調査票 は、記入 の不備等 を点検した上で、分類 群別 、調

査票種別(タ テ型、ヨコ型)ご とに整理番号を付し、分類群別マスターファイル(MT)

を作成した。

②デ ータの点検

デ ータの記入ミス 、調査対象種 の誤認等を訂正するため、次に示す3通 りの方

法でデ ータの点検を行い、必要に応 じ調査者 に照会するなどにより、所 要の訂正

を行った。

なお、本作 業を行う にあたって は、マスタ ーファイルを編集し、作業用フ ァイ

ルを作成するとともに、分布 図出力及び調査票検索システム を作成した。

点検 の結果 、訂正等を要するデ ータにつ いては、マスタ ーファイ ルに遡って訂

正した。

ア.論 理チェック

デ ータ の中にあってはならない空 白もしく は許 されたもの以外の数字 、符

号 、文 字 がないかどうかを点検す るととも に、各項 目のコ ード番号として用

いられて いる範囲(レンジ)外 のコード番号がないかどうかを点検した。

イ.メ ッシュコ ードの点検

メ ッシュコード表との照合を行 い、明らかに陸地(陸 生種の場合)を 含まな い

メ ッシュコ ードの記入された調査票を検索 し、調査票記入の調査地(地 名)、 も

しく は調査者への照会に基づき訂正を行った。

ウ.専 門家による点検

各分類 群ごとの分科会検 討委員等 によ って 抽出さ れた、分布 図上で 、明 ら

か に誤 りと考え られるデ ータ、これまで の知見 に照ら して疑 問のあるデ ータ

につ いて 、調査票 に遡って点検を行 い、必 要に応 じ調査員 に照会を行っ た上

で所要の訂正ま たは削除を行った。

③分布図及び集計表の出力

第3回 及び第4回 自然環境保全基礎調査動植物分布調査結果のマスターファイ

ルと統合し、上記の点検修正作業を経た上で本報告書掲載の分布図及び集計表の

14



記入事項

チェック

_攣 →:
《 :調 査者へ照会:

ナンバリング

データ入力
分類群別 ・タテ型、ヨコ型調査票別
に入力

ファイル編集
プログラム

第3回 植生図
数値情報

論理チェック
■8■ 冒 ●

:調 査者へ照会:
r'

分布図表示・
検索システム

メ ンシュ=卜 一ドチ ヱ ンク'9'"

分科会検討員に
よるチェック

..i 調査票検索

含
● ● ● ● ● ■9嗣

集計表 分布図

コメント

考察

図1-6情 報処理 の手順
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出力を行った。

(2)調 査結果の検討及び考察

調査結果につ いては、分類群ごと に分科会で下記 のとおり検 討を行った。

①分 布図の表示単位

本調査 の原デ ータは、前述のとおり3次 メ ッシュ(約1㎞ ×lkm:一 部除く)単 位

で収集さ れたが、今回のと りまと めにお いて作成する分布 図は次 の観点から原則

として2次 メ ッシュ(約10㎞ ×10㎞)単.位 で表示することとした。

ア.全 国的分布 図として見る場合、見やす いものであること。

イ.乱 獲等の人為 による影 響を考慮 し、公 表によ り生息地 が特定さ れないよう 配

慮した表示単位であること。

ウ.各 種 開発にあたり、配慮すべき地域(貴重種の生息地等)に 関する基 礎的情報 を

あらかじめ提 供するこ とは、 自然環境保全上重要である ので、上記イ.の 観点

も踏まえ公表 可能な表示単位であること。

なお 、分布 図の基図につ いて は、 日本全 図を用 いること を原則 としてきたが 、

分布 が限定され、 日本全 図で は判 読しにく い種を考慮 し、特定 の島喚等 に分布す

るこ とが明らかな種につ いて はそ の地域 の拡大図を採用し た。拡大 図の要件には

当て はま らないが、特 に判読し にくい種 につ いて は、適宜メ ッシュを○印で囲む

こととした。

②分 布図について のコメント

今 回調査で は、調査の期 間が限 られており、ま た分類群ある いは地域 によって

は十分な調査員数 が確保できなかっ たこと等から、調査対 象種すべて につ いて従

来 から知られて いる分布パターン を十分表 した分布 図が作成 されたわ けではない。

そ こで、分布図の誤った解釈や 不適切 な引用を避けるために、各分科会検討員

によ りそ れぞれの調査対象種 がどの程度従来から知られて いる 分布パタ ーンを表

現で きて いるか について類 型区分 の判定を行 い、分布 図上 に短 いコメン トとして

付記することとした(第2部 調査結果 の項参照)。

③考察

調査結果に関する考察は、各分科会において選出された担当者により執筆され

た。

16



(3)分 類群別の調査状況

分類群別の調査状況 は表1-2の とおりである。今回調査の集計結果 を上段に、第3

回からの調査全ての累計の集計結果を下段に示す。

表1-2分 類群別調査状況

(今回調査)

対 象

分類群

哺 乳 類

両生類 ・爬虫類

淡 水 魚 類

ト ン ボ 類

チ ョ ウ 類

セ ミ 類 ・

水 生 半 翅 類

ガ 類

甲 虫 類

陸 産 淡 水 産

貝 類

計

調査対象

種 数

124(271

164

343

205

311

74

122

377

1,240

2,960

報告

種数

106

150

318

205

271

73

112

365

1,079

2,679

未報告

種数

ig

14

25

i

40

i

10

12

161

282

延 べ

報告件数

27,168

29,259

S1,652

84,729

139,659

12,485

18,146

33,868

52,450

449,416

延べ報 告

2次 メッシュ数

12,261

12,416

20,570

37,071

57,712

6,554

10,734

19,221

27,070

203,611

延 べ 報告

3次 メッシュ数

22,367

23,281

37,944

54,510

101,865

10,378

12,993

26,276

44,142

333,759

報告

2次 メッシュ数

2,631

2,208

1,949

2,871

3,116

1,639

1,363

2,504

2,238

ao,s2i

報 告

3次 メッシュ数

10,682

10,510

7,223

10,864

18,463

5,036

2,829

8,207

9,714

83,531

調

査

員

数

1,220

278

250

292

550

216

161

244

zig

3,429

(全調査 累計)

対 象

分類群

哺 乳 類

両 生類 ・爬 虫類

淡 水 魚 類

ト ン ボ 類

チ ョ ウ 類

セ ミ 類 ・

水 生 半 翅 類

ガ 類

甲 虫 類

陸 産 淡 水 産

貝 類

計

調査対象

種 数

124(271

164

343

205

311

74

122

377

1,240

2,960

報告

種数

116

160

327

205

277

73

113

371

i.ia6

2,788

未報告

種数

8

4

16

i

34

i

9

6

94

173

延 べ

報告件数

256,295

41,155

111,712

107,579

307,092

18,631

39,774

50.982

144,509

1,077,729

延べ報告

2次 メッシュ数

33,746

16,426

38,073

44,431

98,795

8,929

21,251

26,762

53,805

342,220

延べ報告

3次 メッシュ数

242,966

31,179

77,907

66,840

213;464

14,448

26,735

35,550

107,878

816,970

報告

2次 メ"ユ数

4,226

2,731

2,975

3,086

3.526

2,269

1,660

2,929

3,205

26,609

報 告

3次 メッシュ数

iig,2io

14,083

15,592

13,340

31,539

7,164

3,885

]0,559

21,498

235,873

調

査

員

数

2,526

319

364

319

714

238

193

293

323

5,289
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注)

・調査対象種数

・報告種数

・未報告種数

・延べ報告件数

・延べ 報 告 メ ッシ ュ数

・報告 メ ッシ ュ数

・調査員数

各報告書の巻末資料に示 された調査対象種 ・亜種(コ ー

ド番 号が付 された もめ)の 数で ある。なお、哺乳類 につ

いては調査 コー ドを付 した271種 ・亜種で情報 を収集

したが、集計 ・公表に関 しては種単位(124種)で 行 うこ

ととした。

本調査の結果、分布 に関す る報告がされ た種 ・亜種 の数

である。

対象種中、分布 に関す る報告がな され なかった種 ・亜種

の数である。

各調査票に記載 された報告を、「種 一調査者 一メッシュ

コー ドー調査年月」とい う単位 で整理 して得 られた分

布情報の総数 である。

上記延べ報告件数の分布情報 か ら、同一種 、同一メ ッシ

ュにおける報告 を統合 し、 「種一メ ッシュコー ド」 とい

う単位 で整理 して得 られた数 である。

当該分類群 において、いずれかの種の報告が得 られた2

次/3次 メ ッシュの数である。

各分類群 ご とに、報告を よせ られ た調査員の数。
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3.両 生類 ・爬虫類 の調査実施 状況

(1)調 査対 象種

日本産(含 む移入種)の 既知 の両生類64種 ・亜種及び爬虫類100種 ・亜種全種 を調

査対象 とした(巻 末資料3対 象種一覧参 照)。

(2)調 査員

調査員の居住地(都道府県)別 人数は、表1-3の とおりである。

今 回の調査にお いて 、分科会検 討員よ り推薦された専門研究者の中から279名(前

回調査比約3.7倍)が 参加 ・協力した(表1-3右 列)。 過去2回 の調査もあわせると、

本調査に参加した調査員 の数は累計320名 である(表1-3左 列)。

表1-3調 査員居住地(都 道府県)別 人数

都道府県

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

調査協力者数

累計

2

6

15

5

1

6

1

6

3

51

1

18

19

11

1

11

1

8

5

10

前回

0

2

10

0

1

1

0

4

2

3

1

3

9

2

4

0

3

0

1

5

0

2

3

0

今回

24

6

8

5

1

6

1

6

3

4

3

6

13

18

9

4

5

1

11

8

8

4

8

7

都道府県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山 口県

徳島

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

合計

調査協力者数

累計

5

10

9

10

4

4

2

6

13

6

1

0

2

3

z

5

1

5

5

8

2

6

12

320

前回

0

3

4

1

0

0

0

1

2

1

1

0

0

0

0

1

0

3

1

0

0

1

1

76

今回

5

9

8

9

3

4

2

5

13

5

0

0

z

3

2

5

1

3

4

8

2

5

12

279
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(3)調査状況

①全国の調査 状況

両生類 ・爬虫類 に係る調査状況は表1-4の とおりである。

また、当該分類群のいずれかの種につ いて報告のあった2次 メッシュ をすべ て

表示 したものを図1-7に 示す。

表1-4両 生類 ・爬虫類調査状況総括表

調査対象種数

報告のあった種数

延べ報告件数*1

延べ報告2次 メッシュ数*2

延べ報告3次 メッシュ数*3

報告2次 メッシュ数*4

報 告3次 メッシュ数*5

調査員数

今回調査/全累計

164/164

150/160

29,259/41,155

12,416/16,426

23,281/31,179

2,208/2,731

10,510/14,083

278/319

*1「 ある調 査員」から 「ある調査対象種」について 「あるメッシュ」にお いて 「ある

調査年月 日」 に記録された報告を1件 としてカウン トされた数の総合計

*2*1の う ち、同一種 、同一メッシュ(2次 メ ッシュ)に おける情報を統合して得られた

延べ数(種 別分布 図に記されたプロット数の総合計)

*3*1の うち、同一種 、同一メッシュ(3次 メ ッシュ)に おける情報 を統合 して得 られた

延べ数

*4当 該分類群 のいずれかの種について報告 のあった2次 メッシ
ュ数(全 国=4,866メ ッ

シュ)

*5当 該分類群の いず れかの種について報告のあった3次 メッシュ数(全 国:386
,555メ

ツシュ)
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②分布 図デ ータ の年代別状況

全分布 図に表示されたデータ(2次 メッシュ単位)の 調査年代別の内訳は、表1-5

のとおりである。ただし、分布 図では、全報告デ ータのうち、同一種、同一2次 メ

ッシュの報告 については、最新のデ ータをもって代表 させているため、表1-4の

「延べ報告2次 メ ッシュ数」はこの表の合計より少なくなって いる。

表1-5分 布図データの年代別状況

データ収集時期

1900年 代

1930年 代

1940年 代

1950年 代

1960年 代

1970年 代

1980年 代

1990年 代

2000年 代

調 査年 代 無記 入

2次

メ ッシ ュ

数

2

4

11

36

121

818

1236

2245

10

63

比(%)

0.04

0.09

0.24

0.79

2.66

17.99

27.19

49.38

0.22

1.39

合計 45461100.00
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第2部 調査結果





1.分 布 図

第1部 で示したように、本報告で は過去 の調査データも用 いて分布図を作成 した。調
査対象種のうち、1件 で も報告があった種(亜 種)は 分布 図を作成している。分布 図の配

列は、分類順(巻末資料3「 調査対象種一覧」に示された調査対象種 ・亜種 の順)で ある。

前回調査 までに情報が得 られていなかった種のう ち、今回調査で分布図の作 成がで き

たのは以下の13種 である。

0040

1010

1020

1040

1050

1770

1510

アベサンショウウオ

アオウミガメ

タイマイ

ヒメウミガメ

オサガメ

ヤエヤマタカチホヘビ

サキシマアオヘビ

1592

1650

1670

1680

1700

1720

ダンジョヒバカリ

アオマダラウミヘビ

イイジマウミヘビ

クロガシラウミヘビ

ク ロボシウミヘビ

セグロウミヘビ

過去の調査を含めた本調査 を通じて報告が得 られず 、分布図を作成しなかったのは以

下の4種 である。

1300ア オス ジ トカ ゲ

1481シ ュウ ダ

1690マ ダ ラ ウミ ヘ ビ

1710ト ゲ ウ ミヘ ビ

分 布図の表示単位は2次 メッシュ(1/25,000地 形図1枚 の区画 に相当す る。およそ10㎞

×10㎞)と した。2次 メ ッシュ は□で表 し、平成4(1992)年 以前に生息確認した場合、平

成5(1993)年 より新しく生息確認した場合をそれぞれ区別して表示した。分布 図に記した

メッシュは、当該種 ・亜種が生息すると報告のあった2次 メッシュの位置を示すもので

あり、そのメッシュ全 体に分布することを意味しない。また、必ず しも分布地 の中心 を

示す ものではない。

そ れぞれの種 ・亜種 の分布 図には、種 ・亜種ごとに得られた情報量の評価とそ の種 に

関す る特記事項を付した。得 られた情報 量の評価は前回用いた 「分布パターン を表 して

いる 」、 「やや情報不足」、 「情報不足」の3段 階に加え 、対象種に関する知見が不足して

いるため評価ができないことを表す 「判 定不能」を新たに追加した。基準は下 記のとお

りで ある。

「分布 パターンを表して いる」

従来から知られている当該種の主たる分布の8割 程度の情報が収集されたもの。ま

たは分布の輪郭がおおむね把握されたと判断されるもの。
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「やや情報不足 」

従来 から知られて いる 当該種 の主たる分布をかなり表して いるが、分布 の輪郭 を表

す上で必要な地域からの情報が欠けているなど、完全 に表 したとはいい難いもの。今

後なお情報空 白地域の解 消に努める必要がある。

「情報不足」

従 来から知られて いる 当該種の主たる分布の1割 程度 しか情報が得られなかっ たも

の。ま たは模 式産地などの重要な分布地や周辺地域の情報がないものなど、当該種の

分布を示す上で極めて不十分な情報しか得られなかったもの。

「判定不能」

既存 の情報 が極めて少なく、情報の充足の程度が判断できないもの。

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布圏査)2001

0011① カス ミサ ンショウウオ ②

雛 肇鷺 難 ⑤③
分布パタ ーンを表 して いる ⑥

山。の情報が欠如.岐 阜で醗 見されているρ

分 布図凡例 解説

①:種 コー ド

②:和 名

③:学 名

④:情 報 の得 られた2次 メ ッシュ数

⑤:レ ッ ドデー タブ ッ クに にお け る ラン ク
/ 島

分 布 確 認 年 代 別

・匿翻 一1992(87)

■1993一(103)

⑧

0

⑥:情 報量の評価

⑦:特 記事項

⑧:平 成4(1992)年 以前 に生息確認 した

メ ッシュ数

⑨ 二平成5(1993)年 以 降に生息確認 した

メッシュ数
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9メ ツシュ

分布 パ ター ンを表 して いる

対智

壱岐 β

五島列γ

i

甑島列島

30ｰ 大隅鵜 も 葡 島

q屋 久島

吐喝嘲列島o

25ｰ

ダ鳩
努 漏 之島

～㌔轟弊
久米島

先 島 諸 込

与那鶴 鳶 結 塩 宮古島

西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

0

南大東島

分 布確 認 年 代 別

一1992(9)

■1993一(0)
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130● 135・ 140。 1`5。

`5・

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0030オ オ イ タ サ ン シ ョ ウ ウ オ

伽0わ ゴ召5dαη刀f

32メ ッシ ュRDBラ ンク:VU

やや情報 不足

四国の情報 が欠如 。

礼文 島

穐o

利尻亀

奥尻島d

択捉島

後島

艦 島

/Sｰ

鱒 ●

/0'

佐脇

!S'

7S'

30'

対噌

壱岐 贔

五島列島ノ

'～'

甑島列島

大 隅諸 島eO

∵
吐喝嘲列島・

ダ大
● ㌦

之島

努 秘 永良部

譜㌻ 盛縄島
久米島

ハ ロ

与那魏 籍 　

隠岐

⑳o

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
0南大東島

ご

.'。 二 自 島

八丈島

心

.島 島

3騒●

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

25●

火
伊硫黄島

列

分 布 確 認 年 代 別

匿麹 一1992(3)

■1993一(29)

晦5。 130・ 購5。 140。
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itsｰ 170' 13Sｰ 140'

45●

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0045ホ ク リク サ ン シ ョ ウ ウ オ

伽0わ ゴ召5亡∂左θ61af

24メ ッシュRDBラ ンク:EN

分 布パ ター ンを表 して いる

礼文島

穐o

利尻統

奥尻島 σ

択捉島

後島

な 二島

45●

lo・

/0ｰ

佐脇

35'

隠岐

⑳o

o大

ノ ニ占 島D

e

コ5●

対噌

壱岐 δ

五島列島ノ

八丈島

30●

.鳥 島

33'

'ノ

甑島列 島

腫 子島大隅諸島eO

久島

吐喝嘲列 島噛

ダ大

努 儲

§礁 薪 縄島
久米島

ハ 　

与那国糠 ボ 宮古島

奄

美

諸

島

大島諸島
0南
大東島

小

笠 、

原 、父島

群 、,母島

島

iS'

火
。,硫黄 島

列

分 布確 認 年 代 別

匿覇 一1992(2)
■1993一(22)

125' 13ゲ 175ｰ 瞬o・
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135● Mo。 日5'

45●

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0040ア ペ サ ン シ ョ ウ ウ オ

伽0わ ゴ召5aわθf

6メ ッシ ュRDBラ ンク:CR

分布パ ター ンを表 して いる

礼文島

町o

利尻亀

奥尻 島 σ

択捉島

後島

艦 島

/S'

/0ｰ

`o,

佐渡φ

35'

隠岐
0

0

ノ 。三由島

SS'

対噌

壱岐9

五島列島ノ

八丈島

30・

.鳥 島

31・

25ｰ

'/

甑 島列 島

大隅諸 島 り○

1∵

吐喝嘲 列島'

♂大
'㌦

之島

聯 永良部

譜 肇∵盛 縄島
久米島

与那国島撫 　

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

小

笠 、

原 、父島

群 、,母島

島

!Sｰ

火
.硫 黄島

列

分 布 確 認 年 代 別

圏 一1992(2)
■1993一.(4)

i:: 隠oo 135. 胴0●
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i70ｰ USｰ 日o● 隅5。

459

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0050ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ

伽0わf召5〃0カ θ刀8加5

244メ ッシュ

分 布パ ター ンを表 して いる

礼文島

穐Q

利尻亀

奥尻島 σ

択捉島

後島

な 裏島

ISｰ

40馴

'…ロb

lo●

佐脇
o

75'

隠岐
O

ご

ノ 。二占 島

15'

対昭

壱岐5

五島列島ノ

八丈島

30・

.鳥 島

30'

'!

甑 島列島

大隅諸 島 ℃○

～5。

..G

'0

吐 喝劇列島・

♂ 大
'㌦

之島

廃 聯 永良部

§幾 誤縄島
久米島

聾 総 宮古島
与那国島 '西 表 島

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

小

笠 、

原 ㌔父島

群 、母島

島

25●

火
,.硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

翻 一1992(115)

■1993一 一(129)

125' 130' 115' 140●
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its' noｰ 且35・ i/0' //S'

IS'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0060ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ オ

ノ加oわf召5刀 ∫87⊃θ50θη5

200メ ッシュ

分布 パ ター ンを表 して いる

礼文島

穐o

利鴎

奥尻 島 σ

択捉島

後島

な 鼠島

/S'

十〇'

,

0

9

40・

35'

iO'

対馬5

壱岐 δ

五島列島ノ

'!

甑 島列島

大隅諸島oO

●昌♪

吐 喝 鳴 列 島.

ダ大
'竪

之島

努 吟中永良部

詑?瀞 島
久米島

隠 岐

@o

辞 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

佐唱=

幽

ロ

蝿
"

鼻

魁

。大

ノ ニ 自島O

s

八丈島

勺

.鳥 島

15'

25'

薫驚
込・宮古島

30。

小

笠 、

原 、父島

群 、母 島

島

25。

火
.硫 黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

圏 一1992(73)■
1993一(127)

125● noｰ 19!ｰ Ho・

35



125・ 130・ 隠5. llo・ usｰ

/S'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0490バ ク バ サ ン シ ョ ウ ウ オ

伽0わfα5」 りfd8〃012亡aη召5

3メ ッシ ュRDBラ ンク:EN

分 布パ ター ンを表 して いる

礼文 島

no

利尻豊

奥尻島 σ

択捉島

後島

乃 色丹島9噛 舞諸島

15●

鱒 ・

40●

佐脇

75'

隠岐

⑳o

0

ノ 。二 出 島

77'

]B'

対噌

壱岐o

五島列島ノ

'ノ

甑島列島

大隅諸 島 oJam ,

C

O

吐喝痢 列島・

ダ大

㌦之島
ら中永良部

§礁 盛 縄島
久米島

お 　

与那国号撫 　

腫 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
e南大東島

八丈島

.鳥 島

30・

小

笠 、

原 、父島

群 、,母島

島

!S'

火
,硫 黄島

列

分 布 確 認 年 代 別

屡鶉 一1992(0)■
1993一(3)

125● 130' 135・ 1/pｰ
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125● 130● 踊o● 圓5・

/S'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0530ヤ マ サ ン シ ョ ウ ウ オ

1取η0わ加3亡 θ刀α13

8メ ッシュ

分布 パター ンを表 して いる

礼文 島

穐o

利尻昌.

奥尻島G

択捉島

後島

な1島

45●

41。

/pｰ

佐脇

fS'
,

隠岐

⑳o

ご

ノ 。二 島

35ｰ

対昭

壱岐5

五島列島ノ

八丈島

30・

.鳥 島

.3◎ ●

tS'

'ノ

甑島列島

大隅諸島 e

O

C

吐喝 嘲列 島'

♂大
'緊

之島

努 ら中永良部

§幾 飾 島
久米島

無 蒙詐　

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
げ南
大東島

小

笠 、

原 、父島

群 、母島

島

25●

火
伊硫黄島

列

島 曾

分 布 確 認 年 代 別

屋彌 一1992(4)
■1993一(4)

125り 脇o・ ifS' 1`o●
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140ｰ 145ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0070エ ゾ サ ン シ ョ ウ ウ オ

1加oわf召5rθ 亡ar由加5

86メ ッシ ュ

分 布パ ター ンを表 して いる

45ｰ

礼文島
勺
()團

利尻島
oｰ

咀

團

圏
瞬

翻
口 囲

魂}噛 」
咀 口

瞬謂L

唱
口 唱

團

1

口 鯉

騒

択捉島

国後島

ρ 色丹島
層直.

で ノ'

・ 歯 舞諸 島

a
口

團

隅 睡

D

分 布 確 認 年 代 別

一1992(37)

■1993一(49)

40ｰ

38



125' 130・ 17Sｰ 1`5の

婿 ●

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0081ブ チ サ ン シ ョ ウ ウ オ

伽 δわ1ロ3ηaθvfロ3

96メ ッシ ュ

や や情報不 足

山 口の情報 が不足 。岐 阜で も発見 されてい る(学

会発表済み)。

礼文島

穐Q

利尻亀

d奥尻島

択捉島

後島

な 盤島

45・

lo●

lo●

佐%

35●

隠 岐

0

顧

口i

～ 二鵠0

7Sｰ

30・

対呼

壱岐o

五鵬 ノ

'1

甑島列島

大隅諸島 e

∵
吐喝嘲列島●

㌦之島
'iら 吟中永良部

譜?藩 縄島
久米島

ゐ り

購 撫 　

e

腫 子島

久島

奄

美

諸

島

邑

大島諸島
げ

南大東島

,

八丈島

.鳥 島

30。

小

笠 、

原 」父島

群 、母島

島

25.

火
伊硫黄島

列

分 布確 認 年 代 別

團 一1992(43)

■1993一(53)

125・ 130● 125。 140。
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itS' 日o・ 145●

/S'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0082ヒ ダ サ ン シ ョ ウ ウ オ

伽0わf召3左 加αraθ

160メ ッシ ュ

分 布パ ター ンを表 して いる

奈良の情報 が欠如 。

礼文島

、o

利尻亀

奥尻島G

択捉島

後島

z諾

/S'

/0'

4●・

佐渡φ

35'

7Sｰ

7B'

25●

対昭

壱岐o

五島列島ノ

'ノ

甑島列島

大隅諸島eQ

.`"

吐喝剛列 島・

ダ大
魅 緊

之島

努 ら中永良部

"礁 多 縄島
久米島

無 撫 　

隠岐
0

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
げ南大東島

口19

評 ・
口

顧 窃

ご

ノ 。二自 島

八丈島

.鳥 島

39●

小

笠 、

原 、父島

群 、、母島

島

zs'

火
,硫 黄島

列

分 布確 認 年 代 別

一1992(62)

■1993一(98)

its' 130' 135' 140●
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130ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
40。 種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0090オ キ サ ン シ ョ ウ ウ オ

伽0」b1口30左fθ η5f5

5メ ッシュRDBラ ンク:VU

分布 パ ター ンを表 して いる

隠岐

135ｰ

佐渡

35ｰ

対智

壱岐 β

レ

ゴ

五島列ン

30ｰ

i

ノ甑島列島

大隅諸
も隔 島

◎'。 屋 久 島

吐喝嘲列島σ

奄

ダ 大島 美

分 布確 認 年 代 別

匿i璽 一1992(1)
■1993一(4)

41



12S' 130' 135ｰ 145●

/S'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0100ベ ッ コ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ

伽o伽55亡 θ」刀θ8θが

11メ ッシ ュRDBラ ンク:NT

や や情報不 足

鹿 児 島の情報 が欠如 。

礼文 島

穐o

利鴎

奥尻島 ロ

択捉島

後島

乃 色丹島
・'歯舞諸 島

/S'

40。

40・

佐脇

75'

隠岐

0

q大

ノ ニ 白島
D

a

35ｰ

対噌

壱岐o

五島列島ノ

'

八丈島

30●

.鳥 島

31・

r

甑島列島

大隅諸島 う○

∵
吐喝嘲列島'

♂ 大
● ㌦

之島
努 ら中永良部

譜㌔ 薪縄島
久米島

をジ

与那国糠 酵　

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
げ南大東島

小

笠 、

原 』父島

群 、.母島

島

25●

火
,硫 黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

匪墾 一1992(6)
■1993一(5)

125。 X30' 135● 目5●
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125・ 140・ 日5●

45●

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0110オ オ ダ イ ガ ハ ラ サ ン シ ョ ウ ウ オ

伽0わ 九～5加 召1θ刀8θrf

37メ ッシ ュRDBラ ンク:LP

分布パ タ ーンを表 して いる

礼文 島

穐o

利尻亀

奥尻 島 σ

択捉島

後島

な1島

45'

4ρ●

4,●

佐渡φ

7S'

隠岐

⑳o

ご

ノ 。二 島

35・

319

対留 ・

壱岐5

五島列島ノ

'/

甑島列 島

大隅諸 島 や○

=∵

吐喝嘲列 島・

♂大
'㌦

之島

秘 永良部

母礁 薪 縄島
久米島

バ リ

与那国書驚 　

糎 子島

久島

奄

美

諸

島

臼i墨

大島諸島
げ南大東島

八丈島

.鳥 島

30魯

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

!5'

火
ひ硫黄島

列

分 布確 認 年 代 別

匪塾 一1992(15)
/1993一(22)

125D 130・ t)S' 1覗9
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140ｰ 145ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0120キ タ サ ン シ ョ ウ ウ オ

3ala〃a刀drθ〃8左 θア5θrlfη8ゴf

3メ ッシュRDBラ ンク:NT

分 布パ ター ンを表 して いる

礼文島
勺(

)
45ｰ

利尻島

択捉島

国後 島

匹 色丹島.

謡
・'歯 舞 諸 島

c

分 布 確 認 年 代 別

國 一1992(0)
■1993一(3)

40ｰ
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i30ｰ 140・

459

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0130ハ コ ネ サ ン シ ョ ウ ウ オ

0の名o加d∂o孟ア1α3」∂poηノo召3

371メ ッシュ

分布 パ ターンを表 して いる

山 口の情報 が欠如。

礼文島

発o

利 尻島,

a奥尻島

1`5●

択捉 島

後島

艦 島

IS'

40●

ぱ ゆ
恥 層

..噛
t9

40・

75'

31●

対啄

壱岐 か

五島列島ノ

'努

毒 肇

§ 守 ●
久米島

隠岐
0

佐脇
,

Oo
.

,=β
、

箪 匿

●

'ノ

甑島列島

大隅諸島eO

.,4

.C

吐喝痢列 島'

》『大
'緊

之島
ら中永良部

でo

瀞 縄島

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
0南
大東島

0

ノ ・三 島

八丈島

.鳥 島

35'

まド

_鍮 　

弱 ・

小

笠 、

原 ㌔父島

群 、,母島

島

25・

火
α硫黄島

列

分 布 確 認 年 代 別

圏 一1992(「169)

■1993一(202)

125隣 uo。 η5● 胴 ◎・

45



135' 140● 1/$'

4～・

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0140オ オ サ ン シ ョ ウ ウ オ

加 ごかf85」8PO刀foθ3

108メ ッシュRDBラ ンク:NT

分布 パタ ー ンを表 して いる

長 野 ・静 岡 の記録 は人為分 布 と思わ れ る。

礼 文島

、o

利尻豊

奥尻島q

択捉島

後島

艦 島

S'

/@'

/!'

佐脇

35.

35'

30●

aｰ

与那国島 吃灘'西表 島

隠岐

2

鳩 謬

壱破 、品'…

{9
五島列島ノ"』"

、 口
.=

,

'/

甑島列島

夫縞諸島eQ

∵'
吐喝痢列 島刃

♂大

鴇之島
努 嘔 永良部

譜㌔ 薪縄島
久米島

も 宮古島

僻鴨
・拠 島≒

奄

美

諸

島

大島諸島
げ南大東島

o大

ノ 三出 島0

舷ボ

30,◎

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

～5ゼ;

火 菩
,硫 驚i

列

分 布確 認 年 代 別

一1992(44)

■1993。(64)

125● 昼35. 175' 同o。

46



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0150イ ボ イ モ リ

ル10亡0亡rf亡0刀a刀dθr50刀f

22メ ッシュRDBラ ンク=VU

分布 パ ター ンを表 して いる

対ヤ

壱岐 ゆ

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ
大隅諸 も!種 子島

q屋 久 島

吐喝嘲列島σ

25ｰ

嫉 島
昼

努

!轟 騨
久米島

与鍵 難 這儲宮古島
西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(14)

/1993一(8)

47



/S'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0161イ モ リ

のηρρ5解 油oga5亡 θr

650メ ッシ ュ

分布 パ ター ンを表 して いる

山 口の情報 が不足 。

40●

75'

30ｰ

aｰ

与那国量撫

対留

壱威

五島列島ノ

隠岐

D

願 【稻

§曝㌔ 爵 縄島
久米 島

。し 宮古 島

125・

証島列島 ぐ

大隅諸 島'

1∵

吐喝劇列 島色

b

噛 紮
之

ら中永良
e

こ詔 種子島

箋
魏 董

穆鵬
南大東島

130●

48

1鱒'

礼文島

穐o

利鴎

奥尻島 σ

ぎ

㊧
.・

忌,層,

Pφ

145●

ら

欝

総 島

佐渡6

/S'

,

`陣
,

顧

,

ロ1夢'

圃■ロ
.

`

O

v

9

,

鼻

顧:'

三 一 島
sp一

・勢

八丈島

.鳥 島

40・

75ｰ

30'

小

笠 ・.

原 、父島

群 、.母島

島

25.

火 硫黄島

列

分 布 確 認 年 代 別

匿墾 一1992(213)
■1993一(437)

135● 阿o●



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0162シ リケ ン イ モ リ

伽 ρρ5θ刀5ゴo∂曲

29メ ッシ ュRDBラ ンク:NT

分布パ ター ンを表 して いる

対留

壱岐 β

五島列ン

!

ノ甑島列島

30ｰ 大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久 島

吐 喝 嘲 列 島ρ

25ｰ

先 島 諸

与那国鳥 。幾 ガ

西表島

メ 大島

努 漏 之島

!轟 塑
久米島

込 宮古島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

石垣島

分 布 確 認 年 代 別

1992(9)

■1993一(20)

49



130' i33ｰ 顧o● 1/$ｰ

/S'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0171ニ ホ ン ヒ キ ガ エ ル

βα丑)」∂Pα2foロ3Jl8PO刀fOZ15

262メ ッシ ュ

分 布パ ター ンを表 して いる

礼文 島

、o

利尻亀

奥尻 島 σ

択捉島

後島

ん 色丹島サ歯舞諸島

'Sa

/0'

/0'

佐脇

35'

i5ｰ

対啄
函

隠岐

⑳o

顕

圃

ノ ニ 島
D

八丈島

壱岐o

五島列》
30・

.鳥 島

30●

'口

甑島列島

大隅諸島 ・聾

rsｰ

轄襯

.イ

`◎

吐喝嘲列 島'

ダ大

㌦之島
努 聯 永良部

譜㌔ 薪縄島
久米島

。し 宮古島

『種子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
0南大東島

小

笠 、

原 、父島

群 、,母島

島

iS'

火
,,硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿翼 一1992(98)
1993一(164)

1～5・ 13!ｰ 135◎ 140・

50



穏o● t]S' 1鱒 ●

/S'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0172ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル

β召foプapO刀foロ3fo21〃05召5

548メ ッシュ

分布パ タ ーンを表 して いる

北海道 は人為分 布。

礼文 島

塾o

利 尻亀.

0奥尻島

6,

択捉島

後島

艦 島

i5'

4ゲ

40●

3S'

,

'軸

300

..

鼻

佐ヤ

口

隠岐
O

顧

6,

騰

　
し

,

乎
o

習

対噌

壱岐 δ

五島列島ノ

毒 牽

§"君
久米島

o

'/

甑島列島

大献b僻
久 島=∵

吐喝梨列 島'
.・ 奄

ダ焔.叢謝

髄 島

美

諸

島

大島諸島
D

南大東島

四'

九 三 島

八丈島

南

.烏 島

35'

お り

_塘 　

塾o●

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

!S'

火
.硫 黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

匿墾 一1992(213)■
1993一(335)

125● 隠o・ 切5● 1曙o.
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0173ミ ヤ コ ヒ キ ガ エ ル

β召f・8瑠arfza刀5蜘a左 ・刀ゴ5

9メ ッシ ュ

分 布パ タ ー ンを表 して い る

鳩 ダ

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

r

甑島列島

大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久 島

吐 喝 劇 列 島ワ

25ｰ

先 島 諸 d

鑑 島
努 漏 之島

/・ 沖 永 良 部

餅 漏 鶴
久米島

奄

美

諸

島

大島諸島
ぼ
南大東島

与那鶴 遵 げ石垣島

西表島

宮古島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(1)

■1993一(8)

52



鼻25● uoｰ 135● i/Cｰ 145●

45●

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0180ナ ガ レ ヒ キ ガ エ ル

βπ艶 亡orrθ刀亡foO1∂

67メ ッシ ュ

分布 パ ター ンを表 して いる

富 山の情報 が欠如、岐阜 の情報が 不足 。

礼文 島

穐o

利尻亀

奥尻島 σ

択捉島

後島

猛 島

婿9

+o

40.

佐脇

35'

1S'

3重・

対呼

壱岐9

五島列島ノ

'!

甑 島列 島

大隅諸 島eO

25●

ら'

o"

吐喝嘲列 島・

♂大

鴇之島
努 秘 永良部

奪礁 多縄島
久米島

無 噺 囎

隠岐

'

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

口 .
.'二 自 島

0

八丈島

南

.鳥 島

70'

小

笠 、

原 、父島

群 、母島

島

250

火
ひ硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

團 一1992(38)

■1993一 ・(29)

125● 130● 1賢 ・ 140・

53



謄5● 時5。 日o。

450

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0190オ オ ヒ キ ガ エ ル

β乙1fo迎arf刀π5

9メ ツシュ

分 布 パ ター ンを表 して いる

礼文 島

穐o

利鴎

奥尻 島 后

択捉島

後島

猛 島

45'

40●

40・

佐脇

15ｰ

隠岐
0

大0

ノ 。三 占島

1Sｰ

対呼

壱岐o

五島列島ノ

八丈島

心

fO'

.鳥 島

3ε・

'/

甑島列島

大臨 島・こb僻

熊
'iら

譜㌔ 爵縄島
久米島

25。

島 葦 ら も 宮古島
垣

与那鶴
島

.亀
之島

聯 永良部
!ｰ

島

麟 島

壁 、

騨 亀
島

!S'

火
,硫 黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

匿鋼 一1992(3)
■1993一(6)

iaｰ uoｰ ISSｰ 日o。

54



tlC' 1350 uS'

45●

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0200ア マ ガ エ ル

乃ケ18.メapO刀foa

1036メ ッシュ

分布 パター ンを表 して いる

礼文 島

穐o

利尻亀

d奥尻 島
。

a

p`

ぜr.
D

D

鱒 。

佐鰯

0

轟

。 評σヤ

冒 至

9
嚇

6

1」 ♂ 。

ロ

㌔,覧
●

09

択捉島ノ

後島

乙芦
ヅ歯舞諸島

/S'

40・

1S'

1S'

30●

隠岐
D

鼻

夢 島

対稽

壱岐 費

五島列『ノ

口o

:。

'/

甑島列島

大融 諺 種子島

..C

'0

吐喝嘲列 島・

♂大

亀 之島

努 聯 永良部

!藩 縄島
久米島

ハ 　

与慧 撫 　

久島

奄

美

諸

島

ぜ.

大島諸島
c

南大東島

d

"

'0

.～ 三 占 島0

八丈島

.鳥 島

3P'

小

笠 、

原 、父島

群 、,母島

島

25・

火
ひ硫黄島

列

分 布確 認 年 代 別

匿藝蓼 一1992(296)
■1993一(740)

it:ｰ 巳3巳●
535・ 8`o●
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0210ハ ロ ウ ェ ル ア マ ガ エ ル

砂1∂ 加110〃 θ川 ゴ

26メ ッシ ュ

分布 パ ター ンを表 して いる

対ヤ

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

i

甑島列島

大隅諸 溜 種子島

q屋 久 島

吐喝 嘲列 島σ

25ｰ

'大 島

努 端 之島

!轟 塑
久米島

先 島 諸 込

与那国島 ポ 石塩 宮鵠

西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

0

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

0-1992(7)/
1993一(19)

56



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0220ヅ シ マ ア カ ガ エ ル

1～a12a亡5乙15:Zzf1ηθ刀5∫5

9メ ッシュ

分 布パ ターンを表 している

対㌘

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ
大隅諸 も!種 子島

q屋 久 島

吐 喝 劇 列 島σ

25ｰ

紙 島
努 潅 之島

!轟"
久米島

先 島 諸rL

与那鶴.ダ 石垣島 宮古島

西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布確 認 年 代 別

1三]一1992(9)

■1993一(0)

57



130◎

ISｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0231タ ゴ ガ エ ル

1～aη8亡a80f亡∂80f

587メ ッシュ

分布パ タ ー ンを表 して いる

埼 玉の情報 が不 足。

4β●

95'

30.

25●

購撫

対噌

五島列『ノ

ダ大

'iら

奪礁 多 縄島
久米 島

。』 宮古 島

125。

,

壱岐9

㍗

証島列島 ♂

大 隅 諸 島' ℃○

.。 久 島
ロ 　

吐喝鴫列 島・

噛 ㌦
之島

吟中永良部

隠岐

'

僻 子島

奄

美

諸

島

大島諸島
げ

南大東島

130'

'面

,

58

1鱒 ●

礼文 島

no

利尻亀

奥尻 島 ロ

佐脇

・'三 皿

・`騒

霊

重

o覧

'勧
Y
f-

鴨
'1■

9

亀

。 ・馨

口

'

o

炉

'

ご

ノ 。三 由 島

・馬

八丈島

145'

、

欝

な離島

.鳥 島

asｰ

十eｰ

35'

30'

小

笠 ・.

原 』父 島

群 、.母島

島

!S'

火
,,硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

慶覇 一1992(224)
■1993一(363)

t75' 1曜o・



130ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
40。 種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0232オ キ タ ゴ ガ エ ル

左8刀∂ 亡880fo左 ∫θ刀5f5

2メ ッシュ

分 布パ ター ンを表 して いる

35ｰ

隠岐

ぜ爵

対蟹

壱岐 β

五島列ン

甑島列島 ノ 、

大隅諸
3ぴ1℃

リ ロ くエ

吐喝嘲列島9

羅 子島

屋久島

奄

糊 島 美

59

頃

135ｰ

佐渡

分 布 確 認 年 代 別

一1992(2)

■1993一(0)



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0233ヤ ク シ マ タ ゴ ガ エ ル

伽8亡88・f∫a左 α5肋 θ刀3f5

3メ ッシュ

分布 パタ ー ンを表 して いる

対智

壱岐 β

五島列ン

i

甑島列島

30ｰ
大隅諸 ♂ 種子島

q屋 久 島

吐喝 嘲 列 島σ

25ｰ

紘 島
努 潅 之島

♂ ・沖 永 良 部

愈 臨 遇 縄島
久米島

轟ξ薦 ぎ鵬

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

西表島

分 布確 認 年 代 別

一1992(2)

■1993一(1)

60



130・ 13S' 140・ 樋5●

45●

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0520ナ ガ レ タ ゴ ガ エ ル

Ranasakuraii

47メ ッシュ

やや情報不足

奈良 ・三重の情報が欠如。

礼文島

、o

利尻墜

奥尻島G

択捉 島

後島

な 罵島

45・

40。

40●

佐脇

1S'

隠岐
0

巳o

口
o

ノ ニ 島
0

15'

30●

対噌

壱岐 β

五島列島ノ

'!

甑島列島

大隅諸島eQ

1∵

吐 喝嘲列 島・

♂大

㌦ 之島

廃 聯 永良部

§倉㌔ 多 縄島
久米島

をド

与那国鰹 撫 　

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
0南
大東島

八丈島

勺

.鳥 島

35。

小

笠 、

原 、父島

群 、母島

島

750

火
◎硫黄島

列

分 布 確 認 年 代 別

匿垂藝 一1992(13)
■1993一(34)

t25' 130● usｰ 図o●

61



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0240リ ュ ウ キ ュ ウ ア カ ガ エ ル

左aηaok∫刀館a刀a

21メ ッシュ

分 布パ タ ーンを表 して いる

対智

壱岐 β

五島列ン

i

甑島列島

30ｰ
大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久 島

吐喝 劇列 島σ

25ｰ

与那国島

教 島
努 げ 徳之島

愈ぐ轟 轡
久米島

先 島 諸 込.
。ポ 石塩 宮鵠

西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布確 認 年 代 別

一1992(4)

■1993一(17)

62



125・ t3S' llo● i/S'

/S'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0250ニ ホ ン ア カ ガ エ ル

左aη8japO刀fo8

438メ ッシ ュ

分布 パ ター ンを表 して いる

和歌 山 ・愛媛 の情 報が不足 。

礼文島

、o

利尻易.

奥尻島 σ

択捉島

後島

艦 島

45●

ioｰ

尋oo

1f'

30.

隠岐

●

0

ゆ

o

臓 ・

佐脇
虚 り.

9

D

,、

対馬8

壱岐o

五島列島ノ

'■ 亀

,

鼻
'!

甑 島列島

大臨 島て調 種子島

C

O

吐喝劇列島・

轟
竪之島

争 永良部

§幾 み
久米島

久島

奄

美

諸

島

函 唱

曝 働

"ご

ノ ・チ 島

八丈島

心

.鳥 島

35。

25・

無 灘結 宮古島

大島諸島

甫大東島

30・

小

笠 、

原 、父島

群 、母島

島

250

火
,硫 黄島

列島

分 布確 認 年 代 別

一1992(161)

■1993一(277)

125. 1300 ns' 冒oo

63



12Sｰ 130' X33' 140● tIS'

/S'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0260ヤ マ ア カ ガ エ ル

左a刀∂02η8亡f7θ刀亡rゴ5

672メ ッシユ

分 布パ ター ンを表 して いる

山 口の情報 が 欠如、鹿 児 島の情報 が不足 。

礼文 島

穐o

利尻 易.

奥尻島G

択捉島

後島

猛 島

/S'

400

口"

・=
口

o
O

鱒9

7S'

30●

対噌

壱岐o

五島列島ノ

'

甑島列島
!

大隅諸島

'鄭

奪幾 盛縄島
久米島

o

口

隠岐

'

て♂ 種子島

久島
サ る

吐喝嘲列 島・

ダ大
'竪

之島
　メ沖永良部

奄

美

諸

島

●

口

大島諸島
0南大東島

口

愚,口

■ ,

佐暢 講

巳9

'B

.'

,

.,

e

,

"

大
ごノ

。二由 島

八丈島

.鳥 島

75'

ハ 　

薫 撫 　

39・

小

笠 、

原 ㌔父島

群 、.母島

島

zI。

火
。.硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(235)

■1993一(437)層

題25● 13畢● 175' up'

64



140ｰ 145ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0270エ ゾ ア カ ガ エ ル

左a刀apか ノ・8

127メ ッシュ

分布 パ ター ンを表 して いる

45ｰ

礼文島

覧

利尻島
O

魁

騨
圏、

騒 ロ

騒'

囲'

♂
r:

翻

團

ロ
ロ

』r㌔ 騨
唱 唱

』L
lロ

0
口

口 團

択捉島

国後島

∴ 鵬gP

譲
歯舞諸島

國

D

分 布 確 認 年 代 別

匿垂 一1992(45)

■1993一(82)

40ｰ

65



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0500チ ョ ウセ ンヤ マ ア カ ガ エル

伽aの わ・緻 ゴf

4メ ッシュ

分布パターンを表 して いる

対智

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ
大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久 島

吐喝 嘲 列 島ρ

25ｰ

鷲 島
努 潅 之島

ダ ・沖 永 良 部

ザ ・轟 縄島
久米島

与鑓 難 癖 臨

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

西表島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(4)

■1993一(0)

66



130' 135' i40・ 1司5・

45・

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0290ト ノ サ マ ガ エ ル

1～a12aηゴ870盟aoπ1∂亡a

580メ ッシュ

分布 パター ンを表 して いる

山 口の情報 が欠如、 島根の情報 が不足。北 海道 は

人為分布。

礼 文島

、o

利尻亀

奥尻島 σ

」

択捉島

後島

な7

/S'

4,・

姐 ・

G

.tom

覧7

=

β,9
goo

佐脇
㌶

.。

1S'

33ｰ

対叩

壱岐 ρ

隠岐
0

口

謬湖

・1

戯 .

口

ご

ノ 。二由島

八丈島
南

五島列島ノ

'/

甑島列島

大隅諸島ｰo

.oq

吐喝噺列 島'

♂大

緊之島
聯 永良部

§幾 多縄島
久米島

辞 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
0南大東島

.鳥 島

1S'

ゐ 　

購 矯 糠

70'

小

笠 、

原 」父島

群 、,母島

島

!1。

火
伊硫黄島

列

分 布確 認 年 代 別

一1992(168)

1993一(412)

1i5' X70ｰ 135。 1/0'

67



125。 13聾 。 135ｰ

弓5・

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0301ダ ル マ ガ エ ル

丑a12apO.PO5∂ 加 θy加oda

71メ ッシュRDBラ ンク:VU

やや情 報不足

四国は 情報 が不足 。長 野 の伊那 谷に も記 録 あ るは

ず。

鱒 。

75'

30・

対解

五島列島ノ

♂大

'鄭

§礁 多 縄島
久米島

ゐ 　

購 襯 　

125・

壱岐o

証島列島 ♂

大隅諸島 ヤ○

久島∵

吐喝嘲列島・

㌦之島
秀中永良部

隠岐

。9、

口'圏'・"

日 頃

膵 子島

奄

美

諸

島

大島諸島
げ南大東島

塾諦 ・

140●

礼 文島

、o

利尻亀

奥尻島 σ

佐脇

巴

i33'

68

o大

2二 島
0

八丈ボ

踊5●

業

艦 島

.鳥 島

弓5.

鱒 ・

75'

30'

小

笠 ・
.

原 、父島

群 、母島

島

25・

火 ●
・硫綿

窒

分 布確 認 年 代 別

露覇 一1992(23)
■1993一(48)

Ho・



125' uoｰ llo' i45◎

/Sｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0302ト ウ キ ョ ウ ダ ル マ ガ エ ル

Ranaporosaporosa

155メ ッシュ

分布 パ ター ンを表 して いる

北海道 は人為分 布。

礼文島

塾o

利尻亀

奥尻島 ロ

9

択捉島

後島

艦 島

45。

41,

IB'

佐脇
.
皿

口o

,

の"9

忠

畠 SS'

35・

30●

25●

与那鵡

島鵠
垣

'西表 島

対留

壱岐9

五島列島ノ

'!

甑島列島

大隅諸島eO

1。"

吐 喝 割 列 島'

♂大
魯 ㌦

之島

努 ㍉ 永良部

§礁 盛縄島
久米島

。し 宮古島

隠岐
0

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
げ南大東島

ノ ニ自島
0

八丈島

.鳥 島

30・

小

笠 、

原L父 島

群 、.母島

島

25●

火
,.硫 黄 島

列

分 布 確 認 年 代 別

匿藝i-1992(74)

■1993一(81)

罐5・ 目o● 隠5● 1薙o・

69



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0510ヤ エ ヤ マ ハ ラ ブ チ ガ エ ル

伽ap381亡 θ5

8メ ッシュ

分布 パ ター ンを表 して いる

対解

壱岐 β

五島列γ

i

甑島列島

30ｰ

25ｰ

先 島 諸

与那国島 。卸 ㌔

西表島

大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久 島

吐 喝 嘲列 島σ

毅 島
あ 蒲 之島

ノ ・沖 永 良部

攣 叫 轟 亀島
久米島

。迅

宮古 島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

垣島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(1)

■1993一(7)

70



1～1. 130・ 隠5。 1/Q' 回5.

/S'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0320ヌ マ ガ エ ル

1～aηalf〃200加r/5

364メ ッシュ

やや情報不足

滋賀 ・山口 ・四国西部の情報が欠如、島根の情報

が不足。千葉 ・栃木に人為分布 しているという情

報もある。

礼文島

穐o

利尻亀

奥尻島G

択捉島

後島

艦 島

15'

40.

/0ｰ

佐脇

15'

●

隠岐

'

ノ ・三 島

7S'

30。

対噌

壱岐 δ

五島列島ノ

国

'!

甑島列島

大隅諸島eO

C

.G

吐喝嘲列 島'

努 轟論

評?審 縄島
久米島

ゐ り

与那勲 蜜 垣 宮古島

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島

畠大東島

八丈島

南

.鳥 島

30●

小

笠 、

原 、父島

群 、母島

島

25●

火
,.硫 黄 島

列

分 布 確 認 年 代 別

團 一1992(102)
1993一(262)

125・ IfQ' IBS' uC'

71



/Sｰ

its'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0330ウ シ ガ エ ル

左aηao∂亡θ3わθf8刀∂

473メ ッシ ュ

やや情 報不 足

滋 賀 ・島根 ・山 口 ・高知 ・宮 崎の情 報 が不足。

40●

35'

30・

25。

島菅
与那国島

対啄

壱岐,
,

五島列島詳

証島列島 ぐ

大 隅 諸 島 ℃○

.."釜 久 島
コ の

吐喝嘲列島・

ノ
冨 大

魯 鴇
之島

'努 吟中永良部

詑乳飾
久米 島

乙 。㌧ 宮古 島

石垣
.【職'西 表島

125・

隠岐

'

。 ・鼻

.詮

膵 子島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

130'

72

140●

礼文島

qo

利鴎

口,奥尻 島

b

佐脇
。

国

`『b'・

直 ■

ロ1

●

D

o

顧

。大

,二 占島
0

・"

八丈島

業

な 二島

.鳥 島

曙5・

40・

15'

3r

小

笠

原 遂 島

群 、.母島

島

25●

火
.硫 黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

睡墾 一1992(128)
■1993一(345)

135ｰ 日o・



175' uo' ..sｰ

/Sｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0340ヅ チ ガエ ル

左aηarこ18058

561メ ッシュ

分布 パ ター ンを表 して いる

山口の情報が欠如、福 島の情報 が不足。

礼文 島

no

利尻亀

奥尻島G.

,,

5

択捉島

後島

儒 島

/S'

10●

DO

c.

.t.

o

,
40●

隠岐

評
屡

ロ

.帥,ロ画

阻齢瞬6
1稲 ロ,

佐脇

,.'

o,覧

。 辱

.C

ロ

♪.・

■

』

'電

ノ 三 島
0

75'

15'

対呼

壱岐 伊

o

五膿 詳

八丈島

30・

.鳥 島

10●

'/

甑島列 島

大隅諸 島 ℃○

i5ｰ

.oq

吐喝剛列 島'

ダ大

緊 之島

努 聯 永良部

§礁 誤縄島
久米島

無 驚 　

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

南大東島

小

笠 、

原 、父島

群 、母島

島

25・

火
◎硫黄島

列

分 布 確 認 年 代 別

匿垂 一1992(179)

■1993一(382)

1P" uo● 115' 1覗 ・

73



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種 の多様性調査(動 物分布調査)2001

0540ア マ ミハ ナ サ キ ガ エ ル

丑aη8a〃a〃∫θ刀5ゴ5

8メ ッシ ュRDBラ ンク:VU

分 布パ タ ー ンを表 して いる

鳩 ダ

壱岐 β

五島列ン

r

甑島列島

30ｰ
大隅諸 も!種 子島

q屋 久 島

吐 喝 劇 列 島σ

25ｰ

紙 島
努 沸 恵之島

!轟 弊
久米島

先 島 諸 込

与那国葛 ダ 石塩 宮鵠

西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
a

O

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(0)

■1993一(8)

74



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0350ハ ナ サ キ ガ エ ル

丑a刀aηarf刀8

5メ ッシ ュRDBラ ンク:VU

分 布パ ター ンを表 して いる

対解

壱岐 β

五島列γ

!

甑島列島

30ｰ 大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久 島

吐 喝 嘲 列 島σ

25ｰ

ダ 大島

努 潅 之島

!轟 野
久米島

与鑓 薦 諭 古島
西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
a

O

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(3)

■ 「993一(2)
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0550オ オ ハ ナ サ キ ガ エ ル

28η∂3μρ畑刀8がη∂

6メ ッシ ュRDBラ ンクlNT

分布 パ ター ンを表 して いる

対智

壱岐 轟

五島列ン

r

ノ甑島列島

30ｰ

25ｰ

大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久 島

吐 喝 嘲列 島σ

羅 島
努 漏 之島

!轟 避
久米島

先 島 諸 磁

与那国島.却 ㌔ 垣島 宮鵠

西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

分 布確 認 年 代 別

一1992(2)

■1993一(4)

76



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0560コ ガ タ ハ ナ サ キ ガ エ ル

左ana磁5㎜o痂yaor㎜

4メ ッシ ュRDBラ ンク:EN

分 布パ タ ー ンを表 して いる

対馬〆

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ
大隅諸 溜 種子島

q屋 久島

吐喝嘲列島'

25ｰ

毅 島
努 沸 恵之島

!轟 野
久米島

先 島 諸 込

与那鶴 轟 イ石鵡 宮古島

西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布確 認 年 代 別

CD-1992(1}■
1993一(3)
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0360ナ ミ エ ガ エ ル

左aηa刀a四fyθf

5メ ッシュRDBラ ンク:VU

分布 パ ター ンを表 して いる

対馬ダ

壱岐 心

五島列ン

r

ノ甑島列島

30ｰ

25ｰ

大隅諸 溜 種子島

q屋 久 島

吐喝 嘲 列 島 σ

毅 島
5'秀

謹 謀騨
久米島

先 島 諸 込

与那鶴 晦 ㌔ 鵡 宮鵠
西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

CD-1992(3)

■1993一(2)

78



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0370イ シ カ ワ ガ エ ル

伽 刀∂ ゴ5ゐゴ舶%θ

14メ ッシ ュRDBラ ンクlEN

分布パ ター ンを表 して いる

対馬〆

壱岐 β

五島列ン

r

ノ甑島列島

30ｰ
大隅諸 溜 種子島

q屋 久 島

吐喝劇列島σ

25ｰ

先 島 諸

与那国島 奄 げ

西表島

.薮 島
5努

謹 嘉騨
久米島

。ム

宮 古 島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

0

南大東島

石垣島

分布 確 認 年 代 別

一1992(1)

■1993一(13)

79



35

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0380オ ッ トン ガ エ ル

β8わゴ刀83α わ8ερθr8

9メ ッシュRDBラ ンク:VU

分布 パ ター ンを表 して いる

対解

壱岐 β

五島列γ

i

甑島列島

30ｰ
大隅諸 も!種 子島

q屋 久 島

吐喝 劇 列 島σ

25ｰ

先 島 諸

与那国鳥.晦 げ

西表島

薮 島
努 沸 恵之島

!轟 弊
久米島

。ム

宮古 島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

石垣島

分 布 確 認 年代 別

一1992(0)

■1993一(9)

80



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0390ホ ル ス トガ エ ル

βaわカ28ゐ015亡f

6メ ッシュRDBラ ンク:VU

分布 パ ター ンを表 して いる

対蟹

壱岐 β

五島列ン

r

ノ甑島列島

30ｰ
大隅諸 も!種 子島

q屋 久 島

吐喝 劇 列 島σ

25ｰ

先 島 諸

与那国鳥.晦 ガ

西表島

ダ 大島

努 潅 之島

!轟 弊
久米島

。ム

宮 古 島

奄

美

諸

島

大島諸島
む　

南大東島

石垣島

分 布確 認 年 代 別

[三璽 一1992(3)

■1993一(3)

81



1?S' 140・ 1/S'

/Sｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0400シ ュ レ ー ゲ ル ア オ ガ エ ル

勘8αP加 刑530力1θ8θ1ff

601メ ッシ ュ

分布 パ ター ンを表 して いる

山口の情報 が不足 。

礼文 島

no

利尻亀

奥尻島G

択捉島

後島

艦 島

45●

鱒 ●

go

ロ

み
o

40.

35'

隠岐

調
ro

箇
ロ

1唱4

佐脇
亀
コ

『'

.。 曙

、

鼻 顧
・●

対呼

壱岐 曹

五島列『ノ

胆o● 口ロ
ロ.

':・
。

'o

.～ 二 由 島
O

a

啓'
八丈島

35●

30。

.鳥 島

3馨・

'!

甑島列島

大隅諸島 eO

,'9も

吐喝嘲列 島'

㌦ 之島
努 嘱 永良部

§礁 薪 縄島
久米島

ハ 　

_壕 　

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

:大島諸 島
げ

南大東 島

小

笠.

原 、父島

群 、,母島

島

aｰ

火
.,硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

薩翌 一1992(224)
■1993一(377)

125● 130・ 旦35● 腿o●
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/Sｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0410モ リ ア オ ガ エ ル

勧 ∂0ρ助orロ38rわorθ α5

482メ ッシュ

分布 パ ターンを表 して いる

礼 文島

、◎

利尻概

a奥尻島

択捉島

後島

な1島

45●

48●

9.

#O ,

宅
D

/0'

77'

30●

隠岐
0

佐暢 髄
巳

m

巳

急

,

対解

壱岐 ρ

五島列島ノ

'/

甑島列島

大隅諸島eO

～到 誤縄島
久米島

∵
吐喝囑列島・

♂大
'職

島
秘 永良部

'鴨

口9

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

圏

o

顧

」・

～ 二 島
0

八丈島

南

.鳥 島

75'

お り

与那詑 絆 宮古島

大島諸島
げ南大東島

30●

小

笠 、

原 ・、父 島

群 、.母島

島

25。

火
,.硫 黄 島

列

分 布 確 認 年 代 別

團 一1992(205)
■1993一(277)

巳25● 130● USｰ ll¢・
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0421オ キ ナ ワ ア オ ガ エ ル

伽 ・・蜘 刑5vfrゴdf3Ffr∫df3

16メ ッシ ユ

分 布 パ ター ンを表 して いる

対智

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

1

甑島列島

大隅鵜 も!種 子島

吐喝嘲列島σ

、 紘 島
5努

ヴ 徳 之 島

!・ 沖 永 良 部

督∵轟 嘉
久米島

25ｰ

轟ξ薦癖 鵬
西表島

q屋 久 島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(4)

■1993一(12)

84



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0422ア マ ミ ア オ ガ エ ル

伽 ・・吻r召57か ∫df3細a〃fθ η5f5

15メ ッシュ

分布 パ ター ンを表 して いる

対馬〆

壱岐 β

五島列ン

i

ノ甑島列島

30ｰ 大隅諸 も!種 子島

q屋 久島

吐喝嘲列島σ

25ｰ

先 島 諸

与那国島,心'ガ

西表島

紙 島
努 げ 徳之島

ノ ・沖 永 良 部

愈 臨 轟 縄島
久米島

。迅

宮 古 島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

石垣島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(2)

■1993一(13)

85



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種 の多様性調査(動 物分布調査)2001

0430ヤ エ ヤ マ ア オ ガ エ ル

勲 ∂00吻or召50猷5伽f

7メ ッシ ュ

分 布パ タ ー ンを表 して いる

対智

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ
大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久島

吐喝劇列 島σ

25ｰ

ド 大島

努 潅 之島

!轟 弊
久米島

先 島 諸 込

与那鴎.轍 ㌔ 塩 宮古島

西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

0

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

[韮]一1992(2)

■1993一 一(5)

86



13ゆ●

妬 ●

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0440カ ジ カ ガ エ ル

β鵬瑠 θrfaわ αθ瑠 θrf

494メ ッシュ

分布 パ ター ンを表 して いる

山口の情報が 不足。

40●

15'

30・

i5ｰ

与那国糠 蕪

隠 岐

0

■'Jf

一

、

口

対噌 ・

壱岐 め

五島列島ノ

、

証島列島 ♂ ロ

大 隅 諸 島' ℃○

。.亀 久 島
り り

吐喝嘲列 島●

♂ 大
'竪

之島
痴 永良部

!藩 縄島
久米 島

。L宮 古島

i2S'

僻 子島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

糞30・

87

uO'

礼文島

穐o

利尻亀

a奥尻 島

魑

葛巨

¥'・
o

業

な 二島

/S'

佐脇 ご

9

口

画

'

薗'o

.

β

.

40●

亀

o

口

9

ノ ニ 島0

心

八丈島

.鳥 島

1S'

30鴨

小

笠 ・.

原 ㌔父島

群 、母島

島

!S'

火
伊扇横 島

列

島

分布確認年代別

匿i鐘 一1992(131)

■1993一(363)

11S' 140・



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0450リ ュ ウ キ ュ ウ カ ジ カ ガ エ ル

β召θ28θrf∂japo刀 ゴoa

58メ ッシ ュ

分布 パ ター ンを表 して いる

対㍗

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ

25ｰ

先 島 諸 。』

大隅諸 溜 種子島

評 屋久島
吐喝劇列 島ρ

'大 島
脂弊

謹 毒騨
久米島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

与那鶴.却 ㌔鵡 鮎 島

西表島

分 布確 認 年 代 別

E]一1992(18)
■1993一(40)
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0460ア イ フ ィ ン ガ ー ガ エ ル

伽r伽1召5θ ノ伍1㎎ θrf

9メ ツシュ

分布パ ター ンを表 して いる

対解

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

!

ノ甑島列島

大隅諸 ♂ 種子島

込 屋久島

吐喝嘲列島ワ

25ｰ

毅 島
努 潅 之島

!轟 弊
久米島

先 島 諸 込

与那鶴 卸 ㌔垣島 鮎 島

西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
e

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(4)

/1993一(5)

89



35_

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0470シ ロ ア ゴ ガ エ ル

P・加 θd8亡θ51θπ・・螂 傭

21メ ッシュ

分布パターンを表 している

石垣島にお ける定着は未確認。

対馬ダ

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

r

甑島列島 ぐ

大隅鶴 溜 種子島

..

4

吐喝劇列島σ

,絵 島
5努 ヴ 徳之島

㌣轟 弊
久米島

25ｰ

与鍵 鷺 譜 鵠
西表島

屋久島

奄

美

諸

島

大島諸島
e

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(8)

■1993一(13)

90



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

0480ヒ メ ア マ ガ エ ル

班oro加180ma亡a

58メ ッシュ

分布 パ ターンを表 して いる

対馬〆

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ
大隅諸 も!種 子島

q屋 久島

吐喝嘲列島σ

25ｰ

努

!藩
久米島

轟 轟 藁 盛宮古島
西表島

'鵡
』

げ 徳 之 島

!・ 沖 永 良 部

中縄島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(25)

■1993・ 一(33)
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両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1010ア オ ウ ミガ メ

α1θ10四f8』 研da5

30メ ッシュRDBラ ンク:VU

やや情報不足

沖縄県以北の琉球列島や西表島の産卵場が押さえ

られていない。

礼文 島

、o

利尻亀

4奥尻島

択捉島

後島

総

uｰ

岨o●

鴨 ●

佐脇

35・

隠岐
0

ノ ・汗 島

35・

30'

対解

壱岐o

五島列島ノ

'!

甑島列島

大隅諸島eO

25●

亀'

◎ も

吐 喝嘲列 島曝

♂大

㌦之島
'iら ら中永良部

§礁 多縄島
久米島

無 驚 囎

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
0南大東島

八丈島

心

.鳥 島

35・

小

笠 、

原 ・父島

群 驚母島

島

!S'

火
p硫 黄島

列

島

分 布 確 認 年代 別

匿鋼 一1992(10)
■1993一(20)

125● IIO' 115ｰ 140●
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隠oo 135● 140●

/S'

両生類 ・爬 虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1020タ イ マ イ

互Pθ訪00ゐθ1ア5f〃加 ノ08オ8

14メ ッシュRDBラ ンク:EN

分 布パ タ ーンを表 して いる

礼文 島

、o

利尻既

a奥尻島

岡5●

畿

編 島

45.

鱒 ●

40●

SS'

38●

対啄

五島列島ノ

4『大

奪倉㌔ 評 縄島
久米島

唖b宮古島

壱鍍 ρ

証島列島 疏

大隅諸 島'隔○

.,a

吐喝劇列 島・

㌦之島
秘 永良部

隠岐
'評

僻 子島

島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

佐脇

0

ノ 。二 島

心

八丈島

.島 島

7Sｰ

aｰ

聾轟
与 那国島'西 表島

?0'

1!Sｰ 110'

9小

笠 、

原 、父島

群 、母 島

島

15.

火
「硫黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

團 一1992(9)

■1993一(5)

隅5. 岡oo

93



125・ 130● IBS' 重40● 1/S'

/Sｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1030ア カ ウ ミガ メ

08rθ 亡亡808rθ 亡亡8

79メ ッシュRDBラ ンク:VU

情報不足

静岡西部や宮崎、沖縄島や周辺離島、石垣 ・西表

島の産卵場が押 さえ られていない。

礼文島

、o

利尻亀

奥尻島G

択捉島

後島

瓜薫

鰯,

/B'

㊥ ●

佐脇

1S'

隠岐
0

SS'

10・

ISｰ

対馬
.8

壱岐o

五島列島ノ

'1

甑 島列 島

大憾 ♂ 蹴
●'

σも

吐喝劇列 島'

♂大

㌦ 之島
努 聯 永良部

奪礁 盛縄島
久米島

無 繋 燃

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
0南
大東島

ノξ 島

八丈島

心

.鳥 島

31・

小

笠 、

原 ㌔父島

群 、母島

島

25・

火
ひ硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

圏 一1992(32)
■1993一(47)

125. 目o・ 135・ 日o・
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i2Sｰ 140・

45。

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1040ヒ メ ウ ミ ガ メ

五θ1ρfdooカθ1/501ゴ7aoθ8

2メ ッシュ

判定不能

従来か ら産卵場 に関 す る情報 が な く、出現記録 も

少 ない ため判 断で きない。

礼文 島

、o

利尻亀

奥尻島 σ

択捉島

後島

な 繋島

ISｰ

40。

`o●

佐脇

35・

隠岐

@o

ノ ニ白島
O

35●

31'

tS'

対噌

壱岐o

瑚 島ノ

'!

甑 島列島

大隅諸 島 、

∵
吐喝嘲列島'

♂大

㌦ 之島
聯 永良部

評㌔み
久米島

与那国藩 　

ロ2子 島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
0南大東島

八丈島

心

.鳥 島

39・

小

笠 、

原L父 島

群 、.母島

島

2S'

火
ひ硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

圏 一1992(0)
■1993一(2)

iaｰ 均o●
Ifs' 140●
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i25● 隠o。 目06

45。

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1050オ サ ガ メ

〃θ㎜00カ θ1ア500rf80θa

17メ ッシュ

判 定不能

従来 か ら産卵場 に 関す る情報 がな く、 出現 記録 も

少ない ため判断 で きない。

礼文 島

no

利尻亀

奥尻島G

択捉島

後島

な1島

45.

鱒 ・

40・

佐脇

7S'

隠岐

'

3S'

対噌

壱岐o

五島列島ノ

'ノ

甑島列 島

大隅諸 島'

。 ◎ も

吐喝嘲列 島●

♂大

鴇之島
嚇 永良部

～管藩 縄島
久米島

も2種 子島
久島

ノ 二 白島
0

76'

ハ 　

与那国糠 響 宮古島

奄

美

諸

島

大島諸島
c

南大東島

八丈島

.鳥 島

71'

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

25●

火
,,硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿塁碧 一1992(13)

■1993一(4)

125。 uoｰ 135・ 図0●
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1060セ マ ル ハ コ ガ メ

oロor8f伽o%2g加 亡8θ獅θ1卿 θ

9メ ッシュRDBラ ンク:VU

分布 パ ターンを表 して いる

近年 、人為 的に運 ばれ た個体 が多数 、沖縄 島か ら

も発 見 されて い る。

対留

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

!

甑島列島

大隅諸 も!種 子島

1翁 屋 久 島

吐喝 劇 列 島σ

25。 鴨

与那国島

.紘 島
5

努 ヴ 徳之島

!轟 劉
久米島

先 島 諸rL

職 吃 這島 宮古島

西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

團 一1992(2)
/1993一(7)
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1070リ ュ ウキ ュ ウヤ マ ガ メ

θθ・θ蜘8」8卿f・ ∂

8メ ッシュRDBラ ンク:VU

やや情報不足

渡嘉敷島集団の情報が欠如。

対ヤ

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ
大隅諸 溜 種子島

q屋 久 島

吐嘲 刺列島σ

奄

25ｰ

薮 島
努 潅 之島

愈曝督轟:弊
久米島

先 島 諸.込

与那鶴.ポ 石塩 宮古島

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

西表島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(1)

■1993一(7)

98



鴨0・ 図oo
145●

`5。

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1080ク サ ガ メ

Chinemysreevesii

176メ ッシユ

やや情報不足

少な くとも滋賀には分布。四国西部 ・九州南部の

情報が欠如ξ沖縄島 ・奄美諸島の喜界島には移入

個体群がいる。北海道からははじめての記録。

礼文 島

、o

利尻亀

奥尻島G

a,

●

択捉島

後島

艦 島

`5・

40・

●

,

司o。

佐脇

35・

15'

30●

対噌

壱岐o

五島列島ノ

'1

甑島列島

大隅諸島eQ

∵
吐喝劇列島・

♂大

㌦之島
廃 聯 永良部

メ 藩 縄島
久米島

ゐ 　

無 撫 　

隠岐
0

僻 子島

島

奄

美

諸

島

瑠o

大島諸島
O

南大東島

ノ ・三 島

八丈島

心

.鳥 島

3●・

小

笠 、

原 、父島

群 、母島

島

iS'

火
ぴ確黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

團 一1992(46)

■1993一(130)

1256 uoｰ 1篇 ・ 1鱒 ●
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125● 130● 1覗 ・ 115'

/S'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)

1090ア カ ミ ミ ガ メ

乃∂oゐθ町350rf、 ρ亡8θ1θ8aη5

2001

110メ ッシュ

やや情報不足

南大東島 ・八重山諸島 ・本州西部などの産地が抜

けている。少な くとも滋賀 ・京都 ・奈良には分布

0

礼文 島

no

利鴎

奥尻島 σ

ら

択捉 島

後島

なr

婿 ●

40・

lo●

佐脇

15'

IS'

隠岐
0 巳

対昭

壱岐 ゆ

五島列島ノ

'!

甑島列島

大隅諸島eO

・'

◎o

吐 喝嘲列島'

騨 子島

久島

.回

30●

夢『大
● ㌦

之島

努 嚇 永良部

曹礁 み
久米島

奄

美

諸

島

大島諸島

南大東島

ごノ

・テ 島

八丈島

勺

.鳥 島

30●

小

笠 、

原 』父島

群 、母島

島

ハ 　

_書黛 囎

25●

火
。硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿翻 一1992(22)

日1993一(88)

irsｰ i30ｰ 135' 1/0'
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125ら 130・ 鵬5・

45●

140・

両生類 ・爬 虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1100イ シ ガ メ

吻 ロrθ1475」8PO刀108

207メ ッシュ

やや情 報不足

山 口の情報が欠如 、鳥取

の情報 が不足 。

・四国西部 ・九州南東部

礼 文島

、o

利尻亀

4奥尻島

145。

譜

な鮮

婿 σ

4r

uｰ

1Sｰ

36●

対馬5

壱岐9

五島列島ノ

'
口

隠 岐

Oar'

口
四

i

甑島列島

大職'儲 騰

久島
.oも

吐喝嘲列島画 奄

美

》『大 諸

㌦之島 島
努 嘔永良部

∴ 藩縄島 鷺.
久米 島

。し 宮古島

佐渡φ

曝D

,
.

r

ごノ

。二 島

勺

八丈島

.鳥 島

1S'

fSｰ

与慧 騰

31●

175● 隠o。

小

笠 ＼

原 、父島

群 、母島

島

aｰ

火'
ひ硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿董1-1992(55)■
1993一(152)

隠5◎
.

隅o・

101



130' 135。 140● i/Sｰ

45●

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1111'シ ロ イ シ ガ メ

〃aαrθ即31〃 〃亡∫oa1ηロ亡ゴoa

3メ ッシュ

分布パターンを表 している

近畿地方に見 られる集団は、戦前の台湾か らの移

入個体に由来する可能性大。

礼文 島

穐o

利鴎

奥尻島G

択捉島

後島

な7

45。

(9●

弱 ●

佐脇

7S'

隠岐
0

ご
ノ ・三 島

35●

35・

対留

壱岐 δ

五島列島ノ

'!

甑 島列 島

僻 子島大隅諸島 ℃○

久島

吐喝嘲列 島`

ダ大

竪 之島
努 秘 永良部

母礁 多縄島
久米島

わ 　

蕊 驚 囎

奄

美

諸

島

大島諸島
0南大東島

八丈島

痛

.鳥 島

鱒 ●

小

笠 、

原 ㌔父島

群 、母島

島

25。

火
.硫 黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

圏 一1992(2)
■1993一(1)

蚤25・ noｰ 13S' 1鱒 ●
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1112ミ ナ ミイ シ ガ メ

伽rθ 瑠3刀 ・亡ゴoa左釦∫

12メ ッシュ

分布パターンを表 して いる

石垣 ・西表島以外の集団は移入個体に由来。 トカ

ラ列島の悪石島にも分布する。

対智

壱岐 β

五島列ン

r

甑島列島

30ｰ
大隅諸

℃!種 子島
'圃 屋久島

吐喝劇列島σ

奄

25ｰ

.鷲 島
5努 ヴ 徳之島

愈飼轟:弊
久米島

先 島 諸.遺

与那国聾 職㌔ 鵡 宮古島

西表島

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

國 一1992(3)
■1993一(9)
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125● 130・ 135● lq・ ll5.

曜5●

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1120ス ッポ ン

乃fo刀」贋5f刀 θ刀5f3

78メ ッシ ュRDBラ ンク:DD

情報 不足

琉球 列 島のものは移 入 に 由来 。九州 東部 ・四 国西

部 ・本州西部 ・本州 中部 の情報 が不足 。少な くと

も三 重 には分布 。

礼文 島

、o

利尻亀

奥尻島 σ

択捉島

後島

な 学

/S'

網 ●

0

`o。

佐脇

35。

95●

30●

対噌

壱岐 δ 膨

五島列島ノ

'/

甑島列 島

二
大隅諸島

'

,'

0腎

吐喝嘲列 島・

♂ 大

鴇之島
廃 ら中永良部

§幾 評縄島
久米島

ハ 　

轄 黛 糠

隠岐

'

ρ

て♂ 種子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
員 ●

南大東島

騙

●

●

,

ノ『 島

八丈島

.島 島

39。

小

笠 、

原 、父島

群 、母島

島

!5'

火
。硫黄島

列

分 布 確 認 年 代 別

屋鋼 一1992(22)

■'1993一(56)

125・ 隠o. 且35● Ho.
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1130オ ン ナ ダ ケ ヤ モ リ

θθゐ"8〃 α亡f18亡a

22メ ッシ ュ

分布パ タ ーンを表 して いる

対解

壱岐 β

五島列㍗

!

ノ甑島列島

30ｰ 大隅諸 も!種 子島

q屋 久 島

吐喝嘲列島σ

25ｰ

建撫
努 潅 之島

!轟 弊
久米島

与晶 ξ.奪 謹 宮古島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

　

西表島

分 布 確 認 年 代 別

匡ヨ ー1992(17)
/1993一(5)

105



目o● 140・

iS'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1140ヤ モ リ

θθ盈lo頭 ρ0血fo召5

,201メ ッシ ュ

やや情報 不足

少 な くとも滋賀 に は分布 。

礼 文島

、o

利尻亀

奥尻島G

1曜5.

欝

艦 島

/S'

40・

iO'

佐脇

口 SS'
,

95'

3聾●

対噸

壱岐oロ

五島列島ノ

♂大

§礁 飾
久米島

ハ リ

_蹄 　

隠岐

調.

.o

隅

S.

喝 ・

'!

甑島列 島

大隅諸 島'、○

。 久島
コ 　

吐 喝嘲列 島●

緊之島
秘 永良部

糎 子島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

覇
o

,二 島D

勺

八丈島

.鳥 島

30●

125' 13r

小

笠 、

原 ㌧父島

群 、母島

島

i5'

火
.硫黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

匿翻 一1992(65)
■1993一(136)

135。 1弓5●
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its' 盲35● 1璽0. 1曜5・

/S'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1150ミ ナ ミヤ モ リ

θθ左左0加 左0ロθ123f5

60メ ッシュ

やや情報不足

八丈島(移 入)・ 大隅諸島 ・九州南部の情報が欠

如。神奈川 ・静岡では定着は していない。

礼文 島

no

利尻亀

奥尻島 σ

択捉島

後島

獄

45・

40●

400

佐脇

75'

隠岐

0

ノξ 島

35●

対昭

壱岐 δ

五島列島ノ

八丈島

南

30●

.鳥 島

,,・

'!

甑島列島

大隅諸島eO

!Sｰ

与那虚 製臨'西表島

1∵

吐喝痢列摩

δ口

♂大

㌔ 之島

努 『中永良部

詑乳 夢縄島
久米島

■』宮古島

撫 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
0南大東島

小

笠 、

原 」父島

群 、母 島

島

25●

火
「硫黄島

列

分 布 確 認 年 代 別

團 一1992(30)
■1993一(30)

Its' 110ｰ ISSｰ 1㈹ ●
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iaｰ 日o●

/5'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1160タ ワ ヤ モ リ

θθ蝕0亡a紹 θ刀5f5

53メ ッシュ

分 布 パ ター ンを表 して いる

礼文 島

「o

利尻農

口奥尻島

H5騨

畿

艦 島

/S'

40●

鴫9。

佐脇

35・

隠岐

'

15ｰ

30,

25ｰ

与那国騰 撫

対呼

五島列島ノ

壱 岐 ⑤

証島列島 ♂

大隅諸 島'も○

久島∵

吐喝嘲列 島・

♂大

編之島
廃 聯 永良部

～㌻ 誤縄島
久米島

ら 宮古島

僻 子島

奄

美

諸

島

大島諸島
0南大東島

、o

謹

3一 島
ρ 。7

心

八丈島

.島 島

IB'

RS' 重30・

小

笠 ・.

原 、父島

群 、母島

島

i5'

火
ひ硫黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

匿翻 一1992(27)
■1993一(26)

聾35● 540●
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1170ヤ ク ヤ モ リ

θθ蝕oノ 珈 θ刀5f5

8メ ッシュ

分布 パ タ。ンを表 して いる

対蟹

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

r

ノ甑島列島

大隅諸 ♂ 種子島

"屋 久島

吐喝嘲列島σ

25ｰ

先 島 諸

与那国島.

西表 島

.毅 島
5努

!轟:騨
久米島

。ム

晦吃 垣島 宮鵠

奄

美

諸

島

大島諸島
e

O

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

薗 一1992(2)
■1993。(6)
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種 の多様性調査(動 物分布調査)2001

1810タ カ ラ ヤ モ リ

Gekkosp.1

1メ ッ・シ ュ

分 布パ ター ンを表 して いる

対馬ダ

壱岐 β

五島列ン

1

甑島列島

30ｰ

25ｰ

大隅諸 も!種 子島

吐喝嘲列島σ
rI陶

魅 屋 久 島

毅 島
努 潅 之島

!轟 弊
久米島

先 島 諸 込
.

.ゆ〆 石鵡 宮古島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

与那国島

西表島

分 布 確 認 年 代 別

D-1992(1)■1993
一・(0)
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125● i10' 口5・ 日o臨

uｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1820ニ シヤ モ リ

Gekkosp.2

5メ ッシュ

情報不足

鹿児 島 ・長崎の情報が不足。

礼文 島

、o

利尻 易,

奥尻島 σ

択捉島

後島

孤鋤

15.

剣o●

鱒 ・

佐脇

75ｰ

隠岐
0

75'

30・

対噌

壱岐5

五島列 ≠

'

甑島列

二
e

!S'

1∵

吐喝嘲列 島・

'♂

大

亀之島

廃 秘 永良部

メ 藩 縄島
久米島

覧 撫 も宮古島
与那国 島 ●西表 島

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

ノ暗 島

八丈島

.鳥 島

10・

小

笠 、

原 、父島

群 、母島

島

25・

火
.硫 黄島

列

分布 確 認 年 代 別

團 一1992(0)
■1993一(5)

12当・ 13昌・ u5。 暫超o
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125。 当30。 隅5● 140・ 145●

/S'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1180オ ガ サ ワ ラ ヤ モ リ

1}θρノdbdao亡ソ1召51乙劇 わ1ゴ5

14メ ッシ ュ

や や情 報不 足

大東諸 島の分布 情報 が欠如 。

礼文 島

、o

利尻亀

奥尻島 σ

択捉島

後島

乃 色丹島
・噛 舞諸島

娼5・

尋o・

40●

佐渡φ

f5'

隠岐
0

ノ ニ占島0

]S'

対馬β

壱岐 ひ

五島列島ノ

八丈島

3磨・

.鳥 島

鎚 ・

'1

甑 島列 島

大隅諸 島 ℃C

.,u

.u

吐喝鳴列 島・

ダ大

鴇之島
聯 永良部

譜 誠.
§"

久米島

aｰ

島 妻 藩 古島
垣

与那国島 島

膵 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
e南大東島

釜 、

騨 鑑
島

25●

火
.硫 黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿墾 一1992(7)
■1993一(7)

125。 i10' 量35● 1{o●
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125・ 日o● US'

婿 ・

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1190ホ オ グ ロ ヤ モ リ

龍面dao銑 ソ1召5fpθ刀a加3

57メ ッシュ

分布パ ター ンを表 して いる

奄 美大 島か らの確 実 な記録 はは じめて。

礼文 島

vo

利尻粍

奥尻島 σ

択捉島

後島

な鮮

/S'

40●

40。

佐脇
の

書5・

7S'

3`9

25。

対解

壱岐 β

五島列島ノ

'!

甑島列島

大隅諸島 塾○

9'

o亀

吐喝劇列 島・

ダ大

魁之島
働 恥 永良部

メ 嘉 縄島
久米島

梛欝 饗 宮古島

隠岐
0

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大騨 島

鵡大東島

0

ノ ・三 島

八丈島

南

.鳥 島

跡.

小

笠 、

原.父 島

群 矯母島

島

25●

火
9硫 黄島

列島

分 布 確 認 年 代 別

塵ヨ ー1992(29)

■1993一(28)

12Sｰ 130● 135● 110・
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35_

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1200タ シ ロヤ モ リ

伽 油o亡 抑5伽r館 ゴゴ

5メ ッシュ

分布パターンを表 している

奄美諸 島より西ではホオグロヤモリが置 き換わっ

た と思われる。

対智

壱岐 β

五島列ン

!

ノ甑島列島

30ｰ
大隅諸 も!種 子島

1園 屋久島
吐喝劇列島σ

奄

25ｰ

.誇 島
5努 ヴ 徳之島

愈飼轟1轡
久米島

先 島 諸 、 亀

与那国島.》 寵 島 宮古島

西表島

美

.諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

圏 一1992(3)■
1993一(2)

114



0 島

両生類g爬 虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1210.ミ ナ ミ ト リ シ マ ヤ モ リ

Pθrooゐf摺3a亡 θ1θ5

1メ ツシュ

分布 パ ター ンを表 して いる

・鳥 島 3Qｰ

火

小

笠

原

群

島

磐父 島

翫母 島

・・硫 黄 島

列

島 塵

25ｰ

分 布 確 認 年 代 別

國 一1992(1)

■1993一(0)
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1830キ ノ ボ リヤ モ リ

頚θ画 吻 〃・d8・亡γ加5亡 卿5亡 卿5

3メ ッシュ

やや情報不足

石垣 島の情報が欠如。

対智

壱岐 β

五島列ン

1

甑島列島

30ｰ
大隅諸 も!種 子島

q屋 久 島

吐 喝 嘲 列 島ρ

25ｰ

先 島 諸

与那国島.繊 げ

西表島

敏 島
努 蒲 之島

肇 ダ.沖 永良部

愈 叫 轟 亀島
久米島

。』

宮古 島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

石垣島

分 布確 認 年 代 別

[三1-1992(0)
■1993一(3)
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1221ク ロ イ ワ トカ ゲ モ ドキ

Gonlurosauruskurolwaekuroiwae

17メ ッシュRDBラ ンク:VU

分布 パ ター ンを表 して いる

対解

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ
大隅諸 溜 種子島

q屋 久 島

吐 喝 嘲 列 島σ

、 奄

25ｰ

努

!嘉
久米島

轟 跨 ガ隷 宮古島
西表島

ダ 大島
5

ヴ 徳之島

!・ 沖永良部

中縄島

美

諸

島

大島諸島
0

0

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(9)

■1993一(8)
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35

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1222マ ダ ラ トカ ゲ モ ドキ

θ0刀加05a召r召5加ro舶 θorfθ 伽1f5

2メ ッシュRDBラ ンク=EN

や や情 報不足

渡名喜 島の分 布情報 が欠如 。

対蟹

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

!

甑島列島

大隅諸 も!種 子島

吐喝劇列島9

轟 島
努 潅 之島

肇 い 沖永良部

㌔ 孫 縄島
久米島

25ｰ

与鑓 薦 露 鵯
西表島

q屋 久 島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(1)

■1993一(1)

118



35ｰ

両生類 免爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1223オ ビ トカ ゲ モ ドキ

θ。加r・5a脚3左 αr・加aθ5P1θ ηdθ刀5

3メ ッシュRDBラ ンク=EN

分布 パター ンを表 して いる

対解

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ 大隅諸 も!極 子島

q屋 久 島

吐喝 嘲 列 島σ

25ｰ

毅 島
愚'秀

ヴ 徳 之 島

♂ ・沖 永 良部

愈 臨 孫 縄島
久米島

与藩 難 轟蜜宮古島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

0

南大東島

西表島

分 布確 認 年 代 別

0-1992(1}
■1993一(2)
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1224イ ヘ ヤ トカ ゲ モ ドキ

θ・伽r・38π 溜5左 αr・f肥θ オ・脚 ∂f

1メ ッシュRDBラ ンク:CR

分布 パ ター ンを表 して いる

対㍗

壱岐 β

五島列ン

r

甑島列島

30ｰ
大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久 島

吐 喝 劇 列 島σ

25ｰ

績 島
努 潅 之島

竪 ・沖 永 良 部

攣 臨 遜 縄島
久米島

惹 鷺薬L隔 島

奄

美

諸

島

大島諸島
e

O

南大東島

西表島

分 布確 認 年 代 別

一1992(1)

■1993一(0)
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35ｰ

両生類r爬 虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1225ヤ マ シ ナ トカ ゲ モ ドキ

θ0LηfzlrOsaα1ツ5左α1踵0ゴ獄aθ1アa〃a5ゐf刀aθ

2メ ッシュRDBラ ンク:EN

分布パ ター ンを表 して いる

対智

壱岐 β

五島列ン

-

甑島列島

30ｰ
大隅諸 糧

)!種 子島

q屋 久 島

吐 喝 劇 列 島σ

、 奄

25ｰ

与那国島

先 島 諸

西表島

。ム

敏 島
努 漏 之島

譜讐轟 弊
久米島

ダ 石垣島 宮古島

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

分 布確 認 年 代 別

一1992(0)

■1993一(2)
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35

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1231キ ノ ボ リ トカ ゲ

加81αraρ ・1落・嘘8P・1㎎ ・刀8亡8

41メ ッシュRDBラ ンク:VU

分布パ ター ンを表 して いる

対馬ダ

壱岐 昼

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ
大隅諸 も!種 子島

q屋 久島

吐喝嘲列島9

25ｰ

曇 島
努 げ 徳之島

ノ ・沖 永 良部

鶴鳶 轟 島

与鍵 薦 癖 鵬

奄

美

諸

島

大島諸島
0

0

南大東島

西表島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(14)

■1993一(27)
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1232サ キ シ マ キ ノ ボ リ トカ ゲ

Japa1αpapo1㎎o刀a亡af5ぬf8a左fθ η5ゴ5

16メ ッシ ュ

分布 パ ター ンを表 して いる

対智

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ
大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久 島

吐嘲 刺列島σ

25ｰ

縫 島
5努

〆.凝 養暴
久米島

先 島 諸

与那晶 幽慮論 島 宮古島

西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(3)

■1993一(13)

123



130' i7S' 日o, 日5●

i5'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1240ミ ド リア ノ ー ル

血0"50arolf刀 θ刀5f5

4メ ッシュ

やや情報不足

沖縄南部にも移入集団が定着 している。
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種の多様性調査(動 物分布調査)2001
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両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001
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種の多様性調査(動 物分布調査)2001
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両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001
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種の多様性調査(動 物分布調査)2001
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両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001
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両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001
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種の多様性調査(動 物分布調査)2001
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両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001
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種の多樺性調査(動 物分布調査)2001
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両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001
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両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001
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メ 審 縄島
久米 島●

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島

南大東島

八丈島

心

.鳥 島

35・

!S'

与那畦 讐 暮垣
8酋表 島

。し 宮 古島

小

笠 、

原 嚇父島

群 、母島

島

25●

火
P硫 黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

圏 一1992(11)
■1993一(12)

1!5. 箪3◎。 霜35● 1覗 。
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1420イ ワ サ キ セ ダ カ ヘ ビ

Parθ83ゴ 蹴a58左ff

6メ ッシュRDBラ ンク:NT

分 布 パ ター ンを表 して いる

対解

壱岐 β

五島列ン

r

甑島列島

30ｰ

25ｰ

先 島 諸

与那国鳥.織 ぜ

西表島

大隅諸 も!種 子島

q屋 久島

吐喝劇列島σ

.紘 島

努 げ複 島

!轟 避
久米島

。ム

宮 古 島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

南大東島

石垣島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(3)

■1993一(3)

144



130。 日5● 140・ u5'

eS'

両生類 ・爬 虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1430タ カ チ ホ ヘ ビ

∠10ゐ81f12z15邸)flla1ゴ5

153メ ッシュ

やや情 報不足

九州 南部 ・中国地 方東 部 ・近畿 地方 の情報が不足

。 少な くとも大 阪、長野東 部 には分布 。

礼文島

穐o

利尻亀

奥尻島G

択捉島

後島

な譜

45・

/0ｰ

`o●

佐脇

35・

隠岐

3
縄

恩

D'o

ノ ニ由島0

uｰ

30・

aｰ

対叩

壱岐o

五島列島ノ

'!

甑島列 島 一

大臨鰯 種子島

久島

吐喝噺列島

/

離
聯 永良部

§ぐ 瀞 島
久米島

無 撫 糠

奄

美

諸

島

嶺 ・ 頃

'

巳 口

大島諸島
ず南
大東島

'1=喚

八丈島

心

.鳥 島

33・

小

笠 、

.原 、父島

群 、母島

島

25.

火
ひ硫黄島

列

分 布 確 認 年 代 別

國 一1992(65)
■1993一(88)

125。 隅o・ 135. 140響

145



35

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1440ナ マ ミタカチホヘ ビ

孟oカa1伽5躍 θ2刀θrf

12メ ッシ ュRDBラ ンク:NT

分布 パ タ ーンを表 して いる

渡嘉敷 島か らも記録 が あ る。

対ヤ

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

25ｰ

与那国島

r

甑島列島

吐喝嘲列島ρ

ヴ 徳之島
・沖永良部

大隅諸 も!種 子島

努

肇 ♂

叫 轟 縄島
久米島

先島薦 癖 鵬

西表島

紙 島

屋久島

奄

美

諸

島

大島諸島
e

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

[ヨ ー1992(8)
■1993一(4)
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1770ヤ エ ヤ マ タ カ チ ホ ヘ ビ

濯・加1加5f・ ㎜ ・5刎3・ カf8加f

1メ ッシ ュRDBラ ンク:NT

情報 不足

石垣 島 ・西表 島に も分 布が知 られてい る。

対留

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

1

甑島列島

大隅諸 溜 種子島

..

4

吐嘲 刺列島σ

.紘 島
5努

働 ♂諜 責皐

脳遜 縄島
久米島

25ｰ

轟 ξ薦 垣齢鵬
西表島

屋久島

奄

美

諸

島

大島諸島
a

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(1)

■1993一(0)

147



Ii5ｰ uoｰ 135● 日5。

IS'

両生類 ・爬 虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1450シ マ ヘ ビ

万18助 θqロadrfvf聯 亡8

667メ ・ッシ ュ

分布パ ター ンを 表 して いる

山口の情報が欠如、福島の情報が不足。 トカラ列

島の口之島にも移入集団が定着 している。

礼文島

穐o

利尻島
,・o

奥尻島 σ

'.
ロ

ン もD
o9

択捉島

後島

.な 学
亀

45・

40●

40●

佐渡φ

監

聾

m

・.

o

'3・ 。

3S'

ss

31・

!S'

　

与那国騒 籍

対馬8

壱岐o

隠岐
a

叩 口 塵

五島列島ノ

努

譜
奪"'

久米 島

。』 宮古 島

'!露

甑島列島

口 、

sｩ

'二 鶴O

D

燃 島窟 種子島

・'

o職

吐 喝嘲列 島・

孟
鴇之島

聯 永良部

畜 縄島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

八丈島

.鳥 島

3駐・

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

25・

火
.硫 黄島

列島

分 布確 認 年 代 別

匿翻 一1992(177)
■1993一(490)

ItS' 11Bｰ 17S' 日o・

14$



1,5● 隠,● 135・

/Sｰ

140●

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1460ジ ム グ リ

81鋤 θ00塑 ρ∫0∫〃∂診∂

308メ ッシュ

分布パ ターンを表 して いる

宮崎 ・山 口 ・兵庫 ・高知 な どの情報 が不足 。

礼 文島

穐o

利尻 島.

奥尻島 σ

●

1/S'

Oo

O

●

●●
0

欝

。艦 島

45●

4●9

40・

,5・

36・

対噌

五島列島ノ

ダ大

'努

詑㌔ 盛縄島
久米 島

。込》宮古 島

壱岐o。

瞬

証島列島 へ

大 隅 諸 島 ℃㊤

..亀 久 島
コ の

吐喝噺列島

● 竪
之島

㍉ 永良部

O

r..

9

'

佐渡る ・

9層

隠岐

'・ ロ

四 啓

げ"

,

麟 子島

奄

美

諸

島

大島諸島
D

南大東島

o

巴

'…9

ノ 。二 島

痛

八丈島

.鳥 島

1S'

75.

覧撫
与那 国島'西 表 島

39・

125ｰ 131◎

小

笠 ・
.

原 、父島

群 、母島

島 ・

25●

火
ひ硫賛島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

囲 一1992(106)
■1993一(202)

IIS' 140●

149



35

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1470サ キ シ マ ス ジ オ

E18助 θ 亡∂θ加r85・ 伽 ・左θrf

8メ ッシ ュ

分 布 パ ター ンを表 して いる

対解

壱岐 β

五島列ン

1

甑島列島

30ｰ
大隅諸 溜 種子島

q屋 久 島

吐 喝 嘲 列 島σ

25ｰ

与那国島

先 島 諸

.織

西表島

粘

敏 島
努 潅 之島

餐 い 沖永良部

愈 啄 遥 縄島
久米島

二

吃 垣島 宮古島

奄

美

諸

島

大 皐諸 島 .
む

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

國 一1992(1)■
1993一(7)

150



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1482ヨ ナ グ ニ シ ュ ウ ダ

81a助 θ・8rfηa亡aノ・刀a8珈fθ刀5f5

1メ ッシュRDBラ ンク:VU

分布 パ ター ンを表 して いる

鳩 〆

壱岐 β

五島列ン

r

甑島列島

30ｰ
大隅諸 も!種 子島

q屋 久島

吐喝劇列島σ

25ｰ

績 島
努 潅 之島

♂ ・沖 永 良部

愈%轟 縄島
久米島

講 鷺薬燈鵬
西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
e

D

南大東島

分 布確 認 年 代 別

[ヨ ー1992(1)

■1993一(0)

151



125● 鵬o● 135● 日o・ i/S'

45●

両生類 ・爬 虫類 分布図.
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1490ア オ ダ イ シ ョ ウ

Ela助 θ01f1πaα顧or8

555メ ッシ ュ

分 布パ ター ンを表 して いる

福 島の情報 が欠 如、 山 口 ・兵庫 な どの情報が不足

0

礼文島

va

利尻島%
N

口奥 尻 島
。

・●.

曝

-
喚

o

OD

択捉島

後島

.艦 島
D

,

/Sｰ

`o●

O
i

跳 、

40・

,9D

佐脇 ・

%

o

75'

SS'

3r

対噌

壱岐o

五島列島ノ

O

隠岐

0

幽

㌦4

黒

'!

甑 島列 島

大臨 島て』噛種子島

。 久 島

吐 喝嘲列 島'

♂ 大

竪 之島

努 聯 永良部

詑㌻飾
久米島

ハ 　

与那国蹴 垣　

奄

美

諸

島

大島諸島
0南
大東島

丸 二 島

八丈島

心

.鳥 島

30●

小

笠 、

原 、父島

群 、母島

島

25'

火
.硫 黄島

列

島

分 布確 認 年 代 別

翻 一1992(164)
■1993一(391)

置暦 ● 130● X35ｰ 日6●

152



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1500リ ュ ウ キ ュ ウ ア オ ヘ ビ

砂・1・剛 ・P55θ盟f・a油a亡 ・5

34メ ッシ ュ

分布 パ ター ンを表 して いる

鳩 ダ

壱岐 β

五島列ン

r

ノ甑島列島

30ｰ

25ｰ

大隅諸 も!種 子島

吐喝劇列島σ
調

q屋 久 島

教 島
5

努 臨 徳之島

轟 轟:弊
久米島

惹 薦露鵬
西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
a

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

D-1992(6)
■1993一(28)

153



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1510サ キ シ マ ア オ ヘ ビ

の01吻fOP3ゐ θ㎜ ∫刀8θ

3メ ッシュRDBラ ン ク:NT

情 報不 足

石 垣 島 ・竹 富 島 ・小 浜島 ・波 照間島 な どに も分布

す る。

対馬〆

壱岐 β

五島列ン

!

ノ甑島列島

30ｰ
大隅諸 も 紬 島

q屋 久 島

吐喝嘲列島σ

奄

25ｰ

敏 島
努 潅 之島

愈飼轟1弊
久米島

先 島 諸.込

与那鴎 謁 吃 鵡 宮古島

西表島

美

諸

.島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(2)

■1993一(1)

154



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1520キ ク ザ トサ ワ ヘ ビ

のf5伽 亡rρρf5左f左uz8亡o/

1メ ッシ ュRDBラ ンク:CR

分布 パター ンを表 して いる

対馬ダ

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ 大隅諸 ♂ 種子島

q屋 久 島

吐 喝 嘲 列 島σ

25ｰ

'秀

母翫 漏轟 電島
久米島

与轟ξ難 諭 古島
西表島

奄

〆 羨島 藷

ダ諜 論 島

大島諸島
リロ

南大東島

分 布確 認 年 代 別

[コ ー1992(1)
■1993一(0)

155



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1530ア カ マ タ

〃f刀odo盟3θ面08r加8加5

41メ ッシ ユ

分布 パ ター ンを表 して いる

対解

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

i

甑島列島

大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久 島

吐 喝 嘲 列 島σ

25ｰ

先 島 諸
与那国島.

西表島

努
櫓

愈 階晦
久米島

。ム

ポ 石鵡 宮古島

郵 大島
爵

げ 徳之島
・沖永良部

轟.

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

0-1992(15)
■1993一(26)

156



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1541ア カ マ ダ ラ

"f刀odo刀1、α1『0270刀8亡乙15rαf;0270228亡乙～5

5メ ッシュ

やや情報不足

尖閣 諸島 の魚釣 島に も分布す る。

対㌘

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

25ｰ

与那国島

先 島 諸 。ム

努

餐 ノ

愈 鴨 麟 縄島
久米島

i

甑島列島

大隅諸 も 隔 島

q屋 久島

吐喝嘲列島ρ

奄

敏 島 美
諸5

ブ 徳之島
.沖 永良部 島

大島諸島
e

D

南大東島

.》 石塩 恥 島

西表島

分 布 確 認 年 代 別

D-1992(5)■
1993一(0)

157



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1542サ キ シ マ マ ダ ラ

刀f刀o伽rαfozo照 加5肥11f

15メ ッシュ

やや情報不足`

宮古諸島の多良間島、八重山諸島の波照間島にも

分布する。

対ヤ

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

25。

　

与那国島

先 島 諸

努

餐 ノ

攣 臨 轟 亀島
久米島

ゐ

却 石垣島 宮古島

西表島

r

甑島列島

大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久島

吐嘲 刺列島σ

奄

毅 島 美
諸5

げ 徳之島
.沖 永良部 島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

國 一1992(6)■
1993一(9)

158



12Sｰ 130● 135。 1釦. 量婿 ●

15●

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1560シ ロ マ ダ ラ

ρf刀odOlη0、Pゴ θη亡81ゴ5

167メ ッシュ

やや情報不足

九州東部 ・兵庫 ・大阪の情報が不足。北海道 ・甑

島な どにも分布する。

礼文島

、o

利尻墜

4奥尻島

択捉島

後島

な㌘

45・

40。

40●

隠岐

.'

佐渡φ

0

曳

9

回

● 亀

, .

15'

350

71'

aｰ

対解

壱岐5

五島列島ノ

'!

甑島列 島

O

大隅諸島 ℃o

6'

`鮎

吐喝劇列 島・

♂大

㌦之島
秘 永良部

奪ぐ 藩 縄島
久米島

無 壕 糠

癖鴨
久島

奄

美

諸

島

ロ

国 口P

大島諸島
0

南大東島

e

5

0圏

ノ ・テ 島

八丈島

心

、鳥 島

30.

小

笠 、

原 、父島

群 、母島

島

sｰ

火
.硫 黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

團 。1992(78)
■1993一(89)

亀25。 砲o・ HIS' 日o●
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1550サ キ シ マ バ イ カ ダ

五y・・伽 磁3亡r∂ 亡f刑1亡 ∫f85・f8亡α5

6メ ッシ ュRDBラ ン ク=NT

分布 パ タ ー ンを表 して いる

対智

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ 大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久島

吐嘲 刺列島ρ

25ｰ

先 島 諸

与那国島.晦 ガ

西表島

毅 島
努 潅 之島

ノ ・沖 永 良部

愈 啄 轟 電島
久米島

も 宮古島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

石垣島

分 布 確 認 年 代 別

0-1992(3)
■1993一(3)
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1570ミ ヤ ラ ヒ メ ヘ ビ

081a〃∂rノ∂μ 吻 θ伽 亡8〃加 副

1メ ッシュRDBラ ンク:VU

分布 パ ターンを表 して いる

対ワ

壱岐 β

五島列ン

!

甑島列島

30ｰ
大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久島

吐喝劇列島σ

25ｰ

級 島
努 潅 之島

♂ ・沖 永 良部

◎ 臨 轟 鶴
久米島

先 島 諸 込

与那晶 奄 塩 鵬 宮鵠
西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

D-1992(1)

/1993一(0)

161



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1580ヒ メ ヘ ビ

Oa加arf8pfθ 」鱈θrf

4メ ッシュRDBラ ンク:EN

分布 パ ター ンを表 して いる

対解

壱岐 β

五島列ン

i

ノ甑島列島

30ｰ 大隅鵜 も!種 子島

q屋 久 島

吐 喝劇 列 島σ

25ｰ

.鍵 大島
5

努 げ 徳 之 島

ダ ・沖 永 良 部

壷 叫 遜 縄島
久米島

先 島 諸6へ
宮古島

与那国鳥 奄 げ石垣島

西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

0-1992(1)■
1993一(3)

162



125● 135● 11r

/S'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1591ヒ バ カ リ

加吻fθ㎝ayゴ わa左ar∫vfわa左arゴ

209メ ッシ ュ

分布パ ター ンを表 して いる

兵庫 の情報 が不足。

礼文 島

、o

利尻亀

奥尻島G

u5'

畿

艦 島

/S'

40.

/0'

佐渡φ

o

35.

31●

対呼

五島列島ノ

口

壱岐o

'

日

幽 列島 ♂

大 隅 諸 島' ℃o

..亀 久 島
　 づ

吐喝閑列 島・

'㌦
之島

嘔 永良部

隠岐

●

,

o口

曝 、

♂大

～㌔飾
久米 島

。し 宮古 島

6

.o

辞 子島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

0

ノ 。二 島

州

八丈島

.鳥 島

35●

!Sｰ

撃 垣
与那国 島'西 表島

10●

眼5。 1,轄・

小

笠 ・.

原 、父島

群 、母島

島

25●

火
ひ碇黄島

列島'

分 布 確 認 年 代 別

圏 一1992(71)

■1993一(138)

115' 胴o。
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1592ダ ン ジ ョ ヒパ カ リ

卸 ゐfθ3π8vfわa左副da刀joθ カ5θ

1メ ッシュ

分 布パ ター ンを表 して いる

対智

壱岐 β

五島列ン

層

甑島列島

30ｰ 大隅諸 椛ノ 酷

q屋 久 島

吐 喝 嘲 列 島ρ

、 奄

25ｰ

敏 島
努 潅 之島

!轟 弊
久米島

与晶跨 礒 燈宮古島
西表島

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(0)

■1993一(1)

164



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1603ミ ヤ コ ヒバ ァ

卸 ゐゴθ3π800皿oθ1ar㎜

2メ ッシュRDBラ ンク:VU

分布 パ ターンを表 して いる

対摩

壱岐 β

五島列㍗

30ｰ

-

甑島列島

大隅諸 溜 種子島

q屋 久 島

吐 喝劇 列 島σ

25ｰ

先 島 諸

与那国鳥.晦 げ

西表島

織 島
努 潅 之島

!轟 弊
久米島

豊 宮古島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

石垣島

分 布 確 認 年 代 別

D-1992(1)/
1993一(1)

165



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1601ガ ラ ス ヒ バ ァ

伽 ゴθ5盟8P1γθr∫

32メ ッシ ュ

分布 パ ター ンを表 して いる

喜界 島 にも分布 す る。

対解

壱岐 β

五島列ン

i

甑島列島

30ｰ
大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久 島

吐喝 嘲列 島ρ

25ｰ

努

愈 督臨
久米島

先 島 諸 込

与那鶴.や 〆 石塩 宮古島

西表島

講 大島
磐

邸 徳 之 島

♂ ・沖 永 良 部

轟 島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

一1992(15)

■1993一(17)
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1602ヤ ェ ヤ 『マ ヒ バ ァ

卸 ゐfθ5盟8f5血f8a左fθ刀3θ

7メ ッシュ

分布 パ ター ンを表 して いる

対解

壱岐 β

五島列㍗

i

甑島列島

30ｰ
大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久島

吐喝嘲列島ワ

25ｰ

先 島 諸

与那国島.類 ぜ

西表島

敏 島
努 沸 恵之島

!轟 漕
久米島

。逗

宮 古 島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

O

南大東島

石垣島

分 布確 認 年 代 別

一1992(4)

■1993一(3)

167



saｰ 130・

十s

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1610ヤ マ カ ガ シ

勲aわd励 ∫5が8が 刀ロ3亡ゴ8ア∫1刑8

604メ ッシュ

や や情 報 不足

宮崎 ・山 口の情 報 が欠如。

40●

婁5・

31●

対呼

五島列島ノ

努

詑㌔ 薪縄島
久米島

ハ ロ

与那国糠 ボ 宮古島

125・

壱岐o

口,

証島列㌔蟹

大隅諸島 ℃o

鴨
大

.㌦
之島

聯 永良部

隠岐

⑳o

■■ 口層

灘'4
'劉'

轡 子島

島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

博o・

168

140・

礼文 島

穐o

利尻昼

奥尻島 σ

,

J

,

E

口

■

冤
9

H5●

佐脇

欝
なr

口

o

=
D

員o.

恵

尋::

45●

劔 。

8

,

ゼ

…',

'。 島
・,〇 一

・噺

八丈島

.鳥 島

7S'

33'

小

笠 ・.

原 、父島

群 、,母島

島

75'

火
.硫 黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿i碧 一1992(186)

■1993一(418).

Ifs' 曾40◎



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1620イ ワ サ キ ワ モ ンペ ニ ヘ ビ

伽 ∫わz㎎刎5〃a・01θ1加6f加asa左ff

2メ ッシ ュRDBラ ンク:NT

情報不足

西表 島にも分 布 する。

対馬〆

壱岐 β

五島列ン

i

ノ甑島列島

30ｰ
大隅諸 も!種 子島

も 屋 久 島

吐 喝 劇 列 島σ

25ｰ

敏 島
努 潅 之島

♂ ・沖 永 良 部

愈%遜 縄島
久米島

先 島 諸.込

与那鴎.騨 石垣島 宮鵠

西表島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

0

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

巨]一1992(1)
■1993一(1>

169



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

16訓 ヒ ャ ン

伽 ∫わ㎎8川3」8卿 加5japO力 蜘3

5メ ッシ ュRDBラ ンク:NT

やや情報 不足

加計 呂麻 島 ・請 島 ・与 呂島に も分布 す る。

対解

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

25ｰ

与那国島

!

甑島列島

大隅諸 》 種子島

Q

吐喝劇列島σ

.敏 島
5

努
肇 拷 中懇

臨 孫 縄島
久米島

先 島 諸 込

.ポ 寵 島 宮古島

西表島

屋久島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

國 一1992(2)
■1993一(3)

170



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1632ハ イ

伽 ∫δ㎎ar召3加 ・刀f・召5わ・θ亡亡8θパ

15メ ッシュRDBラ ンク:NT

や や情報 不足

伊 平屋 島 ・渡名喜 島 にも分布 する。

対智

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

25ｰ

与那国島

先 島 諸 。ム

努

◎ 県メ
久米島

一4石 垣島 宮古島

西表島

!

甑島列島

"屋 久島

吐喝嘲列島σ

奄

毅 島 美
魯 諸

ヴ 徳之島
1.沖 永 良部 島

中縄島

大隅諸 溜 種子島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

1三雪 一1992(10)/
1993一(5)

171



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1640ヒ ロ オ ウ ミヘ ビ

五8亡∫08曲18亡 ∫08ロd8亡a

3メ ッシ ュ

情報 不足

トカラ列 島 ・大 隅諸 島 ・奄 美諸 島 ・宮 古島で も産

卵 してい る と思わ れ る。

対摩

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

!

甑島列島

大隅諸 迄ノ 種子島

q屋 久島

吐喝嘲列島o

25ｰ

薮 島
5努

げ 徳 之 島

♂ ・沖 永 良部

愈 臨 轟 亀島
久米島

与鍵 鷺薬 燈宮古島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

西表島

分 布 確 認 年 代 別

翻 一1992(2)
■1993一(1)

172



35ｰ_

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1650ア オ マ ダ ラ ウ ミヘ ビ

五∂亡ゴ08曲 ・0加わr加

1メ ッシュ

情報不足

少な くとも八重山諸島では産卵 していると思われ

る。

30ｰ

対智

壱岐 β

五島列ン

1

甑島列島

大隅諸 も!種 子島

r● くΣ

吐喝嘲列島ρ

麟 島
努 潅 之島

肇 ノ.沖 永良部

臨 轟 縄島
久米島

25ｰ

惹 難 這卜 島
西表島

屋久島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

[!;一1992(0)
■1993一(1)

173



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1660エ ラ ブ ウ ミヘ ビ

ゐa亡∫oa曲3θ 盟ffasof8亡8

4メ ッシ ュ

情報 不足

トカラ列 島 ・大 隅諸 島 ・奄美諸 島の与 論 島 ・宮古

諸 島の来 間 島 ・八重 山諸 島 の石垣 島 で も産 卵 して

い る と思 われ る。

対智

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

!

甑島列島

大隅諸 溜 種子島

q屋 久 島

吐喝 嘲 列 島σ

25ｰ

.級 島
5

努
勢 拷 中懇

磯 叫 轟 亀島
久米島

与鑓 象慧 宮古島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

西表島

分 布 確 認 年 代 別

匿璽 一1992(3)
■1993一(1)

174



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1670イ イ ジ マ ウ ミヘ ビ

伽d・ ・θ吻1α5f加aθ

6メ ッシュ

情報不足

トカラ列島 ・宮古諸島 ・八重山諸島近海にも分布

する。

対智

壱岐 β

五島列γ

30ｰ

!'

甑島列島

大隅諸 溜 種子島

q屋 久島

吐喝嘲列島σ

25ｰ

努

愈 叫 轟 電島
久米島

与鍵 蓑;垣燈宮古島

奄

毅 島 美
諸5

,糠 論 島

大島諸島
O

南大東島

西表島

分 布 確 認 年代 別

匡郵 一1992(1)
■1993一(5)

175



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1680ク ロ ガ シ ラ ウ ミヘ ビ

珈d:rOP1～f31ηθ1aη00θ]ρぬa1α5

4メ ッシュ

情 報不足

奄美 諸島 ・沖縄 諸 島 ・八重 山諸 島 の西表島近海 に

も分 布 する。

対智

壱岐 β

五島列ン

30ｰ

i

甑島列島

大隅諸 も!種 子島

吐喝嘲列島σ

.紘 島
5努

餐 拷 中瓢

叫 轟 亀島
久米島

25ｰ

与鑓 薦 夢 古島
西表島

q屋 久 島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

匿]一1992(0)■
1993一(4)

176



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1700ク ロ ボ シ ウ ミヘ ビ

砂伽 ρゐf5・㎜珈5・2刀 ∂加5

2メ ッシュ

情報不足

奄美大島 ・石垣島の近海にも分布する。

対ヤ

壱岐 心

五島列ン

30ｰ

25ｰ

与那国島

努

餐 ♂

臨 轟 亀島
久米島

先島難 露 鵬

西表島

!

甑島列島

大隅諸 も!種 子島

q屋 久島

吐喝嘲列島σ

奄

紘 島 美
諸

噺5

プ 徳 之 島

.沖 永良部 島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

團 一1992(0)
/1993一(2)
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X30' 樋5●

婿 ●

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1720セ グ ロ ウ ミヘ ビ

Pθ1a忽f5P18加r召5

1メ ッシュ

情報不足

琉球列島や本州沿岸に漂着記録が多 くある。

礼文島

、o

利尻醗

奥尻島 ロ

択捉島

後島

κ諾

/S'

4r

40●

佐脇

1S'

隠岐
0

ノ ニ自 島
D

95'

30.

2;●

対解

壱岐o

五島列島ノ

'!

甑 島列島

大隅諸 島'oO

.,p

'0

吐喝嘲列島●

ダ大

㌦之島
ら中永良部

奪礁 盛縄島
久米島

与那国親 鮒 宮古島

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
D

南大東島

八丈島

心

.鳥 島

31'

小

笠 、

原 、父島

群 、母島

島

t5'

火
◎硫黄島

列

島

分 布 確 認 年 代 別

匿覇 一1992(1)
■1993一(0)

Ifs' 曾39● 醤56 雷40.
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11P' 13S'

AS'

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1730マ ム シ

4盈 ゴ5亡rodoηわ10励offff

433メ ッシ ュ

やや情報不足

山口 ・香川 ・屋久 島の情報 が欠 如。丹後 半 島に も

分布 する。

40●

f5ｰ

31.

対昭

壱岐 〇

五島列島ノ

隠岐

距

r

●

'!

甑 島列島

大臨 島・こげ'種 子島

島∵

吐喝 劇列島・
.・ 奄

`美

孟 諸
㌦之島 島

努 ㍉永良部

§礁 み 犠.
久米島

まド

薫 撫 　

iSSｰ 題3r

179

lG●

礼文島

nO

利鴎

奥尻島G

佐脇

,

,

,

.0

6

重

e
■

重

魅

噌'

,
口'

　

oo顧 ロ

,

●

o

f

顧

。 夢 早

口
9

'…9

ノ 。二 島

八丈 島

岡5'

9

欝

儒 島

.島 島

45●

(o●

9Sｰ

fO'

小

笠 、

原 、父島

群 、.母島

島

25●

火
,読黄島

列
島

分 布 確 認 年 代 別

團 一1992(131)
■1993一(302)

1f5ｰ i十〇ｰ



35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1790ッ シ マ マ ム シ

忽 ノ3亡ro伽 亡5〃3力加 θ皿5∫5

5メ ッシ ュ

分布 パ タ ー ンを表 して いる

対攣

壱岐 心

五島列ン

30ｰ

25ｰ

r

甑島列島

大隅諸 糧ノ 種子島

q屋 久島

吐喝劇列 島σ

.奄

紘 島
努 沸恵之島

!轟 ㌍
久米島

ノ

与晶薦 ガ隷 宮古島
西表島

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年 代 別

D-1992(4)■
1993一(1)
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1740ヒ メ ハ ブ

乃加θrθ5π翔50痘 刀a7θ刀5f3

34メ ッシ ュ

分布パ ター ンを表 して いる

対智

壱岐 β

五島列γ

30ｰ

25ｰ

先 島 諸

与那国島 メ転げ

西表島

i

甑島列島

大隅諸 も!種 子島

へ くエ

吐喝嘲列島σ

通 島
5

努

孟 轟騨
久米島

。返

宮 古 島

屋久島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

0

南大東島

石垣島 1

分 布 確 認 年 代 別

一1992(14)

/1993一(20)
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1750サ キ シ マ ハ ブ

Trimeresuruselegans

13メ ッシ ュ

分布 パ ター ンを表 して い る

対蟹

壱岐 β

五島列ン

r

甑島列島

30ｰ
大隅諸 も!種 子島

q屋 久 島

吐 喝 嘲 列 島σ

25ｰ

努 潅 之島

!轟 ㌍
久米島

奄

紘 島美
諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

先 島 諸 込

与那鶴 璽 縮 塩 宮古島

西表島

分 布 確 認 年代 別

一1992(5)

/1993一(8)
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1760ハ ブ

ル!〃θrθ5αrα3f1飾07かfd∫3

46メ ッシュ

分布 パ ターンを表 して いる

対蟹

壱岐 β

五島列㍗

r

甑島列島

30ｰ
大隅諸 も!種 子島

q屋 久 島

吐 喝 劇 列 島ワ

25ｰ

先 島 諸

与那国為.晦 げ

西表島

努

◎ 霞}㌃
久米島

。惹

宮 古 島

罎 島
5

げ 徳之島
箪 ・沖永良部

轟.

奄

美

諸.

島

大島諸島
O

D

南大東島

石垣島

分 布 確 認 年 代 別

D-1992(20)■
1993。(26)
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

1800ト カ ラ ハ ブ

ル加θrθ5召川5亡o加rθ 刀3f3

2メ ッシ ュ

分布パ タ ーンを表 して いる

対ヤ

壱岐 β

五島列ン

r

甑島列島

30ｰ

25ｰ

先 島 諸

与那国島 メ読ガ

西表島

大隅諸 も!種 子島

吐喝嘲列島σ
評

q屋 久 島

敏 島
努 蒲 之島

!轟 弊
久米島

。迅

宮古 島

奄

美

諸

島

大島諸島
0

南大東島

石垣島

分 布 確 認 年 代 別

E三蚤 一1992(1)
■1993一(1)
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隠 σ・ 135。 uo' 1/S'

曜5・

両生類 ・爬 虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

9001カ ミツ キ ガ メ

α1θ1ydpa3θ 塑 θ沈 加a

4メ ッシュ

情報不足

関東、近畿、九州などかな り広い範囲で定着 して
いると思われる。

礼文 島

、o

利鴎

Q奥尻島

択捉島

後島

なr

45●

娼o●

41・

佐脇

35・

隠岐
0

3蛋・

竃r

25●

対呼

壱岐5

五島列島ノ

'1

甑島列島

大隅諸島 e/-

馬'

oも

吐 喝嘲列島'

♂大

㌦之島
秘 永良部

詑㌔み
久米島

無 灘籍 　

僻 子島

久島

奄

美

諸

島

大島諸島
♂南大東島

ノ'島

八丈島

心

.鳥 島

30・

小

笠 、

原 、父島

群 、母島

島

!S'

火
.硫 黄島

列島

分布 確 認 年 代 別

團 一1992(0)
■1993一(4)

1i5ｰ 瞳o・ 1)S' 1覗 ・
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35

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

9002タ イ ワ ン ス ジ オ

β18助 θ 亡aθ四fαr8frfθ5f

5メ ッシユ

分 布パ ター ンを表 して いる

対解

壱岐 β

五島列ン

r

ノ甑島列島

30ｰ
大隅諸 溜 種子島

q屋 久 島

吐喝嘲列島ρ

25ｰ

紘 島
努 潅 之島

!轟 弊
久米島

先 島 諸 込

与那鶴 鳶 吃 塩 宮鵠
西表島

奄

美

諸.

島

大島諸島
O

D

南大東島

分 布 確 認 年代 別

一1992(1)

■1993一(4)
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35ｰ

両生類 ・爬虫類分布図
種の多様性調査(動 物分布調査)2001

9003タ イ ワ ンハ ブ

2地 θrθ3αアα3忽α・r・39召餌8亡α5

1メ ッシュ

分布 パタ ーンを表 して いる

対智

壱岐 β

五島列ン

1

甑 島列 島 ノ ・

30ｰ
大隅諸 も!種 子島

魁 屋久島

吐喝劇列島σ

25。

先 島 諸

与那国島.心 ガ

西表島

毅 島
5努

餐 ダ諜 論

餅 轟 縄島
久米島

磁 宮古島

奄

美

諸

島

大島諸島
O

D

南大東島

石垣島

分 布確 認 年 代 別

巨}一1992(0)
■1993一(1)
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2.集 計 表

調査対象種 について 、都道府県 別の情報 収集状況を把握する ため 、調査 票に記載さ

れた3次 メッシュ(お よそ1㎞ ×1㎞)を 単位として集計を行った。

配列 は、分布 図と同様、分類順(巻 末資料3「 調査対象種一覧」 に示された調査対 象

種 ・亜種の順)で ある。

本集計表 は、報告のあっ た3次 メッシュを種別 ・都道府県別 に集計したものである。

従って、分布図上 に示された地点(2次 メッシュ)数 とは必ずしも一致 しない。

同一種、同一3次 メ ツシュにお いて、複数の調査員 からの、あるいは異なる調査年

月 日の報告があった場合には重複を排除し、1件 として集計した。
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種の 多様性調査(動物分布調査)

種別 ・県別3次メッシュ集計(両生類 ・爬虫類)

δ
0

種 名

ooii

OO12

0020

0030

0045

0040

0050

0060

0490

0530

カス ミサンシ ョウウオ

トウキ ョウサンショウウオ
ツシマサンシ ョウウオ

オオイタサンシ ョウウオ

ホク リクサンシ ョウウ:オ

アベ サンシ ョウウオ

トウホクサンシ ョウウオ

クロサンシ ョウウオ
ハ クバサ ンシ ョウ ウオ

ヤマ サンシ ョウウオ
0070エ'サ ン シ ョウ ウオ

0081ブ チ サ ン シ ョウ ウオ

0082ヒ ダサ ン シ ョウ ウオ

0090オ キ サ ン シ ョウ ウオ

OlOOベ ッ コ ウサ ンシ ョ ウ ウオ

0110オ オダイガハ ラサンショウウオ

Ol20キ タサ ンシ ョ ウ ウオ

Ol30ハ コネ サ ン シ ョ ウ ウオ

Ol40オ オ サ ン シ ョ ウ ウオ

0150イ ボ イ モ リ

0161

0isz

O171

0172

0173

0iso

O190

0200

01io

oaao

イモ リ
シリケンイモ リ
ニホ ンヒキガエル

アズマ ヒキガエル

ミヤ コヒキガエル

ナガ レヒキガエル
オオ ヒキガエル

アマガエル
ハ ロウェルアマガエル

ツシマアカガエル

0231

0232

0233

0520

0240

0250

0aso

O270

0500

0290

タゴガエル

オキ タゴガエル

ヤ クシマ タゴガエル

ナガ レタゴガエル

リュウキュウアカガエル
ニホ ンアカ ガエル

ヤマ アカガエル
ェ ゾアカガエル

チ ョウセンヤマアカガエル

トノサマガエル

0301

0302

0510

0320

ル マガエル

トウキ ョウダル マガエル

ヤエヤマ ハラブチガエル
ヌマ ガエル

全

国
389

149

22

84

126

6

499

361

11

12

142

154

308

11

18

64

ti

724

175

39

1079

95

372

1104

37

97

52

2443

55

iz

1136

3

7

124

51

846

1619

248

5

iii

127

456

63

656

北

海

道

占

冑 岩 宮 秋 山 畠

森 手 城 田 形 島

県 県 県 県 県 県

占 占 占 ゐ ゐ6

冒 ¶÷ 〒←'静irr胃

吊 《ヘ ハハ 内へ 《ρ 占へ

6760951353924

308Q4561813

142.▼ ÷"4+

÷L凸 ム 十」

「P,一

it

十

竹

6

89

L48

11

3

←

「 昌
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301413t

3017
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3

峠

3
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4761793
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十LムL晶
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'二1三3隻

。;二
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馬 玉 葉 京

川
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4912㌔ ・12281813

昌 ・芦 晶 晶 晶 芽

〒2713早 一

518311www

-------

・w・ 鴇4219

3818672・ ・LlO

野

2

3

新 富 石 福 山 長 岐 静 愛

潟 山 川 井 梨 野 阜 岡 知

県 県 県 県 県 県 県 県 県

占・+占 ・+・L占 占 卍11

4122

→2

1113426.241。 ニ ニ

」.鼠10
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69381515371818
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1218289101781343

133

9

午

8

昔
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10162431俘351118

543719148871zs22425

182231924928394467

晶 ゐら3晶64222

1占110轟 幅 占

62610

三 滋 京 大 兵 奈 和

歌重 賀 都 阪 庫 良

山

県 県 府 府 県 県 県
4943737328

4÷ → ㌣7

A汽 ゐへ

3◆Ol

占

6κ 結

81619

TYT

Jww

672

34r3

2吊26

541.w馬

占」 晶 占L十L

TTTT

w曽102

占
。1062

120Jrr

2411445781523
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3552291312

14929◆ く¥◆7w曽

13123占 占178
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28175681082435

3125538671833

占 占1占1占 ゐ

127862581

14613ご て31420

2310611410s2118

5411晶82

2^^11549319

鳥 島 岡 広 山

取 根 山 島 口

県 県 県 県 県
41136107晶

MM.YMM

4・ ・← 占 占 山

16162

61611

↑11払

15820

381771

i

3

2

8134417.w
凸ム 晶 凸L占L÷ ら

4741272

wwl・¥純

←
71997262

」十 』÷

715311

曽3'胃 胃w

」」-」 己r↓

21235271

47746岬

32010s32w
晶{553晶

結5778晶

徳 香 愛 高

島 川 媛 知

県 県 県 県
206臨

曽

2

}

十

10

15

5

i

一^811

116

}'1

福 佐 長 熊 大 宮 鹿 沖

児岡 賀 崎 本
分 崎 縄

島
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種 の多様性調査(動物分布調査)

種別 ・県別3次 メッシュ集計(両生類・爬虫類)

冨
一

,

種 名

0330

0340

0540

0350

0550

0560

ウシガエル

ツチ ガエル

アマ ミハナ サキガエル
ハナ サキガエル

オオハナ サキガエル
コガタハナサキガエル

0360

0370

0380

0390

0400

0410

0421

0422

0430

0440

ナ ミエガエル

イシカ ワガエル
オ ッ トンガエル

ホルス トガエル

シ ュ レーゲル アオ ガエル

モ リアオ ガエル

オキナ ワアオ ガエル

アマ ミアオガエル

ヤエヤマ アオガエル

カ ジカガエル
0450

0460

0470

0480

1010

1020

1030

1040

1050

1060

リュウキュウカジカガエル
アイ フィンガー ガエル

シロアゴガエル

ビメアマ ガエル

アオ ウミガメ

タイマイ

アカ ウミガ メ

ヒメ ウミガ メ

オサガ メ
セマルハ コガ メ

1070

ioso

1090

1100

iiii

iii2

iizo

1130

1140

1150

リュウキュウヤマ メ

クサガ メ
アカ ミミガ メ

イ シガ メ
シロイ シガメ

ミナ ミイシガ メ

ス ツポン

オンナダケヤモ リ

ヤモ リ

ミナ ミヤモ リ

1160

1170

1810

1820

1180

1190

1200

1210

タ ワヤモ リ

ヤ クヤモ リ

タカラヤモ リ
ニシヤモ リ

オガサ ワラヤモ リ

ホオ グロヤモ リ

タシ ロヤモ リ

ミナ ミ トリシマヤモ リ

全

国
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種の多様性調査(動物分布調査)

種 別・県別3次 メッシュ集計(両生類 ・爬虫類)

お
N

種 名

1830キ ノ ボ リヤ モ リ

1221ク ロイ ワ トカ ゲ モ ドキ

1222

1223

1224

1225

1231

1232

1240

1250

1260

1270

マ ラ トカゲモ ドキ

オ ビ トカゲモ ドキ

イヘヤ トカゲモ ドキ

ヤマ シナ トカゲモ ドキ

キノボ リ トカゲ

サキシマキ ノボ リ トカゲ

ミドリア ノール

トカゲ(ニ ホン トカゲ)

オカ ダ トカ ゲ
バーバー トカゲ

1280

1291

1292

1300

1310

1320

1331

1332

1340

1350

イ シガ キ トカ

オ キナ ワ トカゲ

オオ シマ トカゲ

アオ スジ トカゲ

キシノウエ トカゲ

ミヤ コ トカゲ

サキシマ スベ トカゲ
ツシマ スベ トカ ゲ
ヘ リグロ ヒメ トカゲ

オガサワラ トカ ゲ

1360

1370

1380

1780

1390

1400

1410

1420

1430

1440

コモ チカナヘ ビ

サキシマ カナヘ ビ
アオ カナヘ ビ

ミヤコカナヘ ビ

カナヘ ビ

アムール カナヘ ビ

メクラヘ ビ

イ ワサキセ ダカヘ ビ

タカチホヘ ビ

アマ ミタカチホヘ ビ

1770

1450

1460

1470

1481

1482

1490

1500

1510

1520

ヤエ ヤマ タカチホヘ ビ

シマヘ ビ

ジムグ リ

サキシマ スジオ
シュウダ

ヨナ グニ シュ ウダ

アオダイ シ ョウ

リュウキュ ウアオヘ ビ

サキシマ アオヘ ビ
キクザ トサワヘ ビ

1530ア カマ タ

1541ア カマ ダ ラ

全

国
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5
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69

11
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19
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種の多様性調査(動物分布調査)

種別・県別3次 メッシュ集計(両生類 ・爬虫類)
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3.考 察

(1)総論

今回の調査結果から導かれるさまざまな成果については、各論の項で詳しく述

べられていて、これらを総括する意義はまったく認められないし、屋上屋を重ね

る結果になる。ここでは、全体を通じてみられる問題点をいくつか指摘するにと

どめておこう。

まず注意 しなければならないのは、今回の調査で大幅に増加した情報が、かな

らずしも新しい記録ばかりで はないということである。標本などの調査に基づく

古い記録が、最新の情報と区別されずにまとめられているので、たとえばある種

類のカエルが現時点でどのような生息状況にあるか、ということが的確 にはわか

らない。本来なら、5年 ないし10年 ぐらいの区切りで時代を限って、生息状況の

変遷を記録するべきものだが、わが国で は戦前の詳しい記録がほとんどなく、と

くにかつての普通種ほどその傾向が著しい。せめて戦前の時代、戦後しばらくの

期間、その後の荒廃の時代、の3つ ぐらいにデ ータを区分できるとよいのだが、

それを望むのは死んだ子の年を数えるようなものだろう。現時点で考えられるせ

めてもの方策は、今回の調査結果として得られたデ ータを峻別し、調査期間に得

られた新しい情報のみをまとめて、それを今後の調査の基礎資料とすることだろ

う。 日本の両生類 ・爬虫類の生息状況の推移が、これからのちの時代につ いてだ

けでも確実にわかることの意義は非常に大きい。

次に重要なのは、いわゆる県版のレッドデータブック作成のために行われた調

査の結果を大幅に活用することである。県版のレッドデータブックは、一種の流

行のようにつぎつぎと刊行されて いるが、その内容には著しい優劣があり、きわ

めてよくできているものもあれば、そうでないものもある。また、一般に刊行部

数が異常に少なく、必要とする機関や人の手に渡らぬうちに品切れとなって、幻

の印刷物に終わることが多い。国の場合でも府県の場合でも、 自然保護の基礎資

料のひとつとなるのがレッドデータブックであることを考えれば、せっかく作っ

たレッドデータブックを 広く流通させ、活用されるための手だてを講じなければ、

行政当局としての役割を十分果たしたとはいえないだろう。

一冊のレッドデータブックを作成するためには、相当の費用となん十人かの研

究者による調査が必要だったはずで、その調査資料をさまざまな局面で活用でき

る形にしなければまことにもったいない話である。研究者ないし調査者の多くは、

環境庁から依頼を受けた調査協力者と同一の人物で、そのために自分の住んでい

る府県のほうを優先することがないとはいいきれない。よく考えなくてもわかる

ことだが、わが国程度の大きさのところに、あるひとつの生物群の研究者がそれ

ほどたくさんいるはずがない。種類数が比較的少ない植物の場合はとにかく、動
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物の分 類 に当 たれる のは、 ひとつ の群 につ いて せ いぜ い二 人か三人で、 一人 だ け

という こと も多 い。従 って 、 国と地 方公共 団体 とはつね に協 力しあうこ とが 必 要

で 、競争 しあうべ きも ので はな い。 これ は、府県 のあ いだ につ いて もいえ る こ と

で 、たが い に協 力しあ って よ い成果 をあ げるこ とがなにより も重要で ある 。 少な

く とも 自分 のと ころの レッ ドデータブ ック が完 成 した のちは、そ の基礎 資 料 を公

開 し、国全体 の動植 物 の生 息状況がよ り正確 にわ かる ように協 力して欲 し いと 願

うの はわた しだ けで は ないだろう 。

(上野 俊一)
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(2)サ ンシ ョウ ウ オ 目

①当該分類群 の概説

ア.分 類と種数、世界的な分布

今回の調査の対象 には、前回(環境庁 自然保護局,1993)に はなかったヤマサンシ

ョウウオ1む ηoろ加 吻 傭 が加えられ、また、前回までクロサンショウウオの独 立亜

種として別個 に扱われたサ ドサンショウウオがクロサンショウウオに一括された。

ここで採用 して いる分類方式(亜 種サドサンショウウオを採 らず、クロサンショウ

ウオに含める。ヤマサンショウウオ、シリケンイモリを独立種 として扱 う)に よ れ

ば、これまでに 日本列 島から記録されて いるサンショウウオ 目は、3科21種 ・1

亜種(22種 類)か らなる。世界全体で はサンショウウオ 目に約410種 の属すること

が知られているから、種数でみると 日本にはそのうち約5.1%の 種が分布するにす

ぎな いこ とになる。しかし、サンショウウオ科につ いては、世界から知 られて い

る約36種 のうち 、50.0%に あたる18種 ・亜種もが 日本に分布している ので ある。

イ.日 本産の当該分類群の特徴

日本列島の両生類相を地理的にみると、いわゆる 日本本土と琉球列島の間 には、

大きな違 いがある。本土(周 辺 島喚を含む。以下同様)で はサンショウウオ 目の種

類数が多く、合計20種 ・亜種にも及ぶの に対し、琉球列島にはわずか2種(イ モ

リ類のみ)し か分布しない。これ は元来 、この 目が北半球 の温帯を中心 に分布す る

動物群であることを反映するものといえる。

また、 日本産両 生類 の特徴 のひとつ は、固有性 の高いことであり、サンショ ウ

ウオ類で は1種(ユ ーラシア大陸にも広域分布するキタサンショウウオ)を 除くと、

残りのすべての種 ・亜種 が 日本だけに分布 している。つまり、サンショウウオ 目

では、22種 ・亜種の実 に95。5%も が 日本固有ということになる。

②今回の調査結果

ア.今 回得られた分布情報の傾向について

後に述べるよう に今 回の調査 の結果、 ほとんどすべての種で分布情報 は大幅 に

増加した。その結果、ツシマサンショウウオをはじめとする12種 については、今

回得られた情報が、各種 の分布パタ ーンを表 して いるものと判 断された。残 りの

種のうち、カスミサンショウウオなど6種 につ いても、得られた情報 は一応、分

布パタ ーンを表していると考え られた。やや情報不足とみられたのは、オオイ タ

サンショウウオ、ブチサン ショウウオ、ベ ッコウサンショウウオだけであり、完

全な情報不足という種 はないと判断された。サンショウウオ 目のうち、いわゆる

小型サンショウウオ類 は隠 とん性が強く、発見されにくいた め、その分布は正確
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に把 握 し にく い と考 え ら れる(松 井,1993)に も か か わらず 、こ のよ う に、 今 回 得 ら

れ た分 布 情報 は おお む ね 満足 の い く もの で あっ た。

各種 ・亜種 の分 布す るメ ッシ ュ の数(注:分 布 図表 示2次 メ ッシ ュ数 に 準 拠)で み

る と 、イ モ リ の650メ ッ シ ュ が 最 高 で 、 こ の種 が極 めて広 域 分 布す る こ とが 裏 付

けら れた 。 こ れ に次 いで ハ コネ サ ン シ ョ ウウ オ(371メ ッ シュ)、 トウ ホ ク サン シ ョ

ウ ウ オ(244)、 ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ オ(200))、 カ ス ミ サ ン シ ョウ ウ オ(189)、 ヒダ サ ン

シ ョウ ウ オ(160)、 オ オサ ン シ ョ ウ ウオ(108)の 各種 ・亜種 がメ ッ シュ 数100を 超 え

た 。ま た 、ブ チ サ ンシ ョ ウウ オ(96)、 エ ゾ サ ン シ ョウ ウオ(86)、 ト ウキ ョ ウサ ン シ

ョ ウウ オ(69)、 オオ ダ イガ ハ ラサ ン シ ョウ ウ オ(37)も メ ツ シ ュ数 が多 かっ た。 改 訂

版 レッ ドデ ータ ブ ッ ク(環 境庁 自然 保 護局 野 生 生物 課 、2000)に 掲 載 さ れて いる ほ と

ん ど の種 で は 、オ オ イ タ サ ン シ ョウ ウオ(32)、 シ リ ケン イ モ リ(29)、 ホク リ ク サ ン

シ ョ ウ ウ オ(24)、 イ ボ イ モ リ(22)、 ベ ッ コ ウサ ン シ ョ ウウ オ(11)、 ア ベサ ン シ ョ ウ

ウ オ(6)、 オ キ サン シ ョウ ウオ(5)、 バク バ サン シ ョウ ウオ(3)、 キ タサ ン シ ョウウ オ

(3)の 数 字 に み ら れ る よ う に メ ッ シ ュ 数 は少 なく 、分布 域 が限 定 さ れる こ と が裏 付

け ら れ た が、 こ の ほか ツ シマ サ ン シ ョ ウ ウ オ(9)、 ヤ マサ ン シ ョ ウウ オ(8)も 分 布

域 は極 め て 限 ら れて い る。

イ.新 知見 ・新情報の得られた種

まず 、サンシ ョウウオ属の止水 産卵性 の種をみると、カスミサン ショウウオでは

大阪府周辺、兵庫県北部 ・南部 、島根県 、広島県、徳島県 の記録が大幅に増加した。

なお、今 回の記録 にはあがって こなかった が、確実 にカスミサンシ ョウウオと同定

されるサンショウウオは岐阜県で も発見 されている(高木 ・石丸,1991).ま た、大分

県の記録 も加わったが、この記録 は、近縁種であるオオイタサンシ ョウゥオとの分

布関係を考えて いく上で重 要なも のである。ホクリクサンショウウオの前回の調査

結果 は極 めて不十分だったが、今 回の調査で分布域をほぼ表わすと思われる分布 資

料が集まった。 トウホクサンショウウオでも前回の結果には欠けていた青森県北部、

岩手県 中部 、宮城県東部、福島県東部の分布が明確になった。クロサンショウウオ

でも青森県西北部、宮城県 の記録が増大 し、富 山県、石川県境付近、福井県 と、岐

阜県 の記録も加わった。バ クバサンショウウオでも分布域は広まったが、今 回は新

たにヤマサンショウウオの分布域が明らかにされた。エゾサンショウウオでも北海

道全体を埋めるような情報が集 積された。

流水産卵性の種では、ブチサン ショウウオで三重県 、島根県、広 島県 の記録が大

幅に増加 したととちに、福 岡県 、熊本県 、大分県 の分布記録 も増加 した。鹿児島県

大隅半島産のブ チサン ショウウオの記録 は、オオダイガハラサンショウ ウオの可能

性が高い(佐藤他,1998)。 カスミサンショウウオの場合同様、今回の資料 にはないが、

ブチサンショウウオは岐阜県西部で も発見されて いる(田辺他,1998)。 ヒダサンショ
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ウウオでも新潟県 から長野県 にか けての分布の東北限の記録や、岐阜県東南部 、兵

庫県南部の記録 に加え、鳥取県、広 島県と島根県の境界付近の記録 が大幅 に増加し

た。オオダイガハラサンショウウオで は三重県、和歌 山県、徳島県 、大分県の記録

が増加し、分布域 はほぼ解明されたと思われるが、こ れらに鹿児島県大隅半島を追

加する必要がある(西 川他,1998)。

サンショウウオ属以外では、キタサンショウウオで分布域はやや広まった。また、

ハコネサンショウウオで は青森県 西部、宮城県西部、 山形県 中部、岐阜県、静岡県

南部、兵庫県北部、広島県 と島根県の境界付近の記録 がかなり増加した。

オオサンショウウオで は岐阜県 中部、三重県、京都府、広 島県、徳島県、熊 本県

の分布が加わった。熊本県の分布状況がこのように明確になっ たのは今回が始 めて

である。なお、オオサンショウウオの長野県、静岡県 の記録 は人為分布と思 われる。

イモ リで は青森県西部 ・東南部 、宮城県、福島県 中部 ・南部、石川県 、福井県、岐

阜県 中部、和歌 山県西部、徳 島県、高知県西部、熊本県 、大分県で の分布記録が増

加した。

今回新たに報告された以上の分布域 は、ほとんどが従来から知られて いたもので

はあるが、今 回の調査の結果、細かな分布範囲がよ り明確 になったことに意義があ

るといえる。

ウ.分 布の動向に留意す べき種

今回の情報から、そ れぞれの種の分布動向について知ることは難しい。そもそも、

今回の情報 は、最新の記録 からかなり古い記録までを一括したものであ り、年代ご

とに分析することが困難で ある。今回の調査の結果、多くの種で分布情報が前回よ

りむしろ増加したが、これはそれぞ れの種の分布動向を反映す るもので はなく、以

前にはなかったほど、調査努 力が高まったことを反映するものといえよう。す なわ

ち、まず 、生物種 の保護 ・環境の保全という意識が一般に高まるにつれ、これまで

生息 して いても気 にもされなかったものが、にわかに注 目され出したと いう傾向が

あり、とく にそ れは低地 に分布す る止水産卵性サンショウウオ類で顕著である。次

いで 、各都府県 などが独 自のレッドデータブック作成のために、特別の調査 を頻繁

に行うようになっ たこ とが、むしろ多くの種で分布域 が以前よ り広 がる結果 を生み

出したと いえる 。従って 、分布の動 向を知るためには、今 回の結果、分布 の記録が

明らかになった地点で、今後動向を眺めていくしかな い。

エ.情 報が前回より増加した種

すで に述べ たように、ほとんど の種で情報は大幅に増加 した。その中で最も増加

が著しかったのは、前回の調査で1メ ッシュの地域からしか報告のなかったホクリ

クサンショウウオで、今回は24メ ッシュに分布することが分 かった(24倍)。 これ
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以外で はカスミサンショウウオの前回56メ ッシュが189メ ッシュ(3.41倍)に 、ブ

チサンショウウオの30メ ッシュが96メ ッシュ(3.30倍)に なったなど、どの種も大

幅に分布情報が増加した。前回とまったくメッシュ数が変 わらなかったのは、ツシ

マサンシ ョウウオであるが、この種 は対馬という狭 い地域 に分布し、しかも比較 的

卵嚢 が見つかりやす いなどの理 由から、前 回まで にほぼ調査 が完全 になされて いた

ことを今回の結果 は物語っている。

オ。情報が得 られない種 、地域につ いて

まったく情報が得ら れな かった種はな いが、分布情報の得 られた地域からみると

空 白地帯が少なからず 目につく。カスミサンショウウオ、ブチサンショウウオ、ハ

コネサンショウウオ、イモ リについては、山口県 の情報が欠 けて いたし、オオイタ

サン ショウウオも四国 の情報が十分ではなかった。このよう に、一般に 中国、四国

地方 の情報 が不足して いる傾向がみ られたが、ヒダサンショウウオでは奈良県 、ベ

ッコウサン ショウウオで は鹿児島県 の情報 が欠けて いるなど、まだまだ調査が必要

な地域 は残っている。
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(3)カ エ ル 目

① 当該分類群の概説

ア.分 類と種数、世界的な分布

今回は37種5亜 種につ いて調査がなされた。これは、前回(環 境庁 自然保護局,

1993)の 対象となった34種4亜 種に、オキタゴガエルR碗o`ogo/o海 εη51∫、アマミ

ハナサキガエルR.伽0履 θη∫ゴ5、オォハナサキガエルR.5μ ρ70〃0肋α、コガタハナサ

キガエルR.〃 醜ηo〃妙αo耀〃2が新たに加わったものである。このうち、後の3種 は、

前回までハナサキガまルに一括されて いたものである(Matsui,1994)。

世界から記録されて いるカエル 目の種は約4161あ るのに対し、 日本産の種は37

であるから、そ の割合は0.9%に 満たないことになるが、これはカエル 目の適応放

散の中心 が熱帯域 にあることと関連している 。これを反映して 、いわゆる 日本本

土と琉球列島の間には、種類相に大きな違いがある。両地域に分布する3種(オ オ

ヒキガエル、ヌマガエル、ウシガエル)を 除けば、面積 的には本土よりずっと狭 い

琉球列島産のカエル 目には、本土産の16種4亜 種よりも多い18種1亜 種が知ら

れて いるのである。

イ.日 本産の当該分類群特徴

サンショウウオ 目の場合 と同じく、固有性の高いのが 日本産のカエル 目の特徴

で、移入種3種(オ オヒキガエル 、ウシガエル、シ ロアゴガエル)と 、国外にも同

一種ないし亜種 が 自然分布する10種(ア マガエル、エゾアカガエル、チョウセン

ヤマアカガエ ル、トノサマガエル 、ツチガエル、ヌマガエル、ヤエヤマハラブ チ

ガエル、アイフィンガ ーガエル、リュウキュウカジカガエル、ヒメアマガエル)を

除く、残りのすべての種 ・亜種が 日本だ けに分布 して いる。すなわち、移入種を

除外すれば 本土産21種 ・亜種の71.4%、 琉球列島産19種 ・亜種 の73.7%が 固

有である。特に、琉球列島産のアカガエル科では、固有度が8L8%に ものぼるこ

とが注 目される。

②今 回の調査結果

ア.今 回得られた分布情報の傾向について

今 回の調査の結果、後 に詳述す るよう に、 ほとんどす べて の種で分布情報は前

回に比べ、極 めて大幅に増加した。その結果、ナガ レタゴガエル、ダルマガエル、

ヌマガエル、ウシガエ ルの各種 ・亜種で 、やや情報 が不足 して いると判断された

以外 は、本土産のすべて の種 ・亜種 につ いて 、今回得 られた情報により、前回ま

での問題(松 井,1993)の 多くは解消され、各種の分布パターンは、ほぼ表さ れたも

のと考えられる。また 、琉球列 島産 の種 ・亜種につ いて もすべてが分布パターン
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を表 し て いる とみ なさ れ た。

最 も メ ッ シュ 数 の多か っ た の はア マガ エ ル の1036メ ッシ ュ(2次 メ ッ シ ュ準 拠)

で 、ヤマ ア カ ガ エ ル(672メ ッ シ ュ)、シュ レ ーゲ ル ア オガ エル(601)、 タゴ ガ エ ル(587)、

トノ サマ ガ エ ル(580)、 ツ チガ エ ル(561)、 アズ マ ヒキ ガエ ル(548)の 各 種 ・亜種 は500

メ ッシ ュ を超 え た 。 こ れ ら はいず れ も本 土 産 の種 で あ る。 本 土 産 の種 でメ ッ シ ュ

数 が100に 満 た な かっ た の は、ダ ル マガ エ ル(71メ ッシ ュ)、 ナ ガ レ ヒキ ガ エ ル(67)、

ナ ガ レ タゴ ガ エ ル(48)と 、 島 喚 に分 布 す る ツ シ マ ア カガ エ ル(9)、 チ ョ ウセ ン ヤ マ

アカ ガエ ル(4)、 ヤ クシ マタ ゴ ガエ ル(3)、 オ キ タゴ ガ エ ル(2)で あっ た。

一方 、 琉 球 列 島 産 の種 ・亜種 で は リュ ウキ ュ ウ カ ジカ ガ エ ル(58メ ッ シ ュ)、 ヒ

メ アマ ガ エ ル(58)が メ ッシ ュ 数50を 超 えた だ け で 、30メ ッシ ュ以 下が 多 く 、ナ ミ

エ ガエ ル(5)、 ハ ナ サキ ガ エ ル(5)、 コガ タ ハナ サ キ ガエ ル(4)が 最 も分 布 域 が狭 か っ

た 。

イ.新 知見 ・新情報の得られた種

ほとんど の種 で分布情 報 に関する新たな情報 が多量に集積 された。ヒキガエ ル

科では、ニ ホンヒキガエ ルで兵庫県 南部 、奈 良県 東部 、和歌山県西部 、島根 県 、

岡山県 、広 島県 北部、徳 島県、愛媛県北部 、福 岡県 、熊本県 、大分県 の記録 が 、

アズマ ヒキガ エルで青森県北部 、岩手県東部 、宮城県 、山形県東部、福島県西部、

福 井県 、岐阜県 の記録が 増加した。 北海道にお けるアズマ ヒキ ガエル の記録 は 、

古 くから知られて いる函館 付近で記録が増加 しただ けでなく、明らか に人為分 布

と考え られる記録 が道央部で得られた。ミヤ コ ヒキガエルでも、沖縄島最北部 で

人為分布 が記 録さ れた。ナガ レヒキ ガエ ルで は和歌山県南部 の記録に加え、岐阜

県の最東北端で記録が得られた。

アマ ガエル科で は、ア マガエ ルで北海道東部 ・中西部 、宮城県、山形県 西部 、

福島県 南部 、新潟 県 中部 、石川県北部、福井県 、山梨県 、長野県中北部 、岐阜 県

北部、和 歌 山県 西部、鳥 取県、岡山県西部、福 岡県 、佐賀県、熊本県、大分県 南

部、鹿児 島県、種 子島など、大幅 に記録が増え た。一方、ハロウェルアマガエ ル

で は沖縄島最 北部の記録が増加した。

アカガエ ル科で も記録 の増加 は著しい。タゴガ エルでは青森県 中部、岩手県 北

部 、宮城県 、山形県東南部 、福井県 、岐阜県 、愛知県 北部、兵庫県 北部 、和歌 山

県北部、鳥取県、島根県東部 、広 島県東部、徳 島県東部 、福岡県、大分県東南部、

熊本県 が記録 の増加地域を含 む。ナガレタゴガエルでも栃木県西部、群馬県西部、

埼玉県西部 、神奈川県西部 、富山県 、福井県 と石 川県 境、長野県、兵庫県と鳥 取

県境という、新産地 が続 々と見つかって いる。 リュウキュウアカガエルで は沖縄

島 の本部半島で の記録が加わった。ニホンアカガエル につ いては、秋 田県北部 、

宮城県、 山形県東 部、福 島県 中部、富山県 、福井県、愛知県 西部、兵庫 県東 部、
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奈良県 、鳥取県 、島根県 、岡山県東 部、広島県北部、香川県北部、福岡県、佐賀

県 、熊本県、大分県、宮崎県南部;鹿 児島県東部 と、分布記録は著しく増加 した。

同様 にヤ マア カガエルでも分布記録 は著 しく増加 し、青森県北西部 ・東 南部、岩

手県東部 、宮城県 、山形県 中部、新潟県 中部 、福 井県 北部 、山梨県 、岐阜県 、兵

庫県北部 、奈 良県 、和歌 山県、鳥取県 、島根県東 部、広 島県南部、愛 媛県 西部 、

福 岡県 、佐賀県、熊本県 、大分県北部 、宮崎県 南部からの報告があった 。エ ゾア

カガエルでも北海道の分布 の空白を埋める、多くの地域からの記録が報告された。

トノサマガエルでも分布情報 は大幅に増加 した 。す なわち、宮城県南部 、山形

県東部 、福島県西部、新潟県 中部、富山県、福井県 、岐阜県 北部、愛知県東部 、

和歌山県南部、鳥取県、島根県東部、岡山県西部、徳島 県北部、香 川県、愛媛県 、

福岡県 、熊本県、佐賀県 、大分県、鹿児島県 からの記録 により'、これまでの分布

の空 白は大幅に埋まったが、宮城県 南部の記録は トウキョウダルマガエ ルの可能

性 もある。これらに加えて、人為分布と考えられる北海道からの記録 が加わっ た。

ダ ルマガ エルでも、今 回は岐阜県南部 、兵庫県南部、 岡山県西南部、広 島県 東部

の記録 が追加 された。 トウキョウダ ルマガエ ルでは宮城県 の記録が増加 した。ま

た、トノサマガエル同様、人為分布と思われる記録が北海道にある。

ヌマガエルで は岐阜県 北部 ・南部、大 阪府 、兵 庫県 北部 、和歌山県、 島根県東

部 、岡山県 、広 島県 、徳島県、香川県 、福 岡県 、佐賀県 、熊本県、大分県 、鹿児

島県 の記録 が加え られた。このほか に、新 たに神 奈川県 の記録が報告さ れたが、

これは人為分布 の可能性が高い。ウシガエルでも大幅に記録が増え1北 海道南部、

青森県 、岩手県 、宮城県 、山形県東部、福島県西部 、茨城県南部、埼玉県、神奈

川県、新潟県西部 、富山県 、福井県、長野県東部 、岐阜県南部、和歌山県南部 、

島根県、 岡山県西部、広 島県北部、徳島県北部、福 岡県東部、熊本県 、大分県 、

鹿児島県北部 の空 白が埋 まった。ツチガエルでも 青森県東部、岩手県 南部、宮城

県 、福 島県西部、栃木県 北部 、神奈川県 南部 、新潟県西部、富山県、・福 井県 、 山

梨県 北部 、岐阜県、兵庫県 北部、和歌山県北部、鳥取県、島根県東部、岡山県 西

部 、広 島県東部、香川県 、愛媛県西部、'佐賀県、熊本県、大分県、鹿児 島県 、種

子 島と、記録は大幅に増加 した。加え て北海道各地からの記録が報告さ れたが、

これら は人為分布とみ られる。・

ハナサキガエルで は分布域が減少 した が、これ はアマミ ハナサキガエル 、オ オ

ハナサキ ガエル、コガタハナサキガエル が独 立種 どされたためである。イシカ ワ

ガエルでは奄美大島、.沖縄島本部半島からの記録が加わつた。

アオガエ ル科で もシ ュレーゲルアオ ガエ ルで分 布情報 は大 幅に増加した。す な

わち、岩 手県 南部 、宮城県 、山形県南部 、福 島県 南部 、.富山県、石川県 北部、福

井県 、長 野県 南部 、愛知県 、和 歌山県、鳥取県 、島根県東部、0岡山県 、広島県東

部 、香 川県 ぐ愛媛県、福岡県∴佐賀県、熊本県 、9大分県 、鹿児島県からの記録 に
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よ り、分布の空 白地帯は大 幅に少な くなった。モリアオガエルでも宮城県、石 川

県 北部、岐阜県 、兵庫県 北部、島根県、広島県東部で分布記録が新 た に追加さ れ

た。カ ジカガエルでも同様 に、分布情報 は極めて大幅 に増加しており 、青森県東

部 、宮城 県、山形県、福 島県 、茨城 県、富山県 、石川県北 部、福井県 、山梨県 、

岐阜県 北部、兵庫県北部、和歌 山県 、鳥取県、島根県、岡山県 、広 島県 、香川県、

熊本県 、大分県 南部、鹿児 島県 から報告 があった。シロアゴガエルで は宮古 島、

石垣島 から記録 があったが 、こ れは入為分布である。なお 、ヒメアマガ エル科で

は分布 に関する大きな追加情報はなかった。

ウ.分 布の動向に留意すべき種

今 回の調査では 、種 ・亜 種の分布域の減少を直接裏付 けるような情報 は得 られ

なかったが、逆 にアカガェ ル科の いくつかの種 ・亜種などで 人為分布 と考えら れ

る記録 が著しく増加し、特 に北 海道でそうした傾向がみられた。これ は在来種 の

保護 ・保 全の観点から、今 後検 討すべき大きな問題である。今回の報告ではヌマ

ガエル が新たに神奈川県 から記録 さ れたが、この種はすでに千葉県 、栃木県 でも

発見 されている。北海道 の場合 もそうだが、これらの種は作為 的か無作為的か は

不 明なものの、人為分布 したものである可能性が高く、新 しい分布 域に定着して

いる例が多いようである。これには地球温暖化現象もからんで いる可能性がある。

エ.情 報 が前 回よ り増加 した種

す で に述 べ た よう に 、サ ンシ ョ ウ ウ オ 目の 場合 と同 じく 、 ほとん ど の 種で 今 回 、

情 報 数 は大 幅 に 増 加し た。 前 回 は ま だ調 査 対 象に 含 ま れて い な かっ た オキ タ ゴ ガ

エ ル 、 今 回 細 分 さ れた ハナ サキ ガ エ ル(前 回ま でア マミ ハ ナ サ キ ガ エ ル 、 オ オハ ナ

サキ ガエ ル 、 コガ タ ハ ナサ キ ガ エ ル を 含 んで い た)を 除 く と 、最 も 増 加 率 の 高か っ

た の1まナガ レ タゴ ガェ ル(前 回Sメ ッ シ ュ、今 回47メ ッシ ュで5.88倍)で あ った が 、

カ ジカ ガ エ ル(前 回148メ ッシ ュ 、.今 回494メ ッシ ュで3.38倍)、 ツチ ガ エ ル(前 回

175.メ ッ シ ュ 、今 回561メ ッシ ュ で3.21倍))、 ヌ マガ エ ル(前 回119メ ッ シュ 、今

回364メ ッ シ ュで3.06倍)、 ウ シ ガ エ ル(前 回155メ ッ シ ュ、 今 回473メ ッシュ で

3.05倍)な ど 、 本 土産 の種 で 前 回の3倍 を超 える情 報 が集 まっ、た 。

本 土 産 の残 り の種 ・亜種 で も 、 トノ サ マガ エル(2。94倍))、 ア マガ エ ル(2.82倍)、

ニ ホ ン ア カガ エ ル(2.73倍)、'ヤ マ ァ カ ガ エル(2.52倍)、 ダ ルマ ガ エ ル(2。43倍)、 エ

ゾ ア カ ガ エ ル(2.39倍)、 タ ゴガ エ ル(2.35倍)、 シ ュ レーゲ ルア オガ エ ル(2.34倍)、

ニ ホン ヒキガ エ ル(2.31倍)、 アズ マ ヒ キ ガエ ル(2.03倍)と いう よ う に 、・ほと んどで

2倍 以 上 と いう 大 きな 増加 が あ り 、増 加 率が2倍 に満 たな かっ た の はモ リアオガ エ

ル(1.79倍)、 ト.ウキ ョ ウダ ルマ ガ エ ル(151倍)、 ナ ガ レ ヒキ ガ エ ル(1.45倍)と 、限

ら れ た 面 積 の 島 喚 に分 布す るッ シ マ ア カ ガ エル 、ヤ ク シマ タ ゴ ガ エ ル 、 チ ョウ セ

204



ンヤマアカガエル(いずれも前回と同値)で あった。島喚産の種 は狭 い地域に分布す

るため、新産地が見つか っても既知のメッシュ内に収 まってし まうこ とが多 く、

こう した結果がもたらされたと考えられる。

本土産の高い増加率に対し、琉球列 島の種では増加率が低かったが、それで も

アマミアオガエル(前 回6メ ッシュ、今回15メ ッシュで2.5倍)、 イシカワガエル(前

回6メ ッシュ、.今回14メ ッシュで2.33倍)で は増加率が2倍 を超え 、オキナワァ

オガエル(L88倍)、 ハロウェルアマガエル(1.86倍)、 ミヤコ ヒキガエル(1.8倍)シ ロ

ァゴガエル(1.75倍)、 リュウキュウアカガエル(1。75倍)で も増加率は高く、最低の

オオ ヒキガエルでも1.11倍 の増加がみられた。,

オ.情 報が得られない種、地域につ いて

今回、まったく分布情報 が得られな いという種 ・亜種 はなかっ た。本土産 の種

のほとんどで は、得られ た情報から一応、分布のパタ ーン が引き 出せる が、一部

の種 では情報が若干、不足 していると判断さ れた。た とえ ば、ナガ レヒキガエル

で は富 山県、岐阜県が情 報不足であるし、タゴガエルで は埼玉県の情報が欠けて

いる。ま た、ニ ホンアカガ エルで は和歌山県、愛媛県 、ヤ マアカガエルでは山 口

県、鹿児島県 、トノサマガ エルで は山 口県、島根県 の情報 が不 足して いる。ッチ

ガエルで も山 口県 、福島県 が情報不足であり、 シュレーゲルアオガエル、カジカ

ガエルでも山口県の情報は不足していると考えられる。

このほか、現時点ではやや情報が不足していると判断されたのも、ナガ レタゴ

ガエ ル、ダルマガエル、ヌマガエル、ウシガエルと いう、すべて本土産の種 ・亜

種で ある 。ナガ レタゴ ガエルでは奈良県 、三重県 が情報不足であるが、この種 は

発見さ れにくいため、他地域を含め、今後分布情報 は増加す るであろう 。ダルマ

ガエルで は四国が情報不足 なことに加えて 、長野県 の伊那 谷にも記録 があると考

えられる(澤畑他,2000)。 ヌマガエルでは滋賀県、島根県 、山口県、四国西部が情

報不足であり、ウ シガエル も滋賀県 、島根県、山口県 、高知県 、宮崎県 の情報が

不足して いるが 、これら の県 の一部で は、すでに詳細 な分布調査が終わって いる

ので 、その成果が提供されれば、今回の分布の空白は大幅に埋まるであろう。

琉球列 島産の種 ・亜種につ いての分布情報 は、すで に前 回までで、ほ ぼ飽和 し

たと考えられて いた(倉 本,1993)。 今後 、新産地が判明しても、それらはこれまで

に挙 げられたメッシュの 中に収まってしまう可能性 が高く、今 回以上の情報の増

加 は望 めないと思われる。
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(4)カ メ 目

① 当該分類群の概説

カメ 目は胴を甲羅が覆う 、頭蓋 の側頭部 に空所(側 頭窓)が ない、などの特徴 をも

っ爬虫類 の中でもよ くまとまった一群で 、中生代の三畳紀以降 、あまり姿を変えず

に現在に至っている。長 らく初 期の爬虫類で ある杯竜類直系の無弓亜綱の一員 とさ

れてきたが(Lee,1995)、 近年、詳細な形態学的、分子系統学的研究 から非常 に特殊

化した双弓亜綱の一群であることが示されて いる(た とえばRieppel,2000)。

現 生のカメ 目は頭 ・頸部を保護する際 、側方に曲げて 背甲と腹 甲の前側縁 間に隠

す 曲頸亜 目と、まっすぐ 甲中に引き込んで隠す潜頸亜 目とに二分される。こ のうち

曲頸亜 目はヨコクビガメ科とヘ ビクビガメ科 に分けられ、アフリカ、マダガスカル、

オーストラリア、南アメ リカに分布 している。これに対し11科 からなる潜頸亜 目は、

極 ・高地とオース トラリアめ 中 ・南部を 除く ほぼ全 世界に拡がって おり、 日本にも

外来種を含め5科12属13種1亜 種が分布している。このうち2科5属5種 は海生

で 、残りは陸生ないし陸水 生である(千 石 ほか,1996;小 林ほか,1999)。

日本にみられる海生種のうちオサガメ科のオサガメは世界的にみて も1科1属1

種で あるが、遊泳力が強いため両極周辺を除くほぼ全世界 の海 域から記 録されて い

る。 しかしその一方で産卵場所 は熱帯地方に集中し、そ のほとんどで産 卵個体 の減

少が懸念されている(Spo廿laθ'砿,1996)。 日本で の産卵記録 は見 当たらないが、特に

冬季 、比較的高頻度で 日本海沿 岸に打ち 上げられることが知られて いる(Nishimura,

1964;亀 崎,1994)。

残る4属4種 の海生種は、すべてウミガメ科に属する。本科は全体で5属6な い

し7種 を含み、ほぼ全世界 の温帯以南の海域 にみられる。 日本にみられる種のう ち

ヒメウミガメは、国内では発見例 が少なく産卵も確認されて いない(西 村 ・原,1967;菅

沼,1994)。 しかし国外で はオサガメ ほどではないものの広く分布し、大西洋 の北半

球部を除く世界 中の熱帯～温帯 の浅海にみられる。 また熱帯地方 のいくつ かの浜で

は、ア リバダ と呼 ばれる大 規 模 な集 団 上陸 ・産 卵 を行う こ とで も知 ら れて いる

(MarquezM,1990)。 他の3種 は国内でも産卵し、特 に本州の中部以南の各地に産卵

するアカウミガメにとって は、・日本は太 平洋の北半球沿岸地域 の中で ほとんど唯一

の産卵場所として個体群の存続 上極めて重要 な地位 を 占めて いる(亀 崎 ほか,1994;

Bowenθ1鼠,1995)。 アオウミガメは、屋久島以南の琉球列島と小笠原諸島で産卵が

みられ、特 に小笠原諸島で は比較的多く の個体が上陸するが、近年、上陸個体数の

減少が懸念されている(亀 崎 ほか,1994)。 琉球列島で は、従来から上陸頭数はアカウ

ミガメよ りはるかに少なく、しかも上陸が限られた場所 に集中する傾向にある(亀 崎

ほか,1994;Ki㎞kawaε10Z,1998)。 タイマイは、国内では少数が琉球列島で産卵する

だ けで、沿岸で の発見例もアカ ウミガメやア オウミガ メに比べて少な い(亀 崎ほか,
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1994)。 世界的にみるとアオウミガメ とタイマイ の産卵場 は、低緯度地方に散ら ばっ

ており、 日本はアジア ・太平洋地域 にお けるこれら の種の産 卵場の北限となって い

る(MarquezM.,1990)。 このほか近年、琉球列 島近海でアオウミガメの変異型とみ な

されることもある クロウミガメが相次いで発見されており(亀 崎直樹氏,私 信)、 生息

状況の解明が今後の課題となっている。

一方陸生ないし陸水生種のうち5属6種1亜 種が属するイシガメ科 は
、世界的に

はユ ーラシアと 南 ・北ア メリカ(西 インド諸島を含む)の 温帯から熱帯 、及 び北アフ

リカ に分布し、31属85種 あまりを含んで いる(疋 田,1988)。 日本に分布するものの

うちイ シガ メと リュウキ ュウヤマガメは種 のレベルで、またミナミイシガメ とセ マ

ルハコガメ は亜種 のレベ ルで 日本固有で、イシガメ は北海道 を除く本土とそ の周辺

の島懊に、リュウキュウヤマガメは沖縄諸 島に分布して いる(千 石ほか,1996)。 固有

の2亜 種 は従来 、八重山諸島だ けに分布 して いたが、現在で は琉球列島内 のそれ以

外の島喚でも、人為的に持ち込まれた個体に 由来する集団がみられる(Ota,1999)。 一

方、クサガメ はイ シガメ と同様 、本州以 南の本土と 周辺の島喚に分布する ほか、朝

鮮半島南部や大陸 中国の南東部 、台湾にも拡 がってお り(Iverson,1992;ZhaoandAdleろ

1993)、 人為 的移入 に由来す ると思 われる集 団が琉 球列島にもみら れる(増 野 ほか,

1998)。 またミナミイシガ メの基準亜種で あるシ ロイシガメは、近畿地方と台湾 ・大

陸 中国南東部 に大きく飛 び離れて分布しているが、これは近畿地方 の集 団がおそら

く台湾 からの移入に 由来するためと思われる(Yasukawaε'鼠,1996)。 北アメ リカから

の輸入個 体 に由来 するアカミミ ガメ の野外個 体群 は、現在で は北海道 を除く本土 や

琉球列島、小笠原諸島など各地で定着して いるとさ れる(千 石 ほか,1996)。 南北アメ

リカの陸水域 に広 く分布するカミツキガメ は、北アメリカの別属種 ワニガメ ととも

にカミツキガメ 科を構成して いる(疋 田,1988)。 近年 、ペットとして の輸入 に 由来す

ると思われる個体 が、国内で相次いで発見されている(小 林ほか,1999)た め、今 回新

たに調査対象 に加えられた。

日本産水生種 の最後の一つス ッポン が属するス ッポン科 は、アジア 、ニ ューギニ

ア、アフリカ 、北アメ リカに分布する23種 を含んでいる。これらの種はふつう13

属 に分類され、そ の中でス ッポンはPθ10訪50π∫属とされることが多いが(Meylan,1987)、

ここではよ り保 守的な分類 に従 っておく。ス ッポン は、東アジア の島嗅域か ら大陸

にかけてかなり広 範囲に分布しており(lverson,1992;ZhaoandAdleろ1993)、 国内で は

北海道を除く本土や一部の周辺島懊、及び琉球列島にみられる(千 石ほか,1996)。 こ

のカメは食用と なるため各地で養殖が試 みられ、古 くより本来 いなかった場 所へも

持 ち込 まれ、人為 的に分布を拡げてきた。酵素タン パク支配遺伝子の変 異を指標 と

した研究 と地域住 民からの聞き取り調査 の結果、現在 の分布地のう ち少 なく とも琉

球列 島につ いては 、 日本本土や 台湾 から の人為 的移入 に由来することが示さ れて い

る(SatoandOta,1999)。 日本本土の集団につ いては、台湾や大陸の集団との間で遺伝
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的な 分 化 が 認 め ら れる こ と から 、 在来 集 団 で あろ う と考 え ら れて い る(SatoandOta,

1999),

②今回の調査結果

まず海生種については、上述のクロウミガメを除き 日本近海 から記録のある5種

す べて に関す る情報 が得られており、アカ ウミガメについてしか情報が得 られなか

った第4回 の調査に比べ、格段 に高い成果が得られたといえる。さ らにアカウミガ

メ につ いても、情報がメッシュ数 にして6倍 あまりに増えており、調査結果 が現実

の分布 によ り近づ いたと考 えられる。ただ しその一方で 、依然 、情報に地理 的な偏

りがある のは否 めな いで あろう 。たとえ ばアカウミガメで は、比較的規模の大き な

産卵場 を擁す る はず の愛知 県 、宮崎県 、そ れに琉球列 島の大 部分(亀 崎ほか,1994;

Ki㎞kawaθ'o∠,1998)で の情報 が得られて いない。この状況 は国内での産卵が知 られ

ている他 の2種 についても伺様で 、このうちアオウミガメで は繁殖 の報じられて い

る屋久島、沖縄島、八重 山諸島での、タイマイにつ いても八重 山諸島での(亀 崎ほか,

1994;Ki㎞kawaε'砿,1998)情 報が欠落していると思われる。

産卵 しない種 のうちオサガ メにつ いて は今回、比較的多 くの記録が特に能登半 島

周辺か らもたらされて いる。これは、おおまかには本種 が特 に冬季、本州の 日本海

沿岸に漂着する頻度 が高 いというこれまでの研究者 らの記述(亀 崎,1994)と も合う。

ただし記 録が能登半島だけ に集 中する傾 向(こ の傾向は上記3種 にも共通)に っ いて

は、潮流や 回遊ル ートなど の要 因に基づ く漂着の実態を反映するというよりも、む

しろ今 回の協力者の地理的な偏 りの影響のほうが大き いので はないかと考え られる。

これまでオサガメ の漂着が多数記録されて いる新潟県や福 岡県(亀 崎,1994)か らの記

録が今回の調査結果にまったくみられないことも、このことを強く示唆 して いる。

ヒメ ウミガメの確認が2メ ッシュしかないことについて は、本種の 日本近海で の生

息密度が低いこと(亀 崎ほか,1994)が 大きく影響していると思われるが、かつてよ り

広 い範囲で本種 の混獲や漂着が記録された(菅 沼,1994)こ とを考えると、姿 かたちの

比較的類似したアカウミガメとの混同(西 村 ・原,1967;Frazier,1985)が 、今回の広い

範囲で の記録 の欠落 に多 少なりとも影響 して いる可能性 が残 る。なお今回ヒメ ウミ

ガメが記 録された鹿児島県 の馬毛島と石川県 からはこれまで本種 の記録はなく(菅 沼,

1994)、 今回が初記録と考えられる。

海生種 の場合と 同様 、陸生 ・陸水生種についても、第4回 の調査 に比べて はるか

に多くのメッシュ情報が得 られ た。特に 日本本土 に分布するイシガメ 、クサガメ 、

アカミミガメ、スッポンの4種 についてはいずれも前回の5倍 を上回るメッシュに

つ いて記録がよせられて いる。これに対 し琉球列島のみに分布するリュ ウキュウヤ

マガメ 、セマルハコガメ 、ミナミイシガメにつ いて は、前4種 ほど には記録 が増え

ていない。これは小島喚と いう分布地の性質上、メ ッシュ数 にあらわれる形での記

209



録の増加が鈍かったためと思われる。

調査対 象種 のうちセマルハコガメ は、自然分布す る石垣 島と西表島(当 山 ・太 田,

1991)が ともに入ってお り、分布パタ ーンを表わす情報が得 られたと いえる 。リュウ

キ ュウヤマガメ につ いて も前回の調査で は含まれなかった久米島や沖 縄 本島の本部

半 島が加わ り、大きく精度を上げている。ただし本種のもう 一つの産地で ある渡嘉

敷島.(当山 ・太 田,1991)か らは情報がなく、これが今後の課題 といえよう。 クサガメ

にっ いて は、今回の調査で大きくメ ッシ ュ情報が増加したものの、関東北部 、中国

西部、四 国西部 、九州 南東部、それ に人為 的移入に由来する集 団の存在 が報 じられ

た沖縄 島(増 野 ほか,1998)に 不完全と思 われる箇所が残った。本種 に関する 今回の調

査結果の 中で特 に注 目されるのは、自然分布 しないはずの北海道(千 石 ほか,1996)か

らは じめて複数 の記録 が得られた点で、他種に比べ高頻度 で特 に(中 国原産のものを

含む)幼 体 が商取 り引きされる(青 木,1990;増 野ほか,1998)本 種 が、人為的 に津軽海

峡を越 えて北上 しつつあることを示唆している。同様の"北 上"傾 向は外来種であるア

カミミガメにも認められ、今 回の調査で は北海道の複数の場所から記録 されて いる。

一方 でアカミミ ガメ は琉球列島からも記録されてお り
、このうち種子 島と宮古島か

らのもの は島喚群(そ れぞれ大隅諸 島、宮古諸島)レ ベルでの初記録と思 われる。し

かし一方で、分布 の報 じられて いる八重 山諸島(Ota,1999)や 大東諸 島(大 沢 ・大沢,

1997)か らは、今回は記録されなかった。

イ シガメ も、今 回の調査で大きくメ ッシュ情報が増加 したもの の、関東北部、 中

国西部 、四国西部、九州南東部 に記録のまったくないエリアが残っ た。 これらの"空

白"は 、前述 のクサガメや後述のスッポン 、さらにはヘビ亜 目、 トカゲ亜 目の本土産

の種 にも共通す ることから、情報の不十分な場所と考えるのが妥 当で あろう。ただ

しクサ ガメと違 い関東 一北陸地 方よ り北 にイシガメの分布 メッシュが一つ しかない

点 につ いては、調査の不完全さというよ りクサガメに比べ本種 がよ り暖地 を好 む傾

向 にあることを反映しているのかも知 れない。前回の調査でミナミイ シガメの近畿

個 体群 として 扱われたシロイシガメ は、今 回の調査で も近畿地方のこ ぐ一部から記

録された。これは本亜種の分布パターン を表わしていると思われる(Yasukawaε ∫o乙.

1996)。 一方、別亜種ミナミイシガメ は、前回の調査でも確認された 自然分布地 の八

重 山諸島 に加え 、前 回は確認されなかった宮古島や沖縄島からも記録 さ れた。 しか

しそ の反面、移入個体群の存在 が報じられているケラマ諸 島の阿嘉 島や トカラ列島

の悪石島(Yasukawaθ 如 ∠,1996)か らは、分布情報は得られなかった。これはこうした

集団の消失というよりは、協力者の地理 的な偏りとみるべきであろう。

ス ッポンの分布は琉球列島につ いて はおおむねこれまでの記録(SatoandOta,1999)

が確 認されて いるが、本種が分布す ると思われる種子島(OtaandEndo,1999)か ら は

情報 が得 られ なかっ た。さらに産地間の空 白も 目立ち、依 然かなり情報 が不足して

いる よう に思わ れる。これは調 査者の地 理的な偏りとともにス ッポン が 、他 の陸水
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生のカメ類に比べ水 を離 れることが少なくかつ夜行性 の傾 向が強いため 、'その存在

が人に気づ かれ にくいことも一 因となっているのか も知 れない。カミツキガメにつ

いて はメッシュ数 こそ少な いものの関東 と中国地方 から記録 されてお り、本種が複

数 の場所で放逐さ れ、いままさに野外で拡がりつつ あるこ とを示唆する 結果となっ

た。

今回得られた情報 は、量 的にも地理的範囲にお いても前 回に比べて飛躍的 に増大

して いる。とはいえ依然として 、情報 の空 白地帯と思 われるエ リアが比較的広 い範

囲に見受 けられる。この調査シリーズが 、最終的 には各調査 の時点で の各対象種 の

地理的分布を正確 に記録し 、分布 の経時的動態をモニターして各種の保全策(移 入種

の場合は防除策)に 資す ることを 目的とすることを考えると、この点 については今後

の調査で 引続き 改善努力が強く望まれる。特に分布 の狭 い固有 種 ・保 全対象種を擁

する一方で、近 年、多くのカメ 類がさかんに外部から持ち込 まれある いは島喚問を

持ち運ばれている琉球列島ぞは(増 野 ほか,1998;Ota,1999)、 より精度の高 い調査が必

要で あろう 。さ らに今回対 象とならなかった種のうち 、ワニガ メのよう・に国外から

持ち込 まれ定着が予想される種や(小 林ほか,1999)、 上述のク ロウミガメのよう に在

来 と思われる個体 が新たに 日本領内から記録された種 につ いて も、今後適宜、調査

対象 に加えてゆくことが望 まれる。この ほか海生種 につ いて は、同じ"確 認"で あ

って も保全上の意 味合 いが少なからず異なる死体の漂着 、海上(中)で の 目撃、及び

産卵上陸を、区別して扱う努 力が望まれる。
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(5)ト カゲ 亜 目

① 当該分類群 の概 説

トカゲ亜 目は爬虫綱、双弓亜綱の中の1分 類群で、胴が鱗 に覆われる、ふつ う四

肢 、外耳孔 、上 側頭 弓が あり歯 が顎骨要素に固着す る、などの特徴を持つ。 ただ し

これらはいず れも祖先的 な形質状態とみ なされ、系統学的にはトカゲ 目の中からよ

り派生的な形質 でまとまるヘビ亜 目やミミズ トカゲ亜 目を除 いた、側(擬)系 統的 な

分類群と考え られて いる(Estesε10乙,1988)。

現 生のトカ ゲ亜 目をいくつ の科 に分割するか につ いて は定説がなく、研究 者の間

でも意見が大きくくい違ったままになっている。ここでは、松井(1992)の17科 に分

割する考え に従って話を進める。これら17科 のう ち、移入に 由来するものも含め現

在 日本 に分布 して いる のは、ヤモ リ科、アガマ科、イグアナ科、トカゲ科、カナ ヘ

ビ科の5科 である。

ヤモリ科 は、高緯度地方と高高度地方を除くほぼ全 世界に分布し、2亜 科(う ちト

カゲモドキ亜科 は独立 の科とされることが多 い:Iquge,1987)7属13種(う ち2つ は未

記載種)4亜 種が 日本領内から報告されて いる(千 石 ほか,1996)。 このうちオンナダケ

ヤモリ、ヤ モ リ、ミナミ ヤ:モリ、オガサ ワラヤモ リ、ホオグロヤモリ、タシ ロヤモ

リ、キノボ リヤモ リの7種 はいわゆる広域分布種で 、 日本以外 のアジアやオセアニ

アの熱帯 ・亜熱帯島喚(オ ンナダケヤ モリ、オガサ ワラヤモリ、ホオグロヤモリ 、キ

ノボリヤモリ)、 あるいは大陸南東部(ヤ モ リ、ミナ ミヤモ リ、タシ ロヤ モリ)に も広

く分布 して いる。 こう した分布 はこれらの種が、人為 的な物資の移 動にまぎ れて分

布 を拡大する能 力にたけていることを示唆している(Ota,1989)。 また国内で は南硫黄

島と南鳥 島だけから知ら れるミナミ トリシマヤ モリ は、国外では隣接するミク ロネ

シア に分布 が限られ 、漂流分散 により海洋 島間で 分布を拡大 した可能性が考えられ

る。これに対し残る5種4亜 種は 日本固有で、うちクロイワトカゲモドキは沖縄諸

島と奄美諸 島の一部にみられ、基準亜種以外に4つ の亜種が認識されている。残る

タ ワヤモリ 、ヤ クヤ モリ、タカラヤモ リ、ニ シヤモ リは琉球列 島北部から瀬 戸内海

沿岸にかけて のエリア のうち、それぞれ比較 的限ら れた範囲 に分布 して いる(千 石ほ

カ、.1996)。

アガマ科 はマダガスカ ルとオセアニアの小島喚 を除く 旧世界の熱帯 ・亜熱帯 に広

く分布 して お り 、一部がユ ーラシア 大陸 中部 の乾 燥地 帯 にも進 出して いる(松 井,

1992)。 日本 には琉球列 島にキノボリトカゲー種が分布するのみで 、基準亜種 が奄美

諸島と沖 縄諸島 に、別亜 種サキシマキノボリ トカ ゲ が宮古諸島と八重 山諸島 に固有

分布している。 なお台湾 には別亜種キグチキノボリトカゲがみられる(Ota,1991)。

イグ アナ科 は本来、新大陸と周辺の島喚 、マダガ スカ ル、フィジ ーだけに分布す

るグループで あるが(松 井,1992)、 米国南東部原産のミ ドリアノールが物資にまぎれ、
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あ るいはペットとして南太平洋のいくつ かの島に持ち込まれ、野 外で繁殖して いる。

国内では小笠原諸 島と中部琉球の沖縄島で、'野外個 体群が確 認されて いる(千 石 ほか,

1996),

トカ ゲ科 は高緯度地方 を除くほぼ全世界に拡 がっており(松 井,1992)、 国内でも5

属13種1亜 種が、トカゲ亜 目の科としては最も広 い範囲に分布して いる。このうち

トカゲ(ニ ホン トカゲ)は ロシアの沿海州 に、アオスジトカゲは台湾や大陸 中国の南

東部に、ミヤコ トカゲはフィリピンやマ レーシア、ミクロネシア、メラネシア に、

ッシマスベ トカゲ は朝鮮半 島の中 ・南部 と周辺の島喚 にも分布している(千 石 ほか,

1996;Chenθ ∫鼠,2001)。 またオガサワラトカゲは種として は南太平洋からイン ド洋の

島喚に広 く分布す るものの、亜種 として は 日本領 内の小笠原諸 島、硫黄 諸島 、南鳥

島に固有となっている(中 村 ・・上野,1963;千 石ほか,1996)。 残りの3属7種1亜 種 の

う ち、オカダトカゲ は伊豆諸 島に、バーバートカゲ 、オキナ ワトカゲ 、オオシマ ト

カゲ 、ヘリグロヒメ トカゲ は琉球列島の 中 ・北部 に、イシガキ トカゲ 、キ シノウエ

トカゲ、サキシマスベ トカゲは琉球列島南部に固有に分布している(千 石 ほか,1996)。

カナヘ ビ科 はアジアとアフ リカに限って みられる群で、一部は北極 圏内や 砂漠 に

も生息して いる(松 井,1992)。 国内では3属6種 がみられ(た だし最近ではサキシマ

カナヘビ属をカナヘビ属 の下位 同物異名とする意見が有力:Amold,1997)、 このう ち

北海道 の北部 に生息するコモチカナヘ ビは、国外で はユ ーラシア大陸 の温帯 から寒

帯 にも広く分布する。また国内では対馬 のみに分布するアム ールカナヘ ビは、朝鮮

半島にも分布する。残 りの2属4種 は 日本の固有種で、うち3種 は琉球列島の 中の

ごく限られた島懊域のみに生息している(千 石ほか,1996;TakedaandOta,1996)。

②今 回の調査結果

まずヤモリ科では、第4回 の調査以降に追加された種 ・亜種も含め、国内から知

られるすべての種 ・亜種につ いて、分布の情報が得られた。しかもほとんどの種で、

今回の情報量は荊回の調査で得られたものを大幅に上回った・調査対象のうちオン

ナダケヤモリ、ヤモリ、タ ワヤモリ、ヤ クヤモリ、タカラヤモリ、ホオグロヤモリ、

タシロヤモリ、ミナミトリシマヤモリ、クロイワトカゲモ ドキ 、オビトカゲモドキ、

イヘヤ トカゲモ ドキ 、ヤマ シナ トカゲモ ドキについては、得 られた情報 がほぼそ れ

ぞれの分布パターンを表 わして いると思 われる。なかでもこれまで徳之 島以 南から

しか見つかっていなかったホオグロヤモ リ(Ota,1989)が 奄美大島から記録されたこと

は、本種の分布の北への拡大と いう点で 注 目される 。ただ しヤモリにつ いて は、本

種の分布 の北限と思われる青森県や秋 田県 、ある いは山 口県 の本土部分(山 形県 立酒

田東高等学校生物クラブ,1966)な どが空 白となっている。'

ヤモ リ科 の上記以外 の種につ いては、程度 の差 はあるものの いず れも依然 、情報

不足 とみなされよう。 たとえ ばミナミヤ モリに関し'ては、おそらく本種め 自然分布
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の北限となる長崎県(松 尾,1989)、 鹿児島県 の本土部分(Todaε ごα!.,1997)、尖閣諸 島

(Otaε!α∠,1993)、 さらには移入個体群が定着している伊豆の八丈島(Otaε'砿,1995)

や和歌山県 西部(岡 田,1998)で の分布情報が得られていな い。ただしその一方で 、今

回得ら れた静 岡県 や神奈川県から の記録 は本種の本州東部 の本土部分 から の初めて

の報告であ り、今 のところ定着を示唆す る情報はないが、今後注視 して ゆくべきで

あろう。オガサ ワラヤモリにつ いては最 近、固有ク ローンの存在 に基づ いて大東諸

島の集 団だけが在来ではないかとされているが(Yamashiro8'厩,2000)、 今回の結果

には保全 生物学上最も重要なこの集 団が含まれていない。10年 ほど前に初 めて国内

から記 録されたキノボリヤモリについて は、西表島と宮古島 に加え近年 、多良間島

と石垣島でも確認されて いるが(菊 川 ・戸 田,1998;ス ケイル編集部,1999)、 今回の調

査で はこれらのうち後の2分 布地 に関する情報が得られなかっ た。マダ ラ トカゲモ

ドキ につ いては、基準産地で ある渡名喜 島からの情報 が得 られなかった。 これ は単

に調査協 力者 の地理的な偏 りが表 われただ けなのかも知 れないが、縮 小 の懸念され

るこの集 団(環 境庁,2000)が 、すでに消滅 かそれに近い状態にあることを反映する可

能性 もあり、早急 な追調査 が望ま れる。今 回得られた情報 の最 も不十分 な のがニシ

ヤモリで 、分布が報じられている長崎県の平戸や本土部分(松 尾 ・江島,1990)が 完全

に空 白になっている。

アガマ科のキノボ リトカゲ とサキ シマキ ノボリトカゲ に関する情報 は、両者を合

わせて基準亜種 として扱った第4回 調査の時に比べ2倍 以上に増えている。収集さ

れた情報 は、キノボ リトカゲで伊 平屋島と渡名喜島の部分が抜 けて いる ものの、全

体 としてほぼ両亜種の分布パターン(当 山 ・太 田,1991)を 表わしているといえる。

イ グアナ科 のミ ドリア ノール は、前 回記録 が示された石垣島からは確認 されなか

った。これは先の記録が繁殖集 団の存在 を示すものではなく、たまたま野外で発見

さ れた単 独の逃走(放 逐)個 体で あった可能性 を示唆している。ただし本種 の定着力

や増殖した場合の在来のトカゲ類への影響(S舳andNagoshi,1999)を 考えると、こ

の件 につ いて は今後も特 に注視 してゆく必要 があろ う。一方 、沖縄 島南部で確認さ

れた繁殖集 団(太 田ほか,1995)に 関しては、前回に続き今回も情報 は得られなかった。

この集団につ いて は最近でもそれらしいトカゲが 目撃されて いることから(菊 川章氏,

私信)、 繁殖集 団は依然残存して いる ことが懸念され、より場所 を絞っ た集 中的な調

査 が望 まれる。

トカゲ科のう ち 日本領 内では尖 閣諸島だ けに分布す るア オスジ トカゲ(Otaε'砿,

1993)に ついて は、前回の調査に続き今 回も情報は得られなかった。残り5属11種1

亜 種のうちツシマス ベトカゲとオガサワラトカゲにつ いては 、分布メ ッシュ数は前

回と変わらず 、他 はメッシュ数 が増加している。このうちヘリグ ロヒメ トカゲにつ

いて は、分布 の最北限にあたる鹿児島県三島村の島々(Otaε10∠,1999)の 情報が完全

に欠落してお り、やや情報不足 とみなさ れる。残りの種 ・亜 種につ いて は、得られ
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た情報 はおおむねそれぞれ の分布パターン を表わして いると思 われるが、トカゲで

山形県、山口県(本 土部分)が 、バーバートカゲで渡嘉敷 島が空 白になっている点は、

実際の分布の空白で はなくて情報不足を反映している可能性が高'い。

カナヘビ科は3属6種 のすべてについて、おおむねそれぞれの分布パターン を表

わす情報が収集 されたと思 われる。ただカナヘビで 、分布 の南端にあたるトカラ列

島の平島、諏訪之瀬島(Otaε ∫厩,1994)が 、アオカナ ヘビで記録のある渡名喜島、粟

国島、伊平屋島、伊是名島など(当 山 ・太田,1991)が 抜けて いる点で は、や はり実際

の分布の空 白と いうよりは情報不足を反映する可能性が高い。

カメ 目の場合 と同様 、今回得られた情報は、量的 にも地理的範囲にお いて も前 回

に比べて飛躍的に増大して いるが、情報の空 白部も依 然、少な いながら見受 けられ

る。この問題点 に対 して は今後 の調査でも引続き改善努 力を行って ゆくことが強く

望まれる。特に分布の狭 い固有種 ・保全対象種を数多く擁する(環 境庁,2000)一 方で、

近年、ミ,ドリアノ ール などめ外部からの持ち込みや、ヤモ リ類などの島嗅間での人

為的移動が報じられて いる琉球列島では(Ota,1999)、 よ り精度の高い調査が望まれ

る。今回初めてホオグ ロヤモリが奄美大 島から記録 された が、今後本種 の侵入 ・定

着が、琉球列島全域で減少 が伝えられるタ シロヤモ リの比較 的良好な状 態で保存さ

れて いる奄美大島集 団(Ota,1989)に 対してどのような影響 をもたらすかにつ いては、

特に注視してゆく必要があろう。 日本産 トカゲ亜 目の分類に は依然、不完全な点が

多く、今回対象 とした未記載種ニ シヤモ リやタカラヤモ リの ほかにも、たとえば沖

縄諸島で は最近新 たにミナミヤモ リに酷似した別の未記載種が発見され(Todaε'砿,

2001),尖 閣諸 島にはタイワンスベトカゲ に類似 したスベ トカゲ属集団 が生息する

ことが示唆されている(陳 賜 隆氏,私 信;Ota,2000)。 今後これらを適宜、調査対象に

加えてゆくことも必要である.。
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(6)ヘ ビ亜 目

① 当該分類群の概説

ヘ ビ亜 目は前述 のトカ ゲ亜 目と 同様 、爬虫綱、双弓亜綱の トカゲ 目に属す る一群

で 、鱗 に覆われた細長いからだ、四肢 ・外耳孔 ・可動性の瞼 ・上側頭弓などの消失 、

長く2分 した舌など、多くの派 生的形質状態によって特徴づ けられる(松 井,1992)。

ヘビ亜 目の単 系統性や これがトカゲ亜 目の中から分 岐した点 につ いて は、現在 では

ほとんど異論は出されな いが(Estesε'以,1988)、 トカゲ亜 目内のどの群に系統的に最

も近いか、ある いはどのような進化 的過程を経て上記 のよう な形態的特徴を備え る

に至ったかについては依 然 研究者間でも少なからず意見が異なって いる(Zaherand

Rieppel,2000),

現生のヘビ亜 目をいく つの科に分割す るかについても定説がなく、トカゲ 亜 目の

場合と同様、研 究 者の間でも意見が大きくくい違って いるが 、ここで は松井(1992)

の14科 を認める考えに従って話を進める。これら14科 のうち 日本にみられる のは

メクラヘ ビ科、ヘビ科、コブラ科 、クサリヘビ科の4科 のみで、他 はより温 暖な低

緯度地方や新大陸など に分布 して いる。

メクラヘビ科は一部の乾燥地や高地を除く ほぼ全世界 の熱帯 ・亜熱帯に分布し、160

種あまりが知ら れて いる。このうち 日本国内に生息す るのはメクラヘビ(ブ ラ ーミニ

メクラヘビ)の みで、琉 球列島や伊豆 ・小笠原諸 島など多くの島懊にみられる。この

種 の国外での分布 は非常 に広 く 、太平洋やイン ド洋 の、海洋島を含 むほとん どの熱

帯 ・亜熱帯島喚や 、隣接する大 陸の沿岸部 のほぼ全 域から報告されて いる。メ クラ

ヘビは3倍 体の いわゆる全雌種で、単為生殖 を行う ことが知られており、そ のため

漂流分散や人為分散によって急速 に分布を拡大してきたと考え られて いる(Otaθ ∫認,

1991),

ヘビ科は1500種 あま りを擁するヘビ亜 目中では最大の科で 、極地と海洋島、そ れ

にオース トラ リア の 中 ・南部を 除く ほぼ全世界に分布 し、 日本領内からは、移 入種

も含めて10属23種4亜 種 が報告されて いる。すなわちタカチホヘビ、シマヘ ビ、

ジムグ リ、アオダイ ショウ、シ ロマダラ 、ヒバカリ、ダンジョ ヒバカリ、ヤマカ ガ

シ が 日本本土やそ の周辺 の島填 に、アマミタカチホヘビ、リュウキ ュウ アオヘ ビ、

キクザトサワヘビ 、アカ マタ 、ガラスヒバァ、そ れに台湾から持ち込ま れたと思 わ

れるタイワン スジオが 中部琉球(沖 縄諸島、奄美諸島、 トカラ列島南部)に 、イ ワサ

キ セダカヘビ、ヤ エヤマタカチ ホヘビ、サキシマスジ オ、ヨナ グニシュウダ、サキ

シマア オヘビ、サキシママダラ 、サキシマバイカダ 、ミヤラ ヒメヘビ、 ヒメ ヘビ、

ミヤ コヒバァ、ヤ エヤマ ヒバァが南部琉球(八 重 山諸 島,宮 古諸島)に 、そして シュ

ウダが尖閣諸島、アカマダラが尖閣諸島と対馬に分布 して いる(千 石 ほか,1996;Ota,

2000a)。 このうち22種 ・亜種 は 日本固有で、残 りは朝鮮半島や大陸中国の東部 、台
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湾など に同種 ・同亜種の個体群がみられる。

260種 あまりからなるコブラ科は、砂漠と高地を除くほぼ全世界の中緯度 ～熱帯地

方 に分布 して おり、上述 のヘビ科とは対 照的 にオース トラリアで特 に著 しく 多様化

して いる。 なお太平洋やイン ド洋の熱帯～温帯海域にみられる海生のウミヘ ビ類 や

エラブウミヘ ビ類 は、独立 した科(ウ ミヘ ビ科)に まとめられることもあるが 、近 年

の分岐学的、分子系統学的研究 の結果をみる限りコブラ科 として扱うのが妥 当と考

えられる(Keogh,1998;SlowinskiandKeogh,2000)。 日本では陸生のものとして はごく

最近、ハイから別亜種に分 けられたクメハイ(1∫θ〃励泌go7鋸 ノqρoη∫o〃5磁α7αゴOta,Ito

etLin,1999)を 含む1属2種2亜 種が、海生のものとして は5属9種 が報告されて い

る(中 村 ・上野,1963;Ota,2000a)。 陸生の種 ・亜種のうち ヒャンは中部琉球の固有種、

イ ワサキ ワモンベニ ヘビは八重山諸 島の 固有亜種となって いるが、いず れも近縁 の

別種ないし別亜種 が台湾に分布している(Ota,1991;Otaθ'o∠,1999)。 一方海生のもの

は、 日本の領海 内のほか に少なくとも台湾の近海 にも生息 しており、分布が国 内に

限られる固有種 ・亜種は見当たらない(千 石ほか,1996)。

180種 あまりからなるクサリヘビ科はオ ーストラリアとマダガスカルを除くほぼ全

世界の熱帯 ～温 帯に分布 し、ユ ーラシア大 陸の憎部で は北極 圏にも進 出して いる。

一般 に1属1種 の原始的なアゼミオプス亜科
、ピット器官 を持たないクサリヘ ビ亜

科、頬部 にピット器官を持 つマムシ亜科 の3つ に分 けられ、 日本で は現在、マムシ

亜科の2属7種 がみられる。このうちマムシ属のマムシは大隅諸島から北海道 にか

けて の本土 と周辺離 島に広く分布し、ツシママムシ は対馬 に固有に分布 して いる。

残 りはハブ属で 、トカラハブが トカラ列島南部の宝島と小宝島 に、ハブ とヒメハブ

が奄 美諸 島と沖縄 諸 島に、サキシマ ハブ が八重 山諸島 に 自然分布す る(千 石 ほか,

1996)。 加えて 台湾 からユ ーラシア大陸東部 に分布するタイ ワンハブが沖縄 島中北部

に、またサキシマハブも八重山諸島から沖縄島の南部に持 ち込まれて放逐され、現

在で はそれぞれ野外で繁殖個体群を形成して いる(勝 連ほか,1996;Ota,1999)。

②今回の調査結果

今回の調査では、ヤエヤマタカチホヘビやサキシマアオヘビ、ダンジョヒバカリ、

ウミヘ ビ類 など前回の調査で はまったく情報 のなかったものの多くにつ いて情報が

得られ 、そ れ以外 のほとんどのものに関して も、前 回に比べてより多くの分布情報

が得られた。 しかしそ の一方で、国内では尖閣諸島にしか分布しな いシュウダや、

少なくとも戦後 、確実な確認記録のないトゲウミ ヘビなどについては、前回 に続き

分布情報 がまったく得られなかった。

まずメクラヘ ビ科のうち唯一 日本領内に分布す るメクラヘビについては、前回の2

倍近い23メ ッシュ分の分布情報が得られた。このうち長崎県と静岡県からは初めて

の記 録で、これらが一過性 の移入個体 の発見 にすぎ ないのか、それとも繁殖集 団の
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定着 を意 味す るのか について今後確認する必要があろう 。いず れにせよ上 述 のよう

な本種 の性質 から考えて、.これらの場所 に最近、鉢植 の土 などに混入 された状態で

持ち込 まれた可能 性が高い。一方、国内ですでに記録 のある本種の分布 地のうち、

西端 にあたる与那 国島をはじめ、尖閣諸島、大東諸島、伊豆 の八丈島など(Otaε'o∠,1991,

1995)に お ける分布 の情報がなく、この点でやや情報不足と言わざるを得な い。

ヘビ科のうち、イワサキセダカヘビ、アマミタカチホヘ ビ、シマヘビ、ジムグリ、

サキシマスジ オ、ヨナグニ シュ ウダ 、アオダイショウ、リュウキュ ウア オヘ ビ、'キ

クザ トサ ワヘ ビ、アカマタ 、サキシマバイカダ、ミヤラ ヒメヘ ビ、ヒメ ヘビ、 ヒバ

カ リ、ダンジョ ヒバカリ、ミヤコ ヒバァ、ガラス ヒバァ、ヤエヤマ ヒバ ァについて

はほぼ分 布パタ ーン を表わす情報が得 られたと考えられる。ただしこのうちアマミ

タカチ ホヘビにつ いて は、既知 の分布の西端となる渡 嘉敷 島や近年新 た に記録され

た加計 呂麻 島から確認されてお らず、同様 にミヤコ ヒバァも分布 の西端 となる伊良

部 島から、またガ ラス ヒバ ァは分布の東端となる喜界島から(当 山 ・太 田,1991;林,

1997;太 田 ・高橋,1997)情 報が得 られなかった。また本土 に広く分布するシマヘビ、

ジムグ リ、アオダイ ショウ、ヒバカ リなどについても、分布の輪郭はおお むねおさ

えられて はいるもの の、特に宮 崎県 、山 口県 、高知県 、福 島県 などに比較的大きな

分布情報 の空 白が認められる。一方、1標 本に基づいて宮古島への分布が報じられて

以降(高 良,1978)、20年 以上も同島から記録されなかったサキシマバイカダが、今回

同島で再確認さ れたのは注 目に値する。 本種は最近 、伊良部島からも発見 されてお

り(高 橋1996)、 宮古諸島の広い範囲に生息する可能性 も考えられる。

残るヘ ビ科 の種 ・亜種のうち、タカチホヘビ、ヤエヤ マタカチ ホヘビ、サキシマ

アオヘビ、アカマダラ、サキシママダラ、シロマダラ、ヤ マカガシにつ いては依然、

分 布の全貌 を検 討す るには情報不足と考 えられる。 このう ちタカチホヘ ビについて

は{分 布 の北端となる 青森県や南端 と思われる宮崎県(大 野,1987)の 情報が得られ

てお らず、ヤエヤ マタカチホヘビについて は西表島(当 山 ・太 田,1991)が おさえられ

て いない。サキシマアオヘビも、これま でに標本に基づ いて分布が確認されて いる

石垣 島や波 照間島、竹富島1小 浜 島など から情報が得られていない。ただ今回の調

査で 、他種 について比較的まとまった情報 の得られて いる宮古諸島 から本種が記録

1されなかっ た点 は、本種がこの地域 に分布せず、以前 の本種 の記録が誤 認に基づく

・可能性(饒 平名ほか
,1998)を 支持すると思われ興味深 い。アカマダラ とサキ シママダ

ラ について は・そ れぞ れ尖閣諸島の魚釣 島、及び分 布の南端に位置する八重 山諸島

の波照間島から の情報 が欠落しており(当 山 ・太田,1991)、 同様にシ ロマダ ラについ

て は、分 布の北限と なる北海道 のほか、岩手県や茨城県 、山 口県 、宮崎県 などの本

土部分 、さらには奥尻島や佐渡 、隠岐、壱岐、五島列 島、男女群島 、下 甑島、三島

といった本土周辺の離島(大 野,1989;Todaand・0島da,1999)に おける分布情報が欠落

し ている。'ヤマカガ ジにつ いては 非常 に多くの分布情報が得られ たが1福 島県や山
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口県 、宮崎県に著しい情報の空 白地帯がある。

コブラ科では上述のトゲウミ ヘビのほか、同じく海生 のマダラウミヘビ につ・いて

も今 回情報 が得られなかった。マダラ ウミヘ ビは、今 回一例 しか情報のよせ られな

かったセグ ロウミヘビとともに、これまで比較的多 くの漂着 が本州 や周 辺島喚の沿

岸で報告されてお り(た とえ ば本間,1990)、 今 回の情報 の欠落 については今後さらな

る追調査が望まれる。残 りの種 につ いて は、情報 は得 られて いるものの、いずれも

十分とは いえず 、たとえ ばイワサキ ワモンベニヘビ は西表島 について、 ヒャンは奄

美大島以外の島喚につ いて(当 山 ・太 田,1991)分 布がおさえ・られていない。ハイに関

する情報には、最近新亜種として記載されたクメハイ(Otaθ'鳳,1999)の ものが含 ま

れると思 われるが、伊平屋 島(ハ イ)や 渡 名喜島(ク メ ハイ)に つ いて情報が得 られて

いない。海生種のうちエラブウミヘビとヒロオウミ ヘ ビにつ いては、産 卵場 の最北

限となる大隅諸島の硫黄 島や 口永 良部島 、トカラ列 島の宝島 、小宝島、奄美諸島の

与論島、宮古諸島の来間島、'八重山諸島の石垣島(太 田,1995)な どに関する分布情報

が完全 に欠落して おり、ア オマダラウミヘビにつ いて もこれまで高頻度で発見され

ている八重山近海(Otaθ'α ∠,1985)に ついて情報が得られていな い。さらに琉球列 島

近海の広 い範囲から記録さ れて いるイイジマウミヘビ 、クロガシラウミヘビ、ク ロ

ボシウミヘビ(千 石ほか,1996)そ れぞれについても、今回の調査ではそのごく一部 か

らしか分布情報が得 られていない。

クサ リヘビ科で はマム シを除く全種 につ いて、分布 パタ ーン を反映す る情報が得

られたと考えられる。マムシに関しても得られた情報 の量そ のものはかなり多いが、

分布 の南限である屋久 島や 、確実 に分布すると思わ れる山 口県 、香 川県 につ いて 情

報が得られておらず(千 石ほか,1996)、 今後の調査が待たれる。

今回得られた情報 はカメ 目や トカゲ亜 目のものと 同様 、量的 にも地理的な範囲に

.おいても前回のものに比べて飛躍的 に増大して いる。 しかし依然、情報 の空 白部 も

残されており(特 に宮崎県,山 口県,高 知県,福 島県 など)、 今後の調査でも引続き

改善努力を行って ゆくことが望まれる。またこれも トガゲ亜 目の場合と 同様 、特 に

分布 の狭い固有種 ・保全上の重要種 を数多く擁し(環 境庁,2000;Ota,2000a,b)、 一方

で 近年、タイワンスジオ、タイ ワンハブ などの外部 からの持 ち込み、サキシマハブ

やサキシママダラ(定 着 は未確認)の 島喚問での移動 が報 じら れている琉球列島で は

(勝連 ほか,1996;Ota,1999)、 より精度の高い調査が望ま れる。特 に尖閣諸島の近年の

状況 に関する情報 がまったくないことは、重大な問題で ある。この島懊群は大陸棚

状 に位置する一方で琉球弧 とは比較的深 い海域で隔て られてお り、そ のため琉球 の

島々の中にあって は特異な地史、動物相を擁している(Otaε ∫o∠,1993)。 この尖閣諸

島うち特に多く の在来種が 生息する魚釣 島で は、現 在、.人 為 的に持ち込まれ野生化

したヤギによる環境破填が進んでいることが強く懸念 され(横 畑 ・横 田,2000)、 早急

に爬虫類を含む生物相の現状 に関する調査を行う必要がある。
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4. ,ま と め 、

(1)調 査の概要

種め多様性調査 における動物分 布調査 は、哺乳類 、鳥類、両生類 ・爬 虫類、淡水 魚

類、昆虫類(ト ンボ類 、セミ類及び水生半翅類、チョウ類、ガ類 の一部、甲虫類 の一部)、

貝類(陸 産貝類 、淡水 産貝類)を 調査対象に実施 した。本調査においては、鳥類 を除き調

査方法 は前回 を踏襲し、種の同定能 力のある専 門研究家に協力を要請 し、分 布情報 の

提供を求めたものである。結果として現在まで約5,300名 の協力が得られ、延 べ報告件

数はおよそ108万 件にのぼった。これらの分布に関する原情報 は、3次(約1㎞ ×1㎞)

メッシュ の情報で あるが、分布図に整理するに際して は2次(約10㎞ ×10㎞)メ ッシ

ュに変 換 して表 示した。分布図は、報告 のあった全ての種 について作成し、分類群 ご

との分冊(哺 乳類 、両 生類 ・爬虫類 、淡水魚類 、トンボ類 、チ ョウ類、ガ類 、セミ類 及

び水 生半翅類 ・甲虫類、貝類の8分 冊)と してとりま とめた。なお、前述のとお り鳥類

に関して は他 の分類群とは分 け、別途とりまとめられる。

(2)動 物分布調査全 般について

動物分 布調 査 は、生物地理学、 生態学等の 自然科 学の基礎資料になるととも に、動

植物 保護管理 の ための施 策立案 に客観的な情報 を提 供するこ とを 目的に、人為的、 自

然的要因によ り変化 し続 けるわが国 の生物相を網羅 的に記録することを 目指 している

ものである。

なお、この調査 を通じて、特定の 目的に利用が限 られて いた各種 の調査結果 や、公

開の機会 が限 られて いた個人の観察記録など が有効 な分布情報として蘇 生されるよ う

期待した。

今回の調査では、ごく限られた期 間のうちに、約2700種 についての分布情報 が得ら

れた。さらに前回からの調査 の累積 によ り、調査対象 種の約95%を 占める2800種 以上

の分布情報が分 布図化された。分布情報 に空 白域が あって全 ての分布 図が全国 的な 分

布状況を表して いるわけで はな いが、「分布パタ ーンを表 して いる」と判定さ れた分布

図が前回よりさ らに増え 、全体の8割 近くを 占めて いること、分布 に関するいくつ か

の新し い知見 が得 られたことなどが今回の動物分布調査の成 果で ある。 なお、今回 の

調査では 、過去 の調査に引続き、全 国の専門家の協 力によ りデ ータを収集する、と い

う調査体制が採 られたが、前回にも増して多くの専 門研究者 の理解が得られた。これ

は、今後 の動物分布調査継続 に明る い展望を与えるものである。

〈3)両生類 ・爬虫類 の調査 について

両 生類 ・爬 虫類 につ いて は、発見 の機会 が時期や 偶然性 に左右されやす く、得 られ

た分布情報は ひとつひとつ が貴重な ものである。今回、こう した分 布情 報が蓄積 され
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前 回調査 に比べ分布図の精度は上がったが 、依然として情報 の空 白地域 や最 近の情報

のない地域 が残る。今後 、そ のよう な地域につ いての情報収集体制を強化す る必要 が

ある。

両生類 ・爬虫類 についての調査の概況は次 のとお りである。

①調査対象種

わが国に生息する両生類の全種64種(亜 種を含む ・以下同様)と 爬虫類の全種100

種、計164種 を調査対象とした。

②調査員と分布情報

調査 は、両生類 ・爬虫類分科会検 討員よ り推薦された両生類 ・爬虫類の専 門研 究

者のうち、280名 の参加協 力によ り実施され、150種(過 去の調査からの累積で160種)

につ いて29,357件(累 積件数41,257件)の 分布情報が得 られた。

③分布 図

分布 図は、160枚 が作成された。分布 図には、それぞれの種 の分布がどの程 度表現

されているか、その程度 を判定し短いコメントを付したが、「分布パターンを表して

いる」 と判定されたものは116(前 回比+34)枚 、 「やや情報不足」と判定されたものは

28(同 一2)枚 、「情報不足」と判定されたものは14(同 一4)枚である。また 「判定不能」

とされたものが2枚 であった。 なお、特 に注意を要するものについては個 別に短い

コメン トを付した。

(4)今後の課題

①調査方法

今回の調査 は、現在の調査方法を採用してから3回 目を数え、多数の分布情報の

提供を得 た。調査者 の絶対数 の問題、調 査密度、地域 の片寄 りの問題 は依然残 され

て いるが 、前 回まで の結果 に比 して、情報 絶対数の問題 は、多 少なりとも改 善され

たとみることができる。今後求められる こととしては、現状 の調査を継続して行い、

情報空 白地 を減 らすこと 、情報の積み上 げを行うこ とはなお重要で あるが、'それ に

加え、分類群、・ある いは種によっては、分布 動態を把握できるよう 、よ り調査精度

を高めるための検討を行う ことが必要になると思われる。

まず 、情報 の積 み上げのために、既存の各種調査情報と、よ り積極的な連 携を図

る必要 がある。近年インタ ーネ ット上で積極 的に情報 を収集 ・発信している 団体(た

とえ ばカエル探偵 団hゆ:〃wwwhc.keio.acjpみ 一fα㎞yama/丘ogs/丘099roup/index.htm1は 両

生類の保全に関する情報 をインターネッ ト上で発信している)が 増えてきて いる。そ
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う いっ た団体 にお いて独 自に分布 情報を収集 している場合 、即時性 が高く、価値の

高 い情報 を保有 して いる例が多 くみられる。それ以外にも、独 自で情報 の収集 を進

めて いる 団体等 の状況を把握し 、この調査 の分布情報 に組み 込んで いく可能性 を検

討すべきである。その際、情報 の使用許可 の問題 、情報 の共有形態 の問題は当然、

検 討すべき課題として留意する必要がある。

また、情報 空 白地 に関しては 、既存の情報収集法で は、今後飛躍的改善 は困難 と

予想される。空 白地の情報 提供を積極的 に求める 、現地調査 を行うなど本調査 の補

足 的な情報収集方法はどうしても必要になるが、既存情報の集積と いう本調査 の当

初 の 目的からは乖離してしまう。それぞれの調査 の位置づけ については 、事前 に十

分 な検討を行うのが望ましい。

今後 の調査方法 の改善につ いて は、たとえ ば、調査をしたにもかかわらず 、分布

記録 が得 られなかった地域 を表示で きるよ うな方 法を取り入 れるべきで ある。分 布

の空 白地帯 が、実 際に分布 しないことを示す のか、未調査で あるこ とを示す のかが

明確 にならな いと 、分布問題 は語 れない。 また、確認された場合であっ ても、そ の

属性 が重要である場合がある。そ れが偶産 ・迷入 なのか、定 着なのか 、人為分布 な

のか 、ある いは、死体なのか生存情報な のか、といったポイン トごと の属性 を記録

することで 、分布情報の質が高まる ことが考えられる。次 に、過去の情報 を考慮 し

た情報集積を行うことも重 要である。過去 に記録 があり、今 回調査をし たにもかか

わらず、分布記録が得られなかった地域がわかれば、そ の地域の重点的再調査の重

要性 が示唆される。 自然変 動によ り、調査時には、偶然 に発見されなか ったのかも

知れ ない。第3に 、必要に応じ 、特定地域のモニ タリング調査を行う ことが考えら

れる。今 回の調 査の結果 、多数の種、あるいは注 目すべき複数種の分 布 の確認され

た地点(す なわち、生物多様性が高 いと推定される地点)に お いて、定点調 査を取り入

れ、微細 な環境下 における分布変 化、個 体数変化を定量的に把握す る試 みも検討す

る必要がある。

②移入種

近年多く の分類群で移入種 による 生態 系の撹乱が大き な問題となって いる。移入

種 はそ のほとんど の場合 、在来種 に対 し脅威となりうる もので あり 、そ の動態を正

確 にっか むこ とは極 めて重要なことである.従 って今後の調査継続 にあ たっては 、

これら移入種を積極 的に調査対象種 とし 、その動向に注意を払うための基礎情報と

す ることも重要である。

③データの公 開

本調査は 「全種」の 「分布情報 」であるという性格から、そのデ ータの公開は種

の保全 に資する場合と、逆に種 の保全に脅威となる場合の両方があり得る。特定 の
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サンショウウオ類や琉球列 島のカエル類 が売り出され、 レッドデ ータブ ック掲載種

と いうことで価格が 吊り上 がると いった事態が発生して いる のが現実 の姿で ある。

しかし、一方でこれらの情報をまったく公 開しない場 合 には 、種の存在 に注意 が払

われず 、結果として情報の集積が無意味となること も考 えられる。これ まで もサン

ショウウオ類などの分 布記録の公 開に関しては注意が払 われてきた。今後ともます

ます、そうした配慮 が重 要となるだろう。一方で、今 回、情報 不足とされた地域 に

おいて 、今後の調査を促進するよう注意 を喚起する努力も必要である。
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第3部 資料





1.自 然環境保全基礎調査検討会名簿

両生類 ・爬虫類分科会

座長 上野 俊 一

岩澤 久彰

太田 英利

大野 正男

千石 正・一

松井 正文

国立科学博物館名誉研究員

新潟大学理学部名誉教授

琉球大学熱帯生物圏研究センター助教授

東洋大学文学部教授

(財)自然環境研究センター研究主幹

京都大学大学院人間 ・環境学研究科教授
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2.種 の多様性調査(動 物分布調査)調 査のてびき

平成9(1997)年 夏 に調査協力者 に配布したもの。
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● 種の多様性調査
(動物分布調査)

∫●調査のてびぎ●

露 蕊 濾 姦蓑雛1綴 霧麟
1濾

はじめに

種 の多様性調査(動 物分布調査)に 参加協力いただ きあ りが とうございます。

環境庁 では、数多 くの専 門家 の方々の御協力 により、我が国の動物 の分布の概況

を把 握 す る今 回 と同様 の調査 を過去2回 にわた り実施 してお り、 これ まで に約

2,000種 の野生動物 の分布図を まとめてい ます。 しか し、 まだ、情報が得 られず分

布 図が作成 されていない種や、分布情報の乏 しい種が少な くあ りませ ん。

我が国の野生動物 の保護の進展 のため、 ひとつで も多 くの種の分布図を作成 ・充

実 してい きたい と考 えてお りますので、以下の項 目に従って、分布情報を積極的に

ご提供下 さるようお願い申し上げ ます。

的

本調査は、種の多様性調査の一環 として、野生動物種の分類 ・同定及び分布状況

に関して専門的知見を有する方(以 下 「専門家」 といいます。)から分布情報を収集

し、我が国に産する野生動物種の全国的分布の現状等を把握することにより、我が

国の野生生物に関する各種保全施策を講じるための基礎的資料を作成するものです。
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調査に使う資料

①調査のてびき'
今、お読みいただいているこの冊子です。調査を始める前にひととお りお読みいただき、このてびぎに従って調査を

お願いします。

② 調 査 票E票 、'N票 各10枚 促 りない場合は当室まで御i醗下さい.)

調査票は2種 類あります。ひとつは縦長のE票 、もうひとつは横長のN票 です。.

記入方法については、後述の 「調査票の記入のしかた」をご覧下さい。

③都道府県別メッシュマップ
5万 分1メ ッシュ地形図の1ン4の 範囲 を1ペ ージとして都道府県 ごとにまとめたA4判 の冊子です。

お送 りいただいた専 門家 カー ドに従い、必要な都道府県のメ ッシュマ ップ をお送 りいた しま した。 ただ し、多 数の

メ ッシュマ ップのお申し出については、御要望 に沿えない場合があ りましたので、御了承願います。

なお、(財)自 然環境研 究セ ンター ・ブ ックセ ンター(電 話03-3813-8809)に おいて9月 上旬 頃か ら、今回配布 した

メ ッシュマ ップ と同様 の ものが販売 される予定です。

④返信用封筒2枚
調査結果を記入 した調査票を(琳)自然環境研究センター(環 境庁作業委託先)に 返送するときにお使い下さい。

調査の進め方

調査は次の手順で進めて下さい。(次ページ 「[種の多様牲調査]の フロ』チャート」を参照 して下さい。)

■
'自らの フィール ドにおける調査 ・研究を通 じて得 られた野生動物種の分布情報(い つ、

誰が、どこで、何を確認 したか)を 調査票に記入 して下さい。

(注1)調査票への記入が不要な情報について

●前回調査より参加いただいている方……第3回(昭 和59年 度実施)、第4回(平 成2、3年 度実施)

調査で提供済みの情報。

●環境庁から都道府県に委託している

調査に協力いただいている方……既に都道府県に対 して分布情報を提供しているもの。

(注2)この調査は、現在お持ちの分布情報を提供していただくことを基本としています。

従ってこの調査のためにわざわざ現地調査を行わなければならないというものではあ りません。

また、各都道府県全域を調査 しなくてはいけないというものでもありません。

(注3)現地調査 を実施 し、動物の捕獲等を行 う場合には、法律等に基づ く許可等を必要とする場合があります。

許可の手続き等についてご不明の点がありましたら、当室へお問い合わせ下さい。

回 平成9年11月30日 までに、それまでに記入済みの調査票を環境庁の作業委託先へ返

送 して下さい(第1次 調査票提出)。

環境庁 では、ここまでに提出された調査票について中間集計を行い、その結果を平成9年 度末までに

専門家の方々にお送 りいたします。

団 第1次 調査票提出後(本 年 朋 以降)も 、引き続き囹 によ噛 査を継続して下さし㌔

環境庁から中間集計結果を受けた後は、分布情報の少ない種や分布情報の得られていな

回 い地域の分布情報の提供に重点を置いていただきますようお願いいたします。'
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平成10年(来 年)11月30日 までに、お手許の記入済みの調査票を全て送付 して下さい

国 (第2次 調査票提出)。

以上で調査の作業は全て終わりです。

環境庁では、専門家の方々か ら提供 された分布情報について集計分析及び分布図の作成を行

欝 鰍 してとり言とめま彊 た・分布情報をデータベースζして整備聴 切に管理

分布情報を畢供いただい々専門家の方々には、関連する分類群の報告書をお送 りいた します。

唖礪

1＼鉾

轟
,,軒'

融

繍
畷 ・
}1r3黛

1磯

鍮
轟1霧

灘

講
灘,一.一 一 鵯`_占_2

■

,[種の多様性調査]の フローチヤー ト

環 境庁9:専 門家

調査用資料提供 資料送付
3点 セット

●調査の…矧 き璽調査票 ●メヅシュマップ

※平哉9年11月 までに記入 し

た調査票をお送 り下さい。

平成9年11月30日 まで

瀬・ 灘 醸
ロ 　

耀i6
達 ・'

繊 議 鐵
畿 鑛 雛 、 。、

騰鑛 嚢
調査中間集計

中間分析

中間分析結果提供

※麗 鰯 縣 駅 入し騰 「

平成10年11月30日 まで

瀦 、1

・ ・

z区 ・3巳

、.覧

灘 鑛 羅購
輩 羅 鷹

灘欝
訟蟹

灘灘 灘灘
乱舗 鼠

調査最終集計 難馨灘 ・・難鍛灘i墾 欄騨 聡 露購 縁
づ ・齢

分 析

とりまとめ

調査成果品
●報告書 ●分布図

鰻難 鰯 騨蟻

成果品送付
,ψ 「b、自

魯7冒

∂
、

軸 ・'

公 表
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調査票の記入のしかた

調査票は、つぎの2種 類をお送 りしました。

E票:調 査地点ことに、そこで確認された種を記入するためのもの

N票:種 ことに、その確認地点を記入するためのもの

2種 類の調査票 について、どち らの調査票を使用するかは各々の調査員の 自由で、調査方法

(場所を定めてそこにいる種をチェックするのか、あるいはいくつかの種を限 りそれらの分布を

調べるのか)に より、使いやすい方を選んで下さい。

ある場所(メ ッシュ)で 、いつ(年 月 日)、どういう種類が確認されたかを記入

するためのものです。 したがって、場所(メ ッシュ)が 異なる場合、または期間

が2つ の月以上にまたがる場合は、原則として新 しい調査票を使用 して下さい。

●ここには何も記入しないで下さい。

他にも、アミのかかった部分には何も記

入 しないで下さい。

●調査者名

漢字とフリガナをご記入下さい。

●調査地

調査を行った(動 物を確認 した)地

点の都道府県名、市区町村名を記入

して下さい。

さらに、メッシュマップ上でその地

点を含むメッシュ内に地名を表す文

字があれば、市区町村名の後の余白

に記入して下さい。

なお、地図上に表示されていなくて

もその場所に明瞭な名称がある場合

は()書 きにして記入して下さい。

→ 例)(白 山神社の森)

淡水魚類の場合は、所定の欄に水系

名、河川湖沼名、具体的位置も記入

し'ごください。

種の多

国2i

性調査(動物分布調査)調

匝
綱喪 賞名

憾 押 谷,、,誠

員 鯉肴2,F

●調査者コー ド

別途お知らせいたしました 「調査者

コー ド」を記入して下さい。

票

乳 類

i2iliO;Oi
カ9ゆ ナ

ノ7シ 轟コー ド

塑 三_ヱ 趾一[弼1一[雇}5…

農 …9…71。…gl。…ゴト.… ゴ
ほセね ロ い

ム 形 畠'1・国 噂 表箔原(小 沼)

⊂驚 ヴ,恩}

p

p

u

p

=
n

u

器
瞳o

,竃バ リ調Lxξ

夢ピレ∬り毎ズこ

レウ串 璽リレガリ捧x竃

ヒノト"り毎翼ε

7ズ 駝団 り4Lズこ

7ズ 乾械∫り皐ズ 三

シロワ▼,∬り象=聡

卜訂り昂ズ聖

シコクト2fり昂ズ竃

廓ンシュウ}ガりネズ竃

工ソ圏∫り串ズξ

B●80▼ ドト"り」トズξ

●騨o糀 シ秘 り捧ズこ

9989カ ワ凋Lズ芭

8●goコジ鼻ズξ

●o罰95ウ セン39串 コ謎

闘竃ナ圃ジ鼻識
ワ9セ,」トズξ

9魯二黙

麟ンシ畠ウジ昂ズ芝

サイゴクニ鳩2【ξ

9辱 ジ昂ズξ

穿辱ノシ7ひ串ズξ

ヤクジ」Lメ三

穿リイ㌘鼻ズ邑

99=ゆ 辱ズξ

リュウ鼻3ウひワ2ウ毒ズ竃

`幽m〕

●1翻,ウ ウ ウ コ職

⊂圃

ヒメヒξズ

ヒ竃ズ

7シ ▼uズ

シコクロ 翼

塩ンウ 轟ウヒεズ

図 サやヒξズ

■ユウシュウヒεx

こズ9モ9Pg

ビワξズ9嘩 グ9

75躍 ズ9聖 グ9

シナノξズ9曼 グワ

望ンカク懸グ,

7ズ ▼壱グラ

m堤 グ5

`画 國r)

肌12説 グ,

い 　ロゆ

1;;Ψ鷲.。9

=嬬誤:多;

認 轍 嵩
6703ウ 嘱璽グリ

`」凶一 塵)

07旧2ウ κ肇グラ

`叩 殉,

`コリモリ8,

ロバロクビワ　 り

1:ll二;鵠窺"

巌生息確露橿にo印 をつける

●確認種

確認した種について、その番号を○

で囲んで下さい。

淡水産貝類 ・陸産貝類の場合、調査 ← 鷲H.』'

票中に掲載されていないものは、別

添の調査対象種一覧を参照して種名

コー ドを調査票裏面枠内に記入して

ください。

;踏艀監,=:

葛;鷲:翼,蓋

饗 霧 実測1:

⑱ 嬬 探箕ア嗣 認
む ンの クカシつコワほり ほ

.鵬 諺認=
:篇 鶏諜=
罵 鶏 識
ヤエ「【曙博95シ ラ洲 闘5

カグ93ウ 愚り

誘

誕;
髄塵

璽M少 廓7鴇 り

●291ツ シΨク肝 カコウ愚り

9鱒9璽 曙go2り 是13

防1gr一 ペンレンコウ璽り

腿 加 ウ2りF一ペンレ3ウモリ

03苅 櫨 ヒゲコウ●り

●321ウ スリ車ゆヒ◎貫コウ璽り

巴=訪 」角断 ヒウ轡ウモリ

;;

翌

:1

"グ ヤ77肇 り

カグヤコウ聖 り

'レン7》肇り

寧ンドノレン3ウ懸り

7プ9謝}り

璽oり7ブ93ウ 愚り

穿椚97》 塾り

9ロ穿穿7プ,コ ウ憩リ

コウ9イ寧 「ア ブ,コウ愚り

穿ガ伊797ツ リコウ曼リ

ヒメ8リカワコウ●リ

ヒメ亭リカワコウモ リ

クビワ2ウ璽リ

ヤ7=ウ モリ

=凶【7コウ墨リ

ヒナコウ曼り

…"ヲ7ウ ■ り

99ヴコ州
ウサ4「3ウ璽り

二亭ンウ壁4:3ウモリ

ユピナガコウ讐り

り」ウやニウユピ伽 ウ肇り

●臆99Lン ヴコウモ

●491乙 串ン9ン2ウ 璽り

凶 臨29ン グ2ウ 肇,

798貯 ピケコウモリ0501二 串ン2チン3ワ 璽リ

シナノ寧サヒゲ7》竪り 髄 脇 少9轟 テンダ ウ肇η

園 ヒゲコウ璽 り 鋼罐,ψヒ亭2ウ璽,

貿 騨 ヒウ置2ウ畢 り ●521ス 葛イo穿 阜2ウ畢リ

エソ◎貯 ヒげ2ウモ り`曽 ル 国)

夘 寧宰ヒゲコウぞ1'■529論"ル

{裏 面 に 紐 く】

●メ ッシュコー ド

調査(確 認)地 点をメ ッシュコー ド

で記入 して下さい。

原 則 として3次 メ ッシ ュコー ドを記

入 して ください。2次 メ ッシ ュコー

ドしかわか らない(そ れ以上 に正確
'な 地点が特定できない)場 合は、最

後 の2桁 には 一(バ ー)を 記入 して

下 さい。

メ ッシ ュコー ドは、同封 した 「都道

府 県メ ッシュマ ップ」を使 ってお調

べ 下さい(メ ッシュコー ドの特定方

法 は6ペ ー ジ参照)。

●調査年月日

調査を行った(動 物を確認した)日

付を記入して下さい。調査をある期

間継続 して、あるいは継続的に行っ

たときは、最初と最後の日付を記入

して下さい。1ケ タの月、日の場合

は、必ず 「0」を付けて記入 して下

さい。

月日が不明の場合は該当欄に一(バー)

を記入 して下さい。ただし、年が不

明の場合はデータとして採用 しない

ものとします。
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.、.あ る種類がどの場所とどの場所で確認されたかを記入するためのものです。

したがって、動物の種類が異なることに新 しい調査票を使用 して下さい。

●ここには何も記入 しないで下さい。

他にも、アミの かか った部分 には何

も記入 しないで下さい。

〆㍉、轡

r'}j
::,..
嚢,舞

㎞ 議羅 竃磁 頴顕 》

蕪

●調査者名

漢字とフリガナをご記入下さい。

肇
撰

雑

鶏

●調萱者 コー ド

別途お知らせいたしました 「調査者

コー ド」を記入して下さい。

淫憲趣

錠
緋
～}琳r一 、・パ."

●採集者名

博物館 ・大学等に所蔵されている標

本を調査 した場合は、採集者名を記

入して下さい。

●分類群コードと分類群名

別添の調査対象種一覧を参照 して、

分類群コー ドと分類群名を記入して

下さい。

駅輝 鷹驚 確

髭

　
§

華

　

●種名コー ドと種名

別添の調査対象種一覧を参照して、

種名コー ドと種名を記入して下さ

し㌔ 傘

験

i{郷 礪 瓢 獲 漣鉱嵐 一・

ぜ

嚢

表面

奮群 照

魅 …・…_,.張 腱 翰

国2

蘇 種の多様性調査(

←!
層.:.'1

ロをおわ
一世 搬
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09カ ゆ 線 処

雛

　
r
J

物 分布 調'

・鷹lI .

)調歪
{}鎖"コ

馨

匝 坐j・'琴

●生息環境

重要なものについては、調査を行っ

た地点の環境を記入して下さい。生

息環境が確定できない場合は記入し

なくても結構です。
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重
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2.0

ノウ サそ
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煽

諺 馨

蓉餐

簗

誤

'1

甲艶庁i餓保■鳥自餓環壇賃査2

藤

?4療r、,.ぜ

轟 善
●メ ッシ ュコー ド

調 査(確 認)地 点 をメッシュコー ド

で記入して下さい。

原則と して3次 メ ッシュコー ドを記

入 して くださ い。2次 メ ッシュコー

ドしかわか らな い(そ れ以上 に正確

な地点が特定 できない)場 合は、最

後の2桁 には一(バ ー)を 記入 して

下さい。

メ ッシ ュコー ドは、同封 した 「都道

府県メ ッシュマ ップ」 を使 ってお調

べ下さい(メ ッシュコー ドの特定方

法は6ペ ー ジ参照)。

●標本所蔵場所

博物館 ・大学等に所蔵されている標

本を調査した場合は、裏面の 「標本

所蔵場所」の欄に記入して下さい。

●甥査地

調査を行った(動 物を確認 した)地

点の都道府県名、市区町村名を記入

して下さい。

さらに、メッシュマッブ上でその地

点を含むメッシュ内に地名を表す文

字があれば、その地名も記入して下

さい。

なお、地図上に表示されていなくて

もその場所に明瞭な名称がある場合

は()書 きにして記入して下さい。
→ 例)(白 山神社の森)

●踊査年月日

調査を行った(動 物を確認した)日

付を記入して下さい。1ケ タの月、

日の場合は、必ず 「0」を付けて記

入して下さい。

月日が不明の場合は該当欄に一(バー)

を記入して下さい。ただし、年が不

明の場合はデータとして採用しない

ものとします。
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メ ツシュコー ドの特定方法

メッシュコー ドは、同封 した 「都道府県別メッシュマップ」を使ってお調べ下さい。

求める地点が掲載されているページが見つかったら、メッシュコー ドを特定します。

各ページのページ番号の下 にある赤い6桁 の数字(○ ○○○一〇〇 ニ2次 メッシュコー ド)に 、

地形図内の各マス目の左下にある2桁 の数字を加えた8桁 の数字が3次 メッシュコー ドにな りま

す。あるページがすべて陸地の場合、1ペ ージは100区 画(メ ッシュ)に 分けられていますが、

は じめの6桁 はすべて共通で、最後の2桁 が100区 画それぞれ異なる番号にな ります。

3次 メ ッシュコー ドは、この8桁 がそろってはじめて有効な(位 置が特定できる)番 号にな り

ます。どの桁の番号も1つ でも異なるとまったく違う場所を示すことになりますので、調査票へ

の転記の際は十分に注意 して ください。

※注意

2次 メ ッシュコー ドしかわからな

い(そ れ以上 に正確な地点が特定

できない)場 合は、最後の2桁 に

は一(バ ー)を 記入して下さい。
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調査票の返送期限

第1次 調査票提 出期限(中 間集計)・… 平 成9(1997)年11月30日

第2次 調査 票提 出期限(最 終集計)・… 平成10(1998)年11月30日

調査結果の取扱
お寄せ いただいた調査票 のデこ一・タは、各種 ごとの集計 を行 うとともに2次 メ ッ

シュ単位(約10㎞x10㎞)の 分布 図を作成 し、公表 します。

ただ し、生息地 の公表に より、乱獲等生息 に重大 な影響 を及ぼす ことが予想 され

る種等 について は、環境庁 において 自然環境保全 基礎調査検討会の関係す る分科会

の意見 を聞 き、 その取扱い を別途決めるこ ととしてい ます。

専門家アンケー ト

今後の業務の参考 にす るための アンケー ト用紙 を同封 しました。

調査結果 とは別に、差 し支 えの ない範囲でご記入いただ き、中間集計時 に調査票

と一緒 にお送 り下 さい。

●調査のてびき●

環 境庁 自然保 護局計画 課

自然環 境調査室

〒100東 京都刊 」ヒ田区霞が 関1-2-2

TELO3-3581-3351・(内 線6439)

FAX・ 直通03-3591」3228

e-mail:jnesCeanet.go.jp
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3.調 査対象種一覧

本調査開始時点(平成9年4月)の 分類に基づき作成。平成9(1997)年 夏に調査協力者 に

配布したもの。
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種の多様性調査(動物分布調査)対 象種一覧

対象 分類群名:両 生類 ・爬虫類

対象分類群 コー ド:72

・ユ)RDB欄 の記 号 凡例

「絶滅 のおそれ のあ る野生生物一レッ ドデ ー タブ ック」(環境庁編 ・1991)に 掲載 され て

い る種 につい てのラ ンクを示す

Ex(Extinct):糸 色滅 種

En(Endallgered):絶 滅 危 惧 種

V(Vulnerable):危 急 種

R(Rare):稀 少 種

Lp(Localpopulatio11):保 護 に留 意 す べ き地 域 個 体群

②情報量欄の記号凡例
前回調査(第4回 基礎調査)ま でに得 られた調査結果を分科会検討委員の判断
により区分 したもの

○:分 布パ ター ンを示す
△:や や情報不 足
×=情 報不足

菜蕩 篇 翻 薬布図不作成)

コー ド 学名

AMPHIBIA両 生綱

CAUDATAサ ン シ ョウ ウオ 目

HYNOBIIDAEサ ンショウウオ科

砂 刀o加 硲 〃8加 妨 ∬

0011砂 〃oム加 〃8加 嬬 雄"8加 伽 雄

0012砂 πoム泌 〃8加 加 鷹 勿ゆo鋸 磨

0020の πoム∠雄 む肥 勝 な

0030毎"o房 雄 吻 刀〃!

00451か πoウ〃 銘4加 吻 ガ

0040ノ 勤 〃o∠う彪σ4∠う召ガ

0050毎 πo∂∠∬ 加 る碑 β泌

0060砂 πo加 〃5〃魯ハ∬ α郷

0490Zか πo西泌 ん諏 〃{2π忽π∬

0530砂 刀o〃∠雄1θ74血

0070ノ 妙720∂♂必1「8箆2ノ滅2泌

0081砂 πoあ 雄 〃4〃 ∠雄

0082憩 πo菰 雄 忽〃〃〃r8

0090蝕"o∂ 加oぬ ヒ鷹 雰

0100Zか πoあ 〃∬ 勿 〃架8ガ

0110!か"oρ 必 ムo〃々 〃8〃 ゴ

0120」 勉吻〃4〃伽 吻 勿 耀 漉 脚7

01300厚 ッ訪o吻 の ～加 鴻 クo溺`z6

和名 RDB 情報量

CRYPTOBRANCHIDAEオ オサンショウウオ禾三卜

0140.4〃 〃 ぬ∬ ノ卿o〃zヒ 鷹

SALAMA:NDRIDAEイ モリ科

0150乃 ～伽 ゆヶ露o厚 認〃詑"oπ1

01610卯 ゆ 〃z〃 ら解 ∬ 勿
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カスミサンショウウオ

カスミサンショウウオ

トウキョウサンショウウオ

ツシマサンショウウオ

オオイタサンショウウオ

ホクリクサンショウウオ

アへ"サンショウウオ

トウホクサンショウウオ

クロサンショウウオ

ハクハ"サンショウウオ

ヤマサンショウウオ.

エソ"サンショウウオ

フ"チサンショウウオ

ヒタ"サンショウウオ

オキサンショウウオ

へ"フ コウサンショウウオ

iオオタ"イカ"ハ ラサンショウウオ

キタサンショウウオ

ハコネサンショウウオ

ム

オオサンショウウオ

イボ イモリ

イモリ

ii

ii

Lp

lLp
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E

E

v
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R

R

R

R
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種の多様性調査(動物分布調査)対象種ワ覧

コー ド 学 名

0162.〈 ンノ76冴8フz∫!ヒピ24滅2

SALIENrlAカ エ ル 目

BUFONIDAEヒ キガ エル科

βψ ノ4〃o〃顕α6

0171β ψ ノ;卯o〃∫ヒ1班ノ巧ワoπ表α∬

0172ノ 免4診」尾クo〃去6z∬ノわ〃刀o∫zび

0173β ψ82磐 とzπム乙z刀5'〃り〃わ だ亦

0180β ψ 煮o〃躍zヒo加

0190/9ψ 〃28〃ン2z∬

HYLIDAEア マガ エル科

0200/Zン42ノ;470774と:セ2

0210ノ 琢 ～滋2ノ診己2ムをプレ'ノ6r∠Zと『

RANIDAEア カガ エル科

02201硫2/7ご2箆 「〃5乃∠ノ72薦z3

ノ勉 〃4噂oガ

0231ノ 乳z〃4㎎oゴz勢oガ

0232湿z〃 己2・吻o∫o泡'館 ∠∫

0233ノ 勉 〃z'㎎oガ ノ4伽 ん 沈 粥 ∠∫

0520ノ 銑z〃45己2加 ノz2〃

0240魚 〃20/bン76レ 伽4

0250ノ 轟2〃4ノ;卯o〃 颪66

0260ノ 轟2〃60/772z2'μ θ7z7富

0270湿2〃4∠ ク〃zヒ=己2

0500磁 〃6φ ψo勝 履

0290ノ 監2〃〃 〃居 ワro〃246z♂託2忽

ノ勉 〃 ρo螂6

0301危 〃6μ 榔6加 吻 α 吻

0302ノ 轟2〃己zアo'畝9と2、ρozo5ご2

0510・ 勉 〃2声4幽6

0320湿z〃`2∠ と'〃ノ20`γを己zlr∠5噂

0330ノ 勉 〃6α%∬ ∂6属4〃

0340ノ 轟z〃4η 星罰o窃2

0540/a2/764〃26〃z∠ ビワz∫亦

0350ノ 肋 紹 〃2〃'〃

0550・ 磁 耀 ぶゆ 擢 〃〃 加

0560ノ 硫z〃己7〃z汐z4〃o〃2ζy401z4〃

0360ノ 能z〃2/24〃2ζ ソ6ゴ

0370ノ 己2/7`7∠∫乃z)そとz,イセ26

0380∠ 彪z!う∠〃45〃 どう砺 ワ6r/z2

0390∠ 勉 翻 〃2乃oム ・血'

和名

RHACOPHORIDAEア オカ"エル科

0400ノ 防4ご 砂 乃o/r鷹5ご ノら㎏8ゐ γ

0410ノ{%46の ワ乃o〃 ∬ 〃r～うO」【召z∬

勲4α 励o燃 吻 跳

0421ノ%4ご ⑳ 乃o!iZ∬ レかz撚1"z廊

0422、 磁4こ のワ乃o渚z∬1～z》z撚2"β"2∠8榔 ∠∫

0430磁6α 勿o鷹oレ,脚 だ∠

0440」 挽48㎎8/rz汝!うz48/8i8ノ'∠

0450茄46ア88η ヒzノ卯oπzヒ26
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シリケンイモリ

ニホンヒキカ"エル

ニホンヒキカ"エル

アス"マ ヒキカ"エル

ミヤコヒキカ"エル

ナカ"レ ヒキカ"エル

オオヒキカ"エル

アマガ エル

ハロウェルアマカ"エル

ツシマアカカ"エル

1タコ"カ"エ ル

タコ"カ"エ ル

オキタコ"カ 　エル

ヤクシマタコ　カ"エル

ナカ"レタコ　カ"エル

リュウキュウアカカ"エ ル

ニホンアカカ"エル

ヤマアカカ"エル

エソ"アカカ"エル

チョウセンヤマアカカ"エル

トノサマカ"エル

トウキョウタ"ルマカ"エ ル

タ"ルマカ"エル

トウキョウタ"ルマカ"エル

ヤエヤマハラフ"チカ"エ ル

ヌマガ ェル

ウシガ ェル

ツチカ"エル

アマミハナサキカ"エル

ハナサキカ"エル

オオハナサキカ"エル

コカ"タハナサキカ"エ ル

ナミエカ"エル

イシカワカ"エル

オフトンカ"エル

ホルストカ"エル

シュレーケ"ルアオカ"エル

モリァオカ"エル

オキナワアオカ"エル

オキナワアオカ"エル

アマミアオカ"エル

ヤエヤマアオカ"エル

カシ"カカ"エル

リュウキュウカシ"カカ"エル

RDB 情報量
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種の多様性調査(動 物分布調査)対象種一覧

コー ド 学 名

0460α ∠ン窃 とz勿6咳 ク乞㎎877'

0470ん 妙8吻 云㎝ ∠望〃60〃脚 よ忍τ

MICROHYRIDAEヒ メアマガ エル科

0480ノ レノ2.6/roソ乞γ滋20〃2∠2云4

和名 壌DBI情 報量
アイフィンカ"_カ"エ ル

シロアコ"カ"エ ル

ヒメアマカ"エル

0

0

0

コー ド 学名 、和 名

REPTILIA爬 虫 綱

TESTUDINATAカ メ 目

CHELONIIDAEウ ミガ メ科

1010α8伽zと2耀 γ伽

1020∠ ケ伽o`汚 診加 ゐ〃ムハた2勿

10300278吻 α2月召吻

1040∠{興 ねわoら4駄 ∫α7レ㍑`84

DERMOCHE:LYIDAEオ 勃"メ 科

1050∠)召zワ700ら6ヒ加oo〃 ≧268躍

EMYDIDAEイ シカ"メ科

1060`】 彰o耀 ノθ汝レo〃〃磐 加2∫48レ8ゆ 〃74z6

1070(晃ro躍 乙ソ滅2ノ;角ワo〃∠16∠z

1080α 属;76聯 ハ96レ∬ 〃

1090■h20う 郷 ∫己吻 広∠2謡9罫2榔

1100掘 〃zθ ワ7脚ノ砂o漸6㍑

掘2478ワ7弊 脚 鉱`㍑

1111ノ 駈2〃zθ甥""姦 α2"""ヒ 冴

1112/1駈2〃1・67郷 〃〃z2ヒ=と2乏とz〃∠

TRIONYCHIDAEス フホcン科

1120■ カね甥5加 粥z3

SQUAMATAト カ ゲ 目

GEKKONIDAEヤ モリ科

1130(短 勿 〃iと7〃4〃辺2忽

11406珍 沌ンヒo/4ρo〃」`蹴∫

1150磁 温6》乃o血2別粥 か

1160(鎗 畑6)、配zレ〃6ワz∫4「

1170(鬼 物 ノz2加館 ∠夕

1810(鬼 物sp・1

1820(短 物sp.2

1180∠ 弓ワz滅24を26編必 勿4ム ノ富

11901磁 〃z滋26り ～加 ノ》θ74泌

1200舵 〃7!吻`ζソ加 汐oレ〃iZ㎏zγ

1210ノ:セ ァ06乃∠1班 ご2!8忽

1
i

RD別 情報量
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アオウミガ メ

タイマイ

アカウミガ メ

ヒメウミガ メ

オサガ メ

セマルハコカ"メ

リュウキュウヤマカ"メ

クサガ メ

アカミミカ"メ

イシガ メ

ミナミイシカ"メ

シロイシガ メ

ミナミイシカ"メ

スッポ ン

オンナタ"ケヤモリ

ヤモリ

ミナミヤモリ

タワヤモリ

ヤクヤモリ

タカラヤモリ

ニシヤモリ

オカ"サワラヤモリ

ホオク"ロヤモリ

タシロヤモリ

ミナミトリシマヤモリ

1

R

R

R

v
*v

1

x

O
D
x

X
x

*

0

x

0
△

0

0
△

*

*

0

0
△

0



種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧

コー ド 学名

1830茄 〃吻 勿 物 吻 の 伽 リア雄 リア鷹

6b漉 〃ハαr4〃〃ぼ,伽ノoz,"〃6

1221

1222

1223

1224

1225

6b〃 ∠酵α「〃 泌 加70∠レ曜8加1o∫Pl〃6

6b忽 〃o∫碑 泌 勿ノo∠廠80〃 診π〃必

6b〃 レ螂 儂 耀5勿zα 吻8功 泡〃詑灘

6b伽 泌4〃 砺 加zα 吻8勿4〃 疵

6b〃属〃鷹44泌 加 名α吻6翅 〃2ω伽 〃

AGAMIDAEキ ノボ リトカゲ 科

.厄〃4加 ㍑アo麺oπ4彪

1231.ノ ψ β海 君躍、ρo勿o〃4z㍑ 、ρo勿o〃z煮4

1232.ノ2ψ4加 煮μノワo麺o〃2z@励 魯2オz●徽 「血

1GUANIDAEタ テガ ミトカゲ 科

1240/4〃o必`ヒ2πo〃 》7砺 、な

SCINCIDAEト カゲ 科

1250∠ 勉〃6`6汐 海 趣 α吻 傭

1260」 動 〃786ωo液2滅28

1270∠ 勉〃6`郎 凌うピ2ノ汐oz♂〃'

1280Eumecesstimpsonii

加 〃6螂 〃4甲 加 泌

1291∠ 勉〃66∬ 〃躍居zカ4泌 〃4z柳 勉4泌

1292.∠ 勉〃666〃8甲 ヵ4泌o∫ 乃ゐ〃78耀∠∫

1300盈 〃8α 妙8忽 ㍑灘

1310動 〃6α 智 廊 勧 α鐸 ゴ

1320∠ 伽o∠24zア06伽4Zl42zizo60∫ 忽髭2

13315勧68加 ムoθ噸 εガ

13325ヒ7カ68加 陀z〃詑 π∂〃砂!

134014/6㍑6ン らω44zz6」 ρ8〃召ク加 ハ好

13506り1ρ 勿地o勇 〃 躍 ムo〃o励 〃魯仰 ㍑〃`・惣泌

LACERTIDAEカ ナヘヒ"科

1360、 乙ご2`6r/7≧2レz「レ4ワμ几2

13701φ ワθケo〃o云ム∬ 吻 ノ34必

1380乃 砂 諺o〃 雄5〃24擢 μ 短雄

1780刀2考 ソのro〃7z∬`6少を2/7241∫

1390乃 凌アめo〃z∬ 忽o吃 ソ湧ro〃2α廊

14001殉 〃o〃 ムr己z〃z〃「餌 ∠∫

TYPHLOPIDAEメ クラヘヒ"科

1410ノ ㌣2〃ろ〃らo窃ク乃勿 汐!うハ2"∠刀z∬

COLUBRIDAEヘ ヒ"科

1420ノ ラ21「召∬ めイ螂 乙z海γ

1430/4`乃6〃 池〃ぼ遜ア∠〃β∠な

1440/4`・ 汚r4∠2●〃〃∫ レ軍ノ677767z・

177014`%2〃 力雄 ノわ〃刀α∫8π雄`汚 魯 ∠几z∠

1450∠ 弼名ク乃84〃44卜 ∠1ノ∠η74∠4

1460∠ 鉱卯 乃6`o砺 ワzヒz砺 云冴

1470」 釧 のフ〃8∠48π 忽 擢5`乃 〃4`舵1z'

捌 尾ψ κ 〃zカ4〃

和名

250

キノホ"リヤモリ

クロイワトカケ"モ ト"キ

クロイワトカケ"モ ト"キ

マタ"ラ トカケ"モ ド キ

オヒ"トカケ"モ ト"キ

イヘヤトカケ"モ ド キ

ヤマシナトカケ　モト"キ

キノホ"リ トカケ　

キノホ"リ トカケ"

サキシマキノホ　リトカケ　

ミト"リアノール

トカケ"(ニホントカケ")

オカタ"トカケ"

ハ"一 ハ"一 トカケ"

イシカ"キ トカケ"

オキナワトカケ"

オキナワトカケ"

オオシマトカケ"

アオスシ"トカケ　

キシノウエトカケ"

ミヤコトカケ　

サキシマスへ"トカケ"

ツシマスへ　トカケ"

ヘリク"ロ ヒメトカケ"

オカ"サ ワラトカケ"

コモチカナヘヒ"

サキシマカナヘヒ"

ア肋 ナヘビ

ミヤコカナヘビ

カナヘビ

ァム_ルカナヘヒ"

メクラヘヒ"

イワサキセタ"カヘヒ"

効 チホヘビ

アマミタカチホヘヒ"

ヤエヤマタカチホヘヒ"

シマヘビ

ジ ムグ リ

サキシマスシ"オ

シュウダ

RDB

R

R

R

R

R
1

情報量
*

0
0

0
*

*

0
*

0

D

O
O
O

0
0

0
0

0
0
D

O

0

0
0
*

△

0

△

O
X

O

D

△

0



種の多様性調査(動物分布調査)対象種一覧

コー ド 学 名

1481∠ コ勉ク乃6`冴 ノiZ:π41㍑`4/zン7〃とz

1482∠ 勉 ク乃66㍑ πカ41㍑ノo〃28〃〃ム館 ∠∫

1490.∠%4ク 乃60〃 功〃`勿o渚 μ

1500乙 ン乙勿 痴 ⑳5砺 加 励4泌

15100・ 吻 痴 卿 加 〃刀∠〃46

15206ク β!汚o〃ηク丞 海肱 召云oガ

1530∠:カ ●〃o吻 〃5躍 ∠`〃功2!班

∠珈o吻 〃渚ψ 客oπ4〃 ∫

1541∠)ご'〃04乞 ～〃zψzo〃4z2∬1r罵 だ2ぼo〃41雄

1542∠ カオ04乞～〃z吻 匿oπ6z!跡M2〃'

1560∠ 万'〃04b〃o〃 ●θ穆zi4必

1550か ω 吻 湘 伽4肋 〃勿 厩 属2泌

15706セ4z〃4〃 々ノフ〃蛎〃2躍毎〃 〃2ヶβz躍∫

15800吻 〃〃 勿 雌 η●

4〃 卿 忽 〃〃 必4加 〃'

15914吻 〃面 〃〃 必4勿 〃'曜加 伽 ガ

1592/4吻 属65〃〃1～z渉4勿 〃●吻4/b鋸6

16034脚 ゐ属幽〃660〃68箆z〃 〃2

160114卿 払∬〃〃 ∠ク門ア8η'

1602/4曜 ク潅轟∬〃〃 ∠£乃卸 々●鋸6

1610ノ 訪4ル勿 乃∠∫z2窺 功〃写塘7zヵ 雄

和名

ELへPIDAEコ ブ ラ科

1620」%〃 ∠ゐ〃㎎67鷹 〃〃`・`ノ冶洗z〃47!,4∬4勉7

龍 〃〃加 ㎎ βハ螂 ノ尾ρo腕 雄

1631!%〃2zを う〃〃82鷹 ノ名クoπ表6雄ノゆo〃 ムα6

1632扉 〃め4〃μ 朋 ノ尾クo〃♂ヒ3雄♂う08z菊8が

1640」 乙2、諺●`召z4吻勉〃.6躍〃盈z乙2

1650∠;41zヒ=・4〃読2`・044ごう〃ン74

1660∠,〃zヒ 冨〃露 ∫館 伽 α≧z煮6

HYDROpHIIDAEウ ミヘビ 科

1670∠ 勿 吻`弓 ク乃4勿 ク伽46

1680砂 めqク 乃4「〃78ムz〃06砂 ん2加

1690劫 ～廊 勿 ∠∫の～ππoo属〃`'泌

1700/iか め 砂 乃∠∫o〃24伽ro〃7ご2z窩

1710∠ ⊇砂6〃2な α4z泌

1720」 彪r滋2〃∠∫ア涜2〃ノ躍

VIPERIDAEク サリヘヒ"科

1730瑠 腐 「〃ro吻 〃 ル∠9〃2・ろ6痴'

1790瑠 廊 ヵ門o吻刀 ∠∫雄 乃∠〃〃6勝 亦

17401》2'〃8ノ 「∬〃ノz∬o/aン78レ躍 寛

17501}2● 〃287碑 榔8吻 躍〃∫

1760」 翫 σ〃876国〃駕 μzレoレZ〃幽

18001短'〃87郎4泌/o血 名踏 な

ヒバ カリ

タ"ンシ　ヨヒバ"カ リ

ミヤコヒバ"ア

カ"ラスヒバ"7

ヤエヤマヒバ"7

ヤマカガ シ

シュウダ

ヨナク"ニシュウタ'

アオタ　イショウ

リュウキュウアオヘヒ　

サキシマアオヘヒ"

キクサ"ト サワヘヒ"

アカマタ

ァカマタ"ラ

アカマダ ラ

サキシママタ"ラ

シロマダ ラ.

サキシマハ"イ カタ"

ミヤラヒメヘヒ"

ヒメヘヒ"

ヒバ"カ リ
"

イワサキワモンへ　二ヘヒ　

ヒャン

iヒ ャン

iハ イ

iヒロオウミヘヒ"i

アオマタ"ラウミヘヒ"i

エラフ"ウミヘヒ"

き

l
i

イイシ　マウミヘヒ"

クロカ　シラウミヘヒ　

マタ"ラウミヘビ1

クロホ"シ ウミヘヒ"

トケ　ウミヘヒ"

セク"ロウミヘヒ"

i
i

ドムシ

惚野
サキシマハフ"

iハブ"

iトカラハフ"

…
i
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RDB 情報量

1

1

i

R

E

R

R

R

R

i

i

!

i

O
O

O

O
O

O

△

X

O
O
O

x

*

0
0
0

0

0
0
x

X

O

*

x

X

x

x



種の多様性調査(動 物分布調査)対 象種一覧'

別枠対象種(新 規外来移植種)一 覧

本州で定着が確実ではないが増加傾向にある移
入種

コー ド 学名

REPTILIA爬 虫 綱

CHELYDRIDAEカ ミツキガ メ科

9001α6加 勉58η ワ磁 伽

和名

カミツキガ メ

RDB

*

琉球列島で定着が確実ではないが増加傾向にあ

る移入種

学名 和名
REPTILIA爬 虫 綱

COILUBRIDAEヘ ヒ";科

9002吻 加 膨 伽 〃 戸z槻

9003Z励8榔 μ燃 〃〃`アα∫4z〃〃2〃z∬

タイワンスシ"オ

1タイワンハフ"

RDB

*

*

Z52



4.調 査対象種変更点一覧

調査開始(平成9年4月)に あたり、調査対象種 について前回調査(平成2年)時 から変

更された点を示した。
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種の 多様性調査

種コード変更種一覧

第4同;嫉 礎調杏

コーo子

oosi

oosz

ynoDiusnigrescens

砂 η0わブσε ηゴgrθSCθη5η ブgrθSO白η5

Nmobiusnigrescenssadoensis

0ン ソヨ

ク0サンショウウオ

サト.サンショウウオ

種の多横性調杏

ゴ
コ ー。'

0060Hynobiusnigrescens ロ ンショ

※[一====コ
0231

0233

enatagoi

舶 ηθ 亡θ907亡 θ907

κ8ηθ 亡aoゴaκUε んプ切9η515

]工

夘 ●ガエル

ヤクシマタコ●カ.エル

コー
3ρ8t8907

0231肋 η8亡agoゴ 亡890プ

0232Ranatagoiokiensis

O233舶rηa亡agoゴ ∂κu5ん ゴ"旧η5ゴ5

コ エ

タゴ ガ エル

オキタ].カゆエル

ヤクシマタコ。カ●エル

隠岐

0350 κ8ηaηaノ'ブη8 1け塀ガ エル

00舶 η8a破2〃77θ ηε7s

O350蔽 ヨηaηarゴ η3

0550飛 ヨη3ε ψ ノr8ηθrゴρ∂

0560舶r17aξ ノ亡5σηo切ゴaor㎝

アマミハ'

肘 サキガ エル

オオハナサキカ●エル

]カ.タハナサキカ・エル

奄美 ・徳之島
沖縄島
石垣 ・西表
石垣 ・西表

0 auremysmutica ミ ミ ソ メ aσrθ曜γ5ゴη〃亡70∂

1111吻 〃re曜γε 肌F亡ゴ08〃Lρ亡ゴ∂8

1112吻ure初s〃u亡 プ08κa加 ゴ

ミ ミイソ'メ

シ0イシガ メ

ミナミイシカ.メ

本州
石垣 ・西表 ・与那国

N
切
cJ,

X
※

810Gekkosp.

1820θ θ歯んos.2

ラ モ1

ニシヤモリ

※[コー====コ
1221

1222
1223

〃 θρ8r78uro7助3θ

εσわ1θρんθrプSメ ωroゴ 旧 θ 緬ノroブ胸旧θ

εσわ7θρん8rゴSκuroプ 旧 θorゴ θρ亡θ〃5

εσわ'θρ力8rゴ5κ{ノroノ 師恰θ5ρ7θ ηdbρS

0イワ カ 卦

ク0イワトカケ.モト.キ

マタ●ラトカケ・モト0キ

オヒ●トカケ・モト●キ

Goniurosauruskuroiwae

122160η ゴ〃ro88σr〃sκ 〃roゴ助ヨθ κ〃roゴ鵬ヨθ

12226017プ εノro58{ノr己ノsκ 己ノroゴ陥rθorゴ θη亡81ゴs

1223θoη ゴ{ノro5∂σr{ノ5メr己ノroゴ囎 θ5ρ7eηdb/7s

1224θ017ゴ 〃ros8己ノr己ノsκ{ノノ'oゴ跡熔θ 亡ρy3〃姶 ゴ

1225θoη ゴσro531〃1/5κ{ノroゴh㊨ θa〃 姶5ゐ ゴρaθ

田 ワ カ'モ

クロイワトカケ●モト・キ

マタ●ラトカケ。モト●キ

オヒ●トカケ.モト●キ

イヘヤトカケ.モト.キ

ヤマシナトカケ.モト●キ

沖縄 島、古宇利 、瀬底
渡名喜 、渡嘉敷 、阿嘉、伊江

徳之島
伊平屋 島
久米島

ao Japalurapolygonatapo/ygonata ノ 、1 apalurapolygonata

1231Japalurapolygonatapolygonata

1232」 旨 ∂1{〃raoloηa亡aゴ εノ7ゴgaκゴeη5ゴε

ノボ1

キノホ●リトカケ●

サキシマキノホ●リトカケ●

宮古の;励ノ4ど ※[=一=====コ

1601
1602

3εr7Xρ4γ θr7

A伯trゴxρ ノγθrゴ ρryθrブ
'ハ㊨`

rゴxrθrゴ ゴ5ゐゴ3を ゴθη5ゴ5

'ラス 、●ア

カ.ラスヒハ・ア

ヤエヤマヒバ.ア

1603/1働oん ゴθs〃昭coρoθ1arω η

1601/1〃 ψゐゴθs〃旧 ρσ θrゴ

1602/1〃1ゐ ゴθ5〃旧 ゴ5んゴaκ ノθη5θ

ミヤ]ヒバ.ア

カ●ラスヒバ.ア

ヤエヤマヒバ●ア

宮古 ・伊良部

奄美 ・沖縄島
石垣 ・西表

X 75ノ.0017ε{ノ57"旧 θη575 ツ沢マ ソ

1761
1762

r7〃7θrθSひrθ58μ0γ7r718

アrカηθrθ8σrμ5f18γ0γ ゴrブ(ガsf18MOレ プrゴげゴS

ル ゴ〃θrθ5σrσ5.flaレoγ ノノ'ゴ(ガε εoκ8rθρ5プ5

ハフ

ハプ

トカラハプ

」→
一 一t

Or7加 θfθ5σrμsa晒oレ7r77s

1800ル ゴ肥rθsσrσ5亡o左arθ ηsゴ5

ハブ

トカラハア 宝島 ・小宝島

※19001㎝ θ'yσasθ 疏ρeη`7ηa 1カミツキカ甲メ i

※
※

90028ρ θ 亡aθρ7己ノrar7θ ε7

90037ア ゴ〃短rθsσrμs〃 ～〃oroε{」a胡 旧`己15

仰 ンスシ

タイワンハフ.





5,調 査協力者名簿

今 回調査に関し、デ ータを提供頂 いた調査協 力者 一覧(敬 称略 ・50音 順)

両生類 ・爬虫類

調 査 者

コ ード

0720001

0720299

0060239

0750087

0720003

0750185

0740140

0720032

0010187

0060092

0010006

0050001

0060437

0050057

0750691

0020110

0750965

0720309

0010219

0751036

0750947

0750654

0720090

0010015

0720049

0750186

0751052

0750717

0750421

0750472

0750207

0060326

0720092

0750656

氏名

青木 良輔

赤堀 元美

秋田 勝己

秋葉 保夫

秋山 孝平

秋山 繁治

浅川 満彦

東 英三

束 良雄

阿部 東

荒木 邦雄

飯島 一雄

飯田 囲昌

池崎 善博

池田 浩一

池田 等

池田 亨嘉

石川 均

石川 裕

石川 誠

石黒 義也

石島 芳郎

石塚 寛

石原 龍雄

井出 明雄

伊藤 邦夫

伊藤 ふくお

伊藤 雅男

伊東 善之

伊原 禎雄

今井 初太郎

岩崎 郁雄

岩澤 久彰

岩永 節子

居住地

(都道府県)

神奈川県

岡山県

三重県

宮城県

新潟県

岡山県

北海道

兵庫県

兵庫県

青森県

京都府

北海道

岐阜県

長崎県

福岡県

神奈川県

北海道

静岡県

愛媛県

山梨県

熊本県

北海道

東京都

神奈川県

長野県

岡山県

奈良県

長崎県

高知県

神奈川県

茨城県

宮崎県

新潟県

沖縄県

0751059

0750657

0720261

0750845

0720263

0720008

0720305

0060340

0710499

0750550

0750658

0750659

0720009

TH21023

0750660

0740074

0720011

0750853

0720224

0060104

0010027

0720130

0060399

0750473

0750977

0750474

0750193

0020094

0750203

0750949

0060241

0750194

0750089

0710456

植田 健仁

上野 寛子

臼田 弘

内田 保博

内山 実

宇都宮 妙子

楳内 典明

浦田 明夫

江田 伸司

椀 真史

大内 一夫

大川 博志

大河内 勇

大澤眞美

太田 正臣

大泰司 紀之

大谷 勉

大野 知多夫

大橋 剛

大類 貞夫

大類 正久

岡 俊樹

尾形 之善

岡田 滋

岡田 純

小賀野 大一

岡山 健仁

小川 啓司

小椋 吉範

尾崎 精一

乙部 宏

尾原 和夫

小山 均

柿本 修一

東京都

北海道

新潟県

大分県

富山県

広島県

岩手県

長崎県

岡山県

神奈川県

埼玉県

広島県

茨城県

岐阜県

香川県

北海道

沖縄県

神奈川県

三重県

山形県

神奈川県

東京都

鹿児島県

鹿児島県

広島県

千葉県

愛媛県

神奈川県

長野県

岡山県

三重県

島根県

宮城県

大阪府
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0720052

0720094

0750695

0750830

0740063

0720012

0720192

0750662

0751083

0750151

0750495

0720097

0060154

0020029

0750663

0750664

0750199

0750178

0751049

0750665

0720108

TH12018

0751030

0020035

THO1107

0720076

0090076

0750177

0750476

0010185

0750158

0060083

0751041

0751071

0750846

0740165

0720017

0720307

0750307

0750666

0750360

0750766

0750225

懸川 雅市

影山 幸生

梶 光一

春 日井 潔

門崎 允昭

門脇 正史

金井 賢一郎

亀崎 直樹

川口 仁

河瀬 宏司

河原 淳

菊池 進

岸 一弘

北見 健彦

草野 保

久住 重人

国定 義信

國本 洗紀

窪田 茂

熊倉 雅彦

倉本 満

桑原秀樹

桑原 弘道

後藤 常明

小松俊男

葵 宗憲

斉藤.明 子

斎藤 和範

斉藤 利夫

斉藤 秀治

斉藤 裕也

斉藤 龍司

坂本 真理子

笹井 隆邦

佐々木 元

笹森 聡

佐藤 眞一

佐藤 智恵子

佐藤 俊男

佐藤 寛之

佐藤 文保

佐藤 理夫

澤 信史

東京都

岡山県

北海道

北海道

北海道

静岡県

群馬県

大阪府

山梨県

愛知県

北海道

東京都

神奈川県

新潟県

東京都

愛知県

岡山県

鳥取県

山梨県

新潟県

福岡県

千葉県

島根県

岐阜県

北海道

東京都

千葉県.

北海道

大分県

静岡県

埼玉県

北海道

熊本県

兵庫県

岩手県

埼玉県

大分県

岩手県

新潟県

沖縄県

沖縄県

北海道

奈良県

0750477

0750478

0750479

0720019

0750188

0720238

0750698

0720141

0751032

0710082

0720286

0750196

0710069

0751089

0750667

0750988

0060200

0750849

TH26005

0751042

0751034

0750668

0720256

0751075

0090052

0750083

0750669

0060385

0720148

0710194

0750197

0750670

0720021

0750201

0750088

0720255

0740040

0750780

0750671

0750482

0720150

0720060

0720311

椎原 春一

篠原 望

柴垣 和弘

柴田 保彦

島村 修

島森 宏夫

清水 善吉

清水 大典

清水 誠

清水 実

下山 良平

庄子 てい子

白木 幹司

末吉 豊文

菅原 隆博

鈴木 強

鈴木 友之

鈴木 信義

住田益信

関 慎太郎

瀬田 実

芹沢 孝子

十亀 好雄

田井 彰人

高井 泰

高橋 修

高橋 健

高橋 義寛

高宮 伝

竹内 基

武田 桂三

竹田 俊雄

竹中 践

竹中 利明

田代 憲次

田代 貢

立花 繁信

立澤 史郎

立脇 康嗣

舘脇 崇

田中 顕一

田中 聡

田辺 真吾
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鹿児島県

香川県

茨城県

兵庫県

沖縄県

神奈川県

三重県

山形県

山梨県

三重県

長野県

岩手県

愛知県

宮崎県

大阪府

山形県

愛知県

広島県

京都府

滋賀県

山梨県

愛知県

兵庫県

兵庫県

岐阜県

宮城県

沖縄県

宮城県

愛媛県

岩手県

山形県

石川県

北海道

神奈川県

岐阜県

奈良県

宮城県

京都府

大阪府

岩手県

熊本県

沖縄県

京都府



0750483

0750672

0060269

0750084

0750187

0720154

0060362

0750181

0740158

0740007

0720022

0750528

0751038

0720151

0060251

0750998

0710127

0720314

0751035

0720277

0750432

0750218

0750674

0750485

0060480

0720271

0720037

0750184

0710351

0751070

0750006

0750676

0750954

0710052

0750413

0750677

0750750

0750678

0750255

0740167

0751002

0720081

0750958

田原 朗敏

玉井'済 夫

田村 昭夫

千々岩 ・哲

千原 一夫

辻井 年光

常谷 典久

鶴嶋 広喜

寺西 敏夫

出羽 寛

当山 昌直

徳本 洋

戸田 光彦

栃木 正行

登日 邦明

鳥羽 通久

内藤 順一

長岡 浩子

中川 雄三

長沢 武

中島 朋成

永瀬 幸一

仲地 明

中村 正二

中山 紘一

奈良 典明

成田 篤彦

成海 信之

南部 久男

西 良郎

西村 公夫

西村 昌彦

二宮 祥

野沢 義幸

野津 幸夫

饒平名 里美

信本 励

野村 卓之

萩野 哲

博物館友の会

橋元 浩一

橋本 楯夫

橋本 信宏

熊本県

和歌山県

鳥取県

滋賀県

岡山県

滋賀県

神奈川県

岩手県

愛知県

北海道

沖縄県

石川県

東京都

栃木県

兵庫県

群馬県

広島県

東京都

山梨県

長野県

神奈川県

大阪府

沖縄県

鹿児島県

高知県

青森県

千葉県

北海道

富山県

北海道

岐阜県

沖縄県

岡山県

山梨県

島根県

沖縄県

大阪府

新潟県

大阪府

長野県

福岡県

京都府

神奈川県

0740148

0750840

0010104

0060536

0750964

0070016

0720284

0060062

0710226

0710286

0720062

0750198

0710469

0750844

0720180

0720039

0710209

0720038

0020042

0720272

0720064

0750839

0750202

0720181

0720182

0720206

0710440

0720109

0010198

0750507

0750681

0750941

0750159

0720026

0020010

0750683

0710182

0750488

0010204

0090065

0720066

0060458

0010135
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橋本 正雄

羽角 正人

長谷川 巌

長谷川 順一

服部 正策

浜口 哲一

早瀬 長利

原子 保

原田 猪津夫

稗田 一俊

疋田 努

久居 宣夫

平塚 純一

平松 恒彦

広瀬 文男

深田 祝

福田 保

藤澤 信一

藤本 武

星野 善一郎

堀田 和弘

堀田 良馬

堀江 道廣

本郷 敏夫

本間 稔

前田 憲男

前畑 政善

牧野 信司

増田 修

増田 泰

増永 元

増渕 富士雄

松井 一晃

松井 正文

松田 征也

松月 茂明

松宮 隆志

松村 初男

松本 和芳

松本 俊信

丸山 一子

水野 重紀

湊 宏

北海道

新潟県

福井県

栃木県

鹿児島県

神奈川県

茨城県

青森県

愛知県

北海道

京都府

東京都

島根県

大分県

群馬県

京都府

富山県

大分県

茨城県

岩手県

千葉県

岡山県

大分県

秋田県

福島県

東京都

滋賀県

東京都

兵庫県

北海道

沖縄県

栃木県

長野県

京都府

滋賀県

三重県

青森県

石川県

岐阜県

神奈川県

神奈川県

山形県

和歌山県



0750241

0720027

0060178

0740098

0750508

0750624

0751033

0750685

0750098

0750489

0751082

0720029

0740161

0751043

0750490

0750510

0020069

0050083

0740049

0750646

南 尚貴

宮崎 光;

宮田 渡

向山 満

邑井 良守

村瀬 ますみ

村松 正文

森 哲

森 生枝

森 繁雄

森 大輔

森ロ ー

森田 忠義

野紫木 洋

安田 照重

矢田 豊

柳澤 忠男

山内 智

山内 昇

山川 雄大

北海道

石川県

長野県

青森県

千葉県

和歌山県

山梨県

京都府

岡山県

静岡県

富山県

群馬県

福岡県

新潟県

大分県

石川県

長野県

青森県

北海道

北海道

0750189

0750491

0750850

0751098

0720161

0710149

020222

0751037

0750154

0050056

0740077

0750230

0750625

0750841

0751031

0050043

0750996

0750183

0750848

山崎 法子

山田 和生

山本 博美

山本 麻里

山本 洋輔

湯浅 義明

湯本 光子

横井 昭男

横山 達也

吉田 喜美明

吉田 博一

吉田 雅澄

吉田 元重

吉武 和治郎

依田 正直

淀江 賢一郎

若林 郁夫

渡部 正一

渡邉 ひろ美

岡山県

岐阜県

岡山県

神奈川県

東京都

兵庫県

山梨県

山梨県

大阪府

佐賀県

福岡県

愛知県

和歌山県

茨城県

山梨県

島根県

三重県

山形県

大分県
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6.分 布図索引(和名50音 順)

両生類 ・爬虫類確認種和名リスト

0460

1010

1380

1490

1650

1030

1530

1541

1090

0172

0040

0200

0422

1440

0540

1400

1670

1280

1100

0370

1224

0150

0161

1420

1620

0330

020

0070

1660

0030

0140

1292

0110

0550

0190

1350

1180

1260

0090

アイフィンガーガエル

アオウミガメ

ァオカナヘビ

アオダイショウ

アオマダラウミヘビ

ァカウミガメ

アカマタ

ァカマダラ

アカミミガメ

ァズマヒキガエル

アベサンショウウオ

アマガエル

アマミアオガエル

アマミタカチホヘビ

アマミハナサキガエル

アム ールカナヘビ

イイジマウミヘビ

イシガキトカゲ

イシガメ

イシカワガエル

イヘヤトカゲモドキ

イボイモ リ

イモリ

イワサキセダカヘビ

イワサキワモンベニヘビ

ウシガエル

エゾアカガエル

エゾサンショウウオ

エラブウミヘ ビ

オオイタサンショウウオ

オオサンショウウオ

オオシマトカゲ

オオダイガハラサンショウウオ

オオハナサキガエル

オオ ヒキガエル

オガサワラトカゲ

オガサワラヤモ リ

オカダ トカゲ

オキ サンショウウオ
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89

92

139

152

173

94

156

157

100

51

33

55

85

146

74

142

175

128

101

79

120

47

48

144

169

72

65

38

174

31

46

130

43

76

54

136

112

126

41



0232

0421

1291

1050

0380

1223

1130

0440

0011

1390

9001

1601

1520

1310

0120

1231

1830

1080

1221

1680

0060

1700

0560

1360

1510

1370

1232

1470

1331

1550

1750

1542

1450

1460

0400

0162

0470

111!

1560

1120

1720

1060

1020

オキタゴガエル

オキナワアオガエ ル

オキナワトカゲ

オサ ガメ

オットンガエル

オ ビトカゲモ ドキ

オンナダケヤモリ

カジカガエル

カスミサンショウウオ

カナヘビ

カ ミツキガメ

ガラス ヒバァ

キ クザ トサワヘビ

キシノ ウエトカゲ

キタサンショウウオ

キ ノボ リトカゲ

キ ノボリヤモリ

クサガメ

ク ロイ ワトカゲモ ドキ

ク ロガ シラウミヘビ

ク ロサンショウウオ

ク ロボシウミヘビ

コガタハナサキガエル

コモチカナヘビ

サキシマアオヘビ

サキ シマカナ ヘビ

サキ シマキノボリトカゲ

サキ シマスジオ

サキ シマスベ トカゲ

サキ シマバイカダ
・サキシマハブ

サキシママダラ

シマヘ ビ

ジムグ リ

シュ レーゲルアオガエ ル

シリケンイモリ

シ ロアゴガエル

シロイシガメ

シロマダラ

スツポン

セグ ロウミヘビ

セマ ルハコガメ

タイマイ
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一59

・84

・129

・96

・80

・119

・105

・87

-Zs

-141

-185

・166

155

・131

・44

・122

-116

・99

・117

-176

・35

・177

・77

・137

・154

・138

・123

・150

・133

・160

・182

-158

・148

・149

・82

-49

・90

・102

・159

・104

・178

・97

=93



9002

9003

1430

1810.

0231

1200

0301.

1160

1592

0500

0220

0020

1332

1790

0340

0012

0302

0050

1250

1800

0290

0520

0180

0360

1820

02so

O171

0320

1632

0490

0130

0350

1270

1760

0210

00s2

1591

0480

1040

1740

1580

1631

1640

タイ ワンスジオ

タイ ワンハブ

タカチホヘビ

タカラヤ モリ

タゴガエル

タシ ロヤモ リ

ダルマガエル

タワヤモ リ

ダンジ ョヒバカ リ

チョウセンヤマアカガエル

ツシマアカガエル

ツシマサンショウウオ

ツシ マスベトカゲ

ツシママムシ

ツチガエル

トウキ ョウサンショウウオ

トウキ ョウダルマガエル

トウホクサンショウウオ

トカゲ(ニ ホン トカゲ)

トカラハブ

トノサマガエ ル

ナガ レタゴガエル

ナガ レヒキガエル

ナミエガエル

ニシヤモリ

ニホンアカガエル

ニホン ヒキガエル

ヌマガエル

ハイ

ハクバサンショウウオ

ハコネ サンショウウオ

ハナサキガエル

バーバートカゲ

ハブ

ハロウェルアマガエル

ヒダサンショウウオ

ヒバカ リ

ヒメアマガエル

ヒメウミガメ

ヒメハブ

ヒメヘビ

ヒヤン

ヒロオウミヘビ
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186

187

145

110

58

114

68

108

164

66

57

30

134

180

73

29

69

34

125

184

67

61

53

78

111

63

50

71

127

171

36

45

75

183

56

40

163

91

95

181

162

170

172



0081

0ioo

1340

1190

0045

0390

1222

1730

1240

1112

1210

1150

1780

1320

0173

1603

1570

1410

U410

0430

1770

0510

1602

0233

1170

0260

1610

0530

1225

1140

1482

1500

0240

0450

1070

ブチサンショウウオ

ベ ッコ ウサンシ ョウウオ

ヘ リグ ロヒメ トカゲ

ホオグ ロヤモリ

ホクリクサンショウウオ

ホルス トガエル

マダラ トカゲモ ドキ

マムシ

ミ ドリアノ ール

ミナミイシガメ

ミナミ トリシマヤモリ

ミナミヤモリ

ミヤコカナヘビ

ミヤコ トカゲ

ミヤコ ヒキガエル

ミヤコ ヒバァ

ミヤラ ヒメヘビ

メクラヘビ

モリアオガエル

ヤエヤマアオガエル

ヤエヤマタカチホヘビ

ヤエヤマハラブチガエル

ヤエヤマヒバァ

ヤクシマタゴ ガエ ル

ヤ クヤモ リ

ヤマアカガエル

ヤマカガシ

ヤマサンショウウオ

ヤマシナ トカゲモ ドキ

ヤモリ

ヨナ グニシュウダ

リュウキュウアオヘビ

リュウキュウアカガエル

リュウキュウカジカガエル

リュウキ ュウヤマガメ
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39

42

135

113

32

81

118

179

124

103

115

107

140

132

52

165

161

143

83

86

147

70

167

60

109

64

168

37

121

106

151

153

62

88

98
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